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北海道産金鑛石の濫用地質二二研究（一》

敏授幅富忠男w

　　　　　　　　　　　　　　　　　管　　　序　　　・　　　．　擁

　　　本研究は我膏國が全力を羅げて産金子牛を行ぴ房たる秋偶々三部省科墨研物費野駆により，筆

　者等に研究の便寛を得る四脚に患まれ疫る爲，學徒として平家要望に慮ふる一助ともならむかと思

　ひ，撰んで企圓せる課題である．然るに今や野際情勢の急攣に明し，金鑛業は全【面的に休野業を籐
　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　．／副

働く凹めら豚門端の臥具職覧たると嚇雌嘩の必難も撒峨殺されて・之
を雌縫籔すべきか否か継はしめられたの秘多・而して時廉伽灘他ρ緊急且勲問題瞼

討の要求駆るものあると共峰越脇の鍔多端を加へ勅寸時も卑しく本確の完結難

　執著するを許されざる事態に立到りたるを以て塞蝕に潔く之を籔然中止せんと決意したのである」

　　、凡そ旧弊の研究が時蓮を邉ふて徒に攣博するは蓬に撒ぶべき傾向でなVO．まし1『や開学了を見．

札て弊移るが嫌隅隅むべきであ5う・然し乍ら筆の現状腓常時申の叉蝉時であ多・

　國家総力，勝ち扱く爲には何物と難ξも犠牲に供せねばならぬ．筆者等に工學方面にありて常に學

　を活かして肚會の馬脚かたりとも役立たしむる責務を有する．特に現下に於いても最も然りとす

る・＊研究繭即如く不韓し瑛完結を前にして之榊止せんとす碓・筆管にとりて雌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　り

燗腸の思にして・鄭蹴ρ極である・さ鯉ど期肋り硝螺鞭たるところ少か砂確

　諸を今後の研究に資する事を郷且現場の人々に或な笹生達に多少共に灘示を輿へたるものありし

．は寧ろ欣ばねばならぬ．然るところ當初筆者が企翻せる期待ば課題の篤幽の域より更に地畔，選鑛，

獅期雛の纏の綱に騨魁φんとせし鰍に，剛隅隅には欄の朔を要すべ紘
　りしが，今之を平然中止して軍に主題の婆にて打切る事としても，學野上乃至實叩上將來参蓼ζな

塑べきものある鷲器砺三下ρ情弊ありて躰臓よ踵回る嚇螺へらるべきを
蝿え・一緯れまでの材料嘘理して・堺て本文を輝回る次第である・

　　　翻究燭し交縮科學磯費の襯を認められた三局に三三輝を僻ぜる本三三

　肇地包士三等に，更に叉夫々諸種の丁寧を翼～られたる鑛申一子者に満降の謝意を表するζ共に，

　現下既に就會的興味を失へる本研究が萬一輩に二二上のみにても多少認めらるエものあらば筆者は
　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　艶外の幸にして，感謝に堪えぬところである。

　　　以下内容は昭和16年及び17年申筆者等踏査等時の材料である．

　　　　昭莉18年9月13　N　　　　　　　tt　　　　　　北悔溢火學工學部癒朋馳質學研究窒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　ウ
噂　　　　　　　　　　　　　　　　’　・　　　　筆　者　識　　〕



2 纒　　冨　　忠　　男翫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　「　言’1　兜　　　呼：・一

　　ttt北海道た於ける鑛産資源の種類は多種多様に亙り，實に次の32種以上に達する。
　　　　　　“　　　，
　　　①金牛，②門門，（3）自門鑛，（4｝四郷，〈5＞群団，（6＞亜鉛鑛，｛賢水銀鑛，（8＞鐵鑛，（9＞格

魯護鐵鱗（1◎）満繊，〈11按質・bl・re鑛（12）水鉛鱗1（13）轟ツケル鱗σ4）酬職鑛，。（15＞硫黄，

　（16）砒鑛｝（17）黒鉛，（18）’石膏，（19）璽鼎石，（20∫石渓，（21）石油，（22）ペン1・ナイトノ（23）高陵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　f（或は陶土叉は陶右）（24）石綿，t’（25）謂・石，（26）門門，（27）黒縢岩，（28）石州岩，（29）硅岩共他，．

（30）梅郷∴（31嘆瓢（32）明馨石・等・　●　∴　・．脇・、t

　　　以上の如く鑛業法に指定せる野物の殆んど発郡を網野せる外1引池三野覆の有丹1鑛産物の発見

せらるエ適りて，今後更に鑛物資源の笹蟹を期待せられりNある1畿鑓慶に堪えぬ次第である．　・1

　　　面して興産搬糊婁王醜占むるものは，鋼に効ては金野錨にありて師炭たる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が事，既に衆知の照りである．就中金は今や我三門の総力を羅げて増産を要講しつ製あれば，特に之

　なぶ
　を筆者の專門曲立脚より樵回せんとするは學徒としで邦家の爲，掌骨か役立ち得る罪ならむか乏思．

瞥，撫磁主題として之に鰍せると・ろ繍か論搬ん融て描輝点る・

　　　御本灘鐡石階究は濁しく聯薩聯す・調取ぱ多量に脚て居ら黙聯．
る・然る・・ろ之を主題・せ麟んどなく・況んや鰍陳騨謙於いて麻囎て寧5

　れたる事すらあるを知らぬ1今蝕に筆者二本研究を二軸iせるも，満足なるを得ぬは甚潤造憾で1おる噛

濫二四じて騰砂からぬ嚇饗える湖一ば他碗鍼は伽繍舛ありても，感惣確

鵜合的鵬討す榔によって，更噸務轍学理め，野際捌継量野饗嫡癖る唄二

野や諦醐究磯齢類し潤て蹴吟塑脚の嫡瞬要な・野寺脚らしめられる加
　ある．本文は其意味に於V・て何等か見るべきもみあらむかと宙費する外，内容は貧鑛巾の金野嚢見

　を其摘出に苦心と長時闘を費せるに拘らす，獲るところの鹸ウに竜貧溺なる結果あるのみである乙　．

　　帖要するに筆者の企圓は‡蓮の整理，分類樹比に於いて四人の未開拓地を纏めて総括的ビ逓槻、

閏して・似て四駅宜襖ふ嶺繰らし脈る鱒禦轡る備梱・の閉門鰯理る♂

灘の耀舗軸蜀自囎醐馳螺隼とせ傭罐罪して餐髄い織して麟凸凹凧
上にもよれども，徒に他入の読を批醐し，。叉特に條件を異にぜる諸外国の引例等を避け，筆春が有P

りの儘の翻凹めて讃に四型的髄に綴褥に憎して，論丈としての町勢勺騰を慶した

のである．從って恰も報告記事の集編に類するか¢）如きも，上蓮の如費旧情を篤と諒解ぜられL叉

筆者の意圃をも能く洞察せらるエ鑛を筆者は切望して止まぬ者である．・



　　　　　　　　　　平海溢脚下右の鰹用塊蟹：灘脇究（手）
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一　　　　　　　　　　　　　第一編　総　　　　論

　　　　本編に於いて專ら北梅道線金鑛石に就き，（1）塵金票業の沿革∫（2）地理的關係，（3）地質心驕係tt

　　及び，ゆ点床的：綱係を略述し，先づ以て総括的に評論を魏へるゼ是豫め本道塵金鑛石は如何なる塵

　　繊駿態なるかを概念的認識せんが霧の論蓮である．

　　　　　　　　　　　　　　　　第一章　北海道に於ける金鳥劇職革

’　　　北海道薩金点蕎に就いて論ずるに方り，先づ本道に於ける金漏話の溝：革を概観せんとするが，

　　他の地め採金と向様最初は砂金檬取のみに限られ，極めて原始的にして非科羅的であっ疫ド從って

　　其愚行の研究などゑく考へられたる機會もなく偶々稀に砂金地にありて金高塊の洞見せらるエや之

　　に多少の注意を惹かれたるが如きも，夫等の詑録も明治以後僅に淺れるのみである．且其金鑛業す

　　ら精細なる浩革を知る能はざる旧情にありて，小輩に最近に至り瞬謂∫‘田金。採掘を開始されし以

　　來，梢々科面的に紐織を備ふる傾向を見，面聞を一新したのである．慨革新時期は本道にありては・

　　明治の未期であって，本道の交化褒準に比して金鑛業は可成古くよ夢始められ允る如きも，其原始

　　時代の永離亙りしは莚だ毯出陣つた・而ヒでて近時著しき低心立の武石を腱翠ざるを得ぬ機蓮
　　　　　　ドがの　　　　　　　　　　　　へ

　　両論し，金鑛業は愈肉維逆上困難D度をL加＼冴⑭，晶々合理的の操作め必要に邉られるに至ったの

　　で滴る．

　　　今北海道に於ける金扇業を顧る蒔，共嚢達の時期を二武代に大別し点る．財ち

　　　（1＞‘を砂金，，探取時代と（II）‘‘鈎金，，採掘時代とに分けられる．

　　（1）（・‘砂金，，採取時1代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　建久2年，皇紀18δ1年（藤暦1；91年）築前の人某渡島國上磯郡知内川上流にて一大金塊を得て

　之を荒木大學に獄・御

　　　　泓2年・皇細865年（醐12（｝「）年〉甲鞘荒木燦麟倉幕府の懸魚調二夫脚人
　。、．．tと兵wa　1000人の遽征探三三を維織して毛無屠に：盤を築き・，武装レて13年閥に亘り砂金を採取す・・

　然るにアイヌとの争闘に敗れて事業は中止さる．蓋しアイ罫は當暗或は典以前より砂金を採取し居

　　りて矛曙の隙痴話せしもの蜘く想は締・

　　　厳13年・皇纏268年（酪糞60岬沖幕府は畝糠安をして知内の金を撒せゆん

　　とせるも，時の蝦夷領主松前慶廣は地盤にして五穀生ぜざれば鑛夫を養ふ能はすと辮して敬三三邊

　　し搬総のみ離つた　　　　㌧㌦、、．　♂　，
　　　元和3年，皇紀2277年（酒蕎1617年）渡島國大澤村に金由を獲見し之を松前金晦と稔せりと云

。ふ之三三査の練よ回れば誰騰と花㈱傭にして沽紺金三跡を靴て槻さる

　　ふ馬亨由金，；の採掘不可能地域なれば，恐らく砂金採取場として梢纏動セる個所を見出せるならむ．

野鰍噸岬騨脈騨御糊進騨騨f騨噸騨



　．8．　　　．　　　　　・　　．　爾　密　忠　男

　　　元卸6年，皇紀2280年（西暦1620年）松前公界は砂金100、爾を幕騰に献じ1同年將軍秀忠より

　松前範内の金山を盤く賜る．

　　　寛永14－15年交，松前地：方の砂金採取纂業股盛を極めたるも何日しか籔絶せり．興間藩主は採

　鑛夫ホリ冥加金として採取金の1／30を微：枚し，諸物便皆砂金量目を以て呼樗せらる・’

　　　元藤の頃迄乳西部ハ求質（天目國屑幌）の砂金産出ぜるも之亦程なく衰退せりと簿へらる、も詳

　細は不明である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
　　　寛永8年，皇紀2291年（西簿1631年）西部アカN・ミ（渡島國松前郡赤剃りより銀を産嵐せるも

　利潤なくして其業自ら籔絶せりと．是蓋し現在の赤神鱗山の前身にして：方針聯詩の銀と認められる）．

　　　寛永10年，皇紀2293年（西替1633年）日高國沙流郡佐留へ金掘を遣はし志符舎利金幽を開嚢

’し洞1時日高國櫓脚測及び殿糊t脚ρ町触掘すと・蒔の地方鰍翻繊
の齢地脚絆基懲古蠕及び欄外地域に馳・河川並び購岸の第騨腰弱難戦に砂

　・金を産する．　　　　　　　　・　　　、　一　　　　　、

　　　軍永1辮皇紀2295年（酪1635午）・ラ勅（1嚇國＋勝郡）に金罐ずと・’e

　　　舞欄皇紀23字1鯉年（西暦1661－1671年）アブカサンペ（日高購内川の上二部

　を探吊し毅賑を極むと；現在其蕾跡存するも太なものでない．r

　　　寛文6年皇紀2326年顧暦1666年）頃天舗苫前職築膨妨に砂金を産←洪他束蝦鄭

　てウンベツ，ユウバリ，シコツ等＝場所にても藪十里に亘る廣的なる地域を稼晒せりと．

　　　〔寛政11年，．、皇紀2459年（西暦1799年）シラヌカ（釧路國釧路郡）にて石炭口業開始する〕．

　　　丈僻賜皇紀2464－2467年（酪1804－1807年）石井轍高輸台太冬高麗鵬後志騨

　棚郡利別川附近を切り開き・砂金600爾を幕府に献ずと・此地方は今樹砂金淺蔑するを認められ・．

　現在三菱網針株式會枇の採金を計越せるも資材關係其他により中止した．

　　　　　　　　　　　　ノ
　　　弘化3年，皇紀2506年（西暦1846年）JII汲金山磯見．

　　　〔終年は各所に硫黄，銀，銅等悪魔の獲見，若しぐは砂型製錬事業の開始を見る〕．

　　　　　　　　　　　　　　　び
　　　安政4年，皇紀2516年（西暦18q6年！謄振馬糧越言過縫金型（砂金）を石玉仁吉獲見，佐渡よ

　り金工躍り洗濁し，一…H探取8分乃至1匁なりしが幾何もなく中止した．

　　　文久元年，皇紀2521年（西暦1861年）此年ナ也質鑛山導士米人プレ幽キ及びパンペリ…の学人は

鵜即せ脇即廠鋤を謙し磁金山，醗金山（欺擁撒地戴冠鋤，鹸
　部鈴山，古武弁砂鐵，茅沼表山ジ由越製油霞等を踏査して，始めて営倉部に於いて火藥を用ひ岩石

　腰輿法と1川州及び屈縫に於いて水銀を以て金銀分牧法を傳ふ

　　　〔其後硫黄，石炭画業愈々磯蓮し，典闇枝幸地方の砂金採取毅賑を極め，今も省ほ僅に縫撰し居

　るも蓼i邊の傾向にある）．一　　　　　　　　　　　　　・　　　　・へ

　　（ll＞‘‘山金ls採掘時代　　　　　　。

　　　明活29鯖畠紀2556年（酪1S96年）艦國錦郡赤井ll附・鱗由の雛獲見され，同31年
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より血道椥株式鮒之醐獲縣を痴夢洞36沁沁錬轍置され・ひ鉢面諭の本
格的“山金・探囎礫の騨を見たのttbる・而して同前9晶晶業株式鰍の晶晶愈愈盛

今日に至る，

　　大瀬鱗論意鋤嘲飾まり・乳杣藩邸依り撒と噸聯轡一山へ艦
阿9年8月貧鑛滋雨の目的を以て1ケ月300晒の青化製錬揚設置，局12年株式働辻1邸心懸艦夙の所

’有となり，二品6年油島浮瀞選鑛法を實施する．同8年佳壷振静狩金曜株弐會就に移りて急遽に盛

大になる．：叉大正δ年には後㌫國余市鑛山の採鑛購業陶始せらる．

　　弐三年9聯購鴇之舞騨の4繊並び暇鮪手回れ，柳峰ρ金1ゆ獲足観る・
之より嚢最初此地方め由林業者等の見晴よ嚢休息所允りし山骨露二部が大正4年秋に一大鑛脈の露

頭允るを識り，飯田嘉吉外1名の試掘二二となり，翌年1月更に極めて有望鑛脈を磯兇し，感温世、

評に」過に至る・而して鵬三二許可，6年2服刻轍の有と勧舗を吸びたるものである・

　　大正12年北見國沼ノ上鑛山の惑乱栖原角兵衛氏に依り始まり，昭和3年10月三菱丸瓦株式脅

勉買牧今日に至れるが，最初の密命は大正6年頃～＝傳へらる，叉ブ証12年11月には北見國北ノ王鑛

山の傘，銀鑛の探鱒業開始を見・同年12肱原晶晶株式鰍にて貴王地山と温して総・13年

12月水野伊三部疑に探鑛契約をなさしめ，北ノ王鑛山と改稻，昭和6年12月初めて棍兼法により金、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．”’K．
製棟を開始せ為が・7年胡乱蕉至泥式蕾繊錬に墾更，北ノ王金麟臨急組合の有となり・更に素謡

塵金興業礼式山鼠に移る．之より魚島地域は昔時砂金探取地として股賑を極め計る集ありしる（現

に砂金澤の地名聯）・大・M6年5月和田政舐一部の試掘鞭得洞年7融・隊男馳の一部に

鑛沫を素見，翌7年11月北ノ王金山隊式會社に食供移弊，北ノ王氏経1と稔し，向8年1月水銀鱗を

雨露ら繊蝉を目的として嶽1り隙置輪も鱗嚇關し妨ざり蝿数輔繰前
罷三年11一月金，銀鑛の採掘を主とし來つた．

　　大指13年2騰妖鰍珊繍1⊥i初めて出品鱗鰍の一部は大疋6鞭1旬地磁の農夫之

を嚢座し，札幌の某琉試掘礎を得，爾來模利念々して11年齋藤ヤm外1名共同にて採掘棲を許可さ：

れ，12年夏探鑛開始して前記13年2月出鑛，14年齋藤ヤエの專有となりて15年三井鑛山殊式愈融、

により質牧，昭和2年改めて島田，7年11月全動力を電化して9年2月製鯨場鹿威と同時に晶晶製

錬の繍醜僕鵬観妙である・一 @．．　　’
　　大正14年8用睨幽賦威鑛ttiの探鑛着手あり，向地方は明治31年頃盛に砂金の玉取行はれ，

鑛脈の探i査も亦屡々實施せられたるも，稼行ナるに至らすして大正14年1月に藤田鑛業株式會忌め

所有となり，前記の如q繊に着手，’爾來垂載三共他の設備をなして盛大に稼行せる魯，昭和3年9’
　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞

月休業・同9月慶業す・共後昭和5年3月須藤仁也斥試掘樫を得・周8年1月大寳蕃彌氏ξ共同脛「

螢となる・叉大聡14年謄振國洞爺三山を久原鑛業旧式會履：實牧稼行し，昭灘3年1月一時休山，日

本三業殊式會灘綴承して同8年g肩再び探鑛採掘開始す．倫大泥14年10月には北見國生田原鑛由’

に始めて繊近くの機械的二繊嘆たる1欄．“卿麟積鑛嘩・・としτ含金豊融る事嬢見する・
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　當山は前蓮北ノ王鋤！1と隣接し同系地質鑛床地帯に屡するを以て大iE　12年9月和田政吉，三澤國彦

期出顛，13年2肺嚇艦得て生iti原釦組合証して探雛瀞しド部は八木二目一三の

・3年三瀬概得たるe“・t・隣11ノ襯合姓噸鑛熱雌蘇繭て難探雛徽唯
前記・原馴麟下床。に二丁望なるを知り，…齢で下部鑛床の獲見二手蘇雛式劔ゆ有とな

　り事業鑛張今日に及ぶ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　戸

　　　大正15年北口國北隆鑛山の久原鑛業丁丁會就に依る丁丁契約域立と同特に進展を見，昭和2年

末全樺利一切を旧離引受けて事業弓張し日本鑛業髭拭創二其譲渡を受け，鰍増産し下る．

　最初大IE　7年頃札幌の瀬川良作三斜石群を獲見せしょり開獲始まれりと傳へらる・3く大IE　15年10

　月には北見國昭和三山の操業を木村久太郎氏着手．昭和6年9月日吉李吉氏の有となり，乏いで株

式門門三組三二今日に及ぶ・　　　　　・　　　　』　　　　　　．…

　　，昭和y2年春北見國常呂丁目は藤田組下員鳥居秀幹氏の三石三見よ’り忽ち進展して株式會砒藤田

　組の維螢とな抄，喪鑛を産学る重要鑛山として著名となる．

　　　昭和5年媛志國大金鑛由より僅かなれど出鑛を兇るに至る．営由は大正の初年蔭山趨太郎氏獲

　引して後淵上林太郎氏と共同の下に小規模なる三下を行ぴ居たるが，前記の如く昭和5年僅なるも

’μ回し干るに及び・7．年3月日本鑛業株式會就下に茄はの，円いで三物11割全く三三履：の有となる・

　　　昭和6年謄振國禮文鑛山探鑛探鑛閉始．最初大肥ユ4年10月三下吉次郎琉始めて二丁樫を得て

　昭和2年畑某閥抗に始まり，礎利1博々として昭和6年豊田義明回外i名の有となり，後識狩鑛山と

　併合稼行され今日に及ぶ．。叉昭和6年北見三佐1嘉闇鑛由の開設あり，日本二業殊式會二丁馨して一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸
　時重要覧由たりしも其後休業す．

　　　昭和7年5月石狩二手二丁由の三下開始．婆毒昔明治26年手晒村農民鳥谷部禰李三巴業樫を得て

一二鑛を始め，大正5年9月石1順治氏之を譲受け初めて手1ゼ鑛山と繕す．翌6年10月迄專ら探鑛に

御し黄金澤方敵於いて鰍240尺，二二5尺，竪坑30尺三巴るも’罷職果を得札て休止’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
　し，其後竹野丁々して川嶋幸輔，吉野榮藏氏等。手を維て昭和3年10月廣瀬省三郎三聖ト3名の有と

　なり，二三探鑛に專念して本邦に珍らしきテル・金鋤渡の存在を識夢忽ち著名となる．而して前記・

　の如く7年5月本格的出門となり專ら小坂鑛山に鑛行を途致し居たが，三塁三業樗試會砒と探鑛契

　約成立，後同産全罹i利の譲渡を受け，製錬場の建設共他大規膜の設備完成今日に至る．昨17年度に

　於v・ては銅産の篤三三を受け調孫三三としても菊望である．即！断三年6脈は石弓國徳星鍍山

　　　　　　　　　　　　　　ぞ　の阿部徳藏氏よ賄本三業株式會就に回する難承あゆて製錬場の完威事業磯回を來して居る．二等

　三二瀧ノ上三山も昭和7年7月条三差之二三2名試掘罐を得て：事業に着手し，其後礎利轄タして8

年3El北海興業株式劒の有となり，探掘に1轍説いで琳産金振難式會雌凱て今日に及

　ぶ．．更に曜和7年9月には大1ε14年三石獲見以來探籏して一時有蟄鑛ik　fe　ipし北兇國武華鑛由も，

　　　　　　　　　　　　　　れ　昭和4年8月より休山申のところ岩崎三業會舜によって譲り受け，相當の臨鑛を見るに至る．當山

は其後肱鰍の有とな嬬之舞鑛業月ゆ如として同所に繊しつ噛る．
　　　　　　　、

喝



　　　　　　　　　　　　　　　講灘金繍の料地懸醐究（1）．　　　、　1i

　　　昭和9遜綿月北購溜嚢二三【ゆ事業藩手・二瀬敷二三名の騨働探鑛されだるも判然

焔鋤rの確㈱る撚ざりしが三和8年iO麟漁る鶴鋤勲獄醐恭助氏醐脈の一一as

嬢見し，勧て例腰臨小島二郎三品紙等織二二の籔の存在瑠められ・藤己
　9年2月自石久治回外3名鑛業灌考，小木曾悦郎氏所長として事業着目し，其後東邦採鑛株式會1証．

の経義に移砂今耳に及ぶ・　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　以上b姐藁縄醗縣は騰に於t・て諭せるもの多く“砂金課取藤μ來“山金調

　嚢の滑革新しきと共に鑛謄の殆んど全部も後段の通り黒めて若き薪第三紀時代の淺熱水性裂二二翼

鍍脈施る．季而しで爆鴨1顯誌面によ魚探鑛の馳を甚だし槻されあれば今欝蕨擁紅

　亦垂直的にも極めて帝展：性に窟む．就中下部に於いて三共他硫化鑛物の櫓薩を期待さるNものあろ

　は熔に注目に値する．

　　　　　　　”　　　　　．第二章　北海道産“金鑛石，，と地理的關係

　　　凡そ地瑚的訴件の鑛業に同寸する影響の木なるものあるは今更多言を要すまい。則ち採掘して直：

　に使用し隔る層淡にしても需要地に近接し居れば粗悪なる藩贋なりとも立派に役立だしむる場合が

　ある．、併し若し地理的條件に悪まれざれば假に心乱優良旋にして厚贋なればとて必ずしも有利に稼

　議し得ぬ事もあらう．況んや金鑛の如く濡濡後幾多手数を経るにあらざれば其二値を褒減し得ぬ種

に妙では温品軸｛鰭霞E論証にある・購製蜘魏有する鑛漸にありては左程煽惑せざ

　るべきも，然らざる小鱗出に於いては結局金鑛石の晶質そのものが相當優良ならざれば稼行に値ぴ

　せざる事となる・殊に本四にありては塩山共他氣攣關係の影響も著しく，此地理的條件に支配せら

　る蝿‡項を金鑛行に封して考慮せねばならぬ・則ち他地域と殊に異る黙は先づ探鑛に方りて氣象と

．，油田不良，採鑛後に於いてi氣象と三品とに不利を招きつ忍診る．

　　　共他本四が中央を離る玉事遠き爲　人1酬刎勺贅材等に有利ならすして総てに不便なるも亦聞接

　【約に金鑛行の債値に些少と難ども響き居るべし．叉暖房の爲の費用，二業員等の能率など寒地共通

　の三品弩ありて之等は講く引いて鑛石弓當り二心に二二を及ぼす♂

“’

@　要するに：本道に於ける小規模金鑛山程，此地理的驕係の影響甚だしき傾向にある如くである．

轟1弓形上本遡幼年期よ躬li＝年期の融ありて地勢高峻のナ也多く，鑛山の開獲亦大部分話しぎ爲と

山鼠床の塒鞭ぬ離置にあれば未だ排水晶晶畳ゆる例に乱きは聯癌隔て居る・併し乍

　ら既に排水容易ならざる故を以て三山の止むな費に至れる金由山，’：＝を三二る．

　　　　　　　　　　　　　　第三章　譲：梅道産“金三石”と地質曲關係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　縄P地難件は金鮪に離れだ鱗のがある・即ち共轍儲或は蓮鱗たる熾岩の彊入，

　三三豊富にして随虞に金鑛床の胚胎を見，共鑛石亦優秀なるが往々鼠存する．

　　　先づk－ga’一の灘髄灘砧鋸に花掻三三の深造糊しぐは古期火成岩の賜によりて北見

ナ肪旧融樋徹ぴ泌亀綿の一部鈴三三徽さ細居るが之は極ね大騒で恥H下
　稼行ゆにして僅かなれど出鑛しつXあるは北見の瀧ノ上鍍幽のみにて，箪に探鑛中底るは後志の震　．

　　k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　th



　　’12　・　　　’　：い編＼』鑑圏P・馬男’　　　　　、

　　榮鑛lllあるも，．他は七三由駿山して一搬に賑はぬ傾向が見受けられる．　　　　　　de

　　　　申生騰は石狩下原以東にのみ獲達し，古生贋と確實に匿別困難なる部分あるも，概ね古生贋纏

　、帯の夫と相似て不振の厭態である．三等朝鮮：方面と大いに異るところである．

　　　　　　　　　ぼ
泌　　　近世代第三紀贋三三第三紀贋地域には初生鑛床として金鑛石の薩地絶無にして．．薪第三紀贋地

　　域には至るところ同鑛床畿見せられ夷本道に摩けみ金三石の殆んど三部は此地域の産物である．實、

　　三三の鱗物蘭ね鱗三下或眈狽肪畑粒母羅する郷であって輔の蠣峰
　　件と金鑛石とは大なる關係を有し，著い（特徴がある・此薪第三紀厨な黒色乃至三色頁岩，三色乃

　　至黄白色塾友岩を主とし，営門，礫岩若しくは之等の混交せる岩質にして，或は野晒を成し，或は

　　薄贋の互贋を成す場合もあり，叉集塊岩の磯平する個所もある．而して梢乱曲作用著しき地域，、殊

　　に揉めたる地域に於いて多く細図を稜見さるXも，亦可成り卒億なbし匝域にも鑛床が見られる．

　　　　當新第三紀時代生成の金鍍床の運鑛岩と看微さる瓦火脚將は石英粗面岩と安飛虫の二種にして

　　玄武岩共他は同鑛床域因と何等關聯なく，東北：方面と相似允るものがある．且石英粗面岩にも安山

　　岩にも金鑛床と因果醐係あると全襲爵事なきとあり，夫等に就いての研究は學術上興味あるのみな，

　　らす，探座上重要問題てある，即ち爾岩共各種各檬副審異るありて一様に論じ難きも，’大艦次の通

　’則事項は認められる．　　　　　・　　、

　　一即ち金鑛床に關銘する北海道に於ける石英粗面岩は其性質，産二等各種各論を網羅して造岩鑛

　　物の粒欲大小，流繍｛ノ1或は顯晶質たると隠微晶質たるとを間はすヌ柱欣節理板駄節甥！獲達せる苓え

　　姉妹岩として同源さる．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　’　．

　　　　然るに安山岩にありては特定の種のみ金鑛床に關芳し，．其殆んど皆プ旗ピライト化を受けて居

　　る安嶋である・之醐曝しく泓せる野畑形蘇鞭る鰍び轡承継i一くは灘鯉瑠

　　めらる玉岩脈は少くとも金側床には關係なく，同鑛四生域後の灘獲と赤綿し得るは注目に値する．

　　　　絶叫に就いてな本文に於いて主題として取扱ふものにあらざるも北海道の金甲石研究上，後述

　　各論中夫々鑛床に關係せる岩石設明に際し，例刑するところあるべし．

　　　　　　　　　　　　ビ第障糖議“鎌石・と雛響係

　　　　北海髄燈三州購繭關係に施て三二回す逼ものを殆んど認め難きも，甑標

　　本として極めて興味深きを獲見し丁居る．今本道にありて笥も金を産じ或は産すべき総てを一鷹鑛

　　床種別に列回すれば次の如くである．

　　　　（1）二丁充‡眞鑛床型

　　　　（2）鑛染鑛床型　．

　　　■、．（3）　　軍糸屯交代鑛肩ミ型

　　　　（4垣酸性岩中火成鑛三型、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
　　　　（5）基性岩中火成鑛床型



　　　　　　　　　　o．撫瀞錨石の鯛簸輸磯（1＞一tt　　　菰

　　⑥　機械的沈積鑛床型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚥
　　（7）機械的二二鑛二型

　　（8）　イヒ墨白軍二iEζ酒糟型

以上8種別を網罹すと難ども，内（41は稀有の標本的存在にして，（5）は必ず賦存すべきであるが，　e

下野を掴み得ぬ種である・叉（6）は1り醐“砂金・なるが故に讃際た躍騰道産“鋤石・とし磁

に取扱はんとする鑛床種別は結局（1），層（2），（3），（7）及び商の5種濁である、潤して本道以外往々見ら

るる攣質交代鑛床は金鑛床に限らす未だ本道には全く獲見せられて居らぬ．罰金響町としては現在

ありそ号ぬと僑ぜられ〃｝る化導中州搾積鑛床は本道に：も見繊苓れ；なV・。

　（ユ）吊裂三階墳鑛轡型　　tt　　　　　　　　　　　　　．　　　　・

　　之を本道にありて次の二型に分つを便とする，

　　（イ）藻熱水性裂舞野洲鑛凹型

　　（ロ）淺熱水性裂鯨充填鑛床型

　　之等は東部北海道にも西部北海道にも夫々；獲達し，後者は三三に比し産金量に於いて極めて優

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　ヒ
秀なるのみならす，全道の代表的重要僚澱二型むる型種である・爾者に就いては地質的弓係にあ夢

ゼも野冊産歌，鑛石下歌等にありてる既に一般に知られ居る通りであって特に本道だ静物りて言ふべ

き侮糠も認めな励㍉夫々門門のみ概言価すれば次の如くである・　　　ド

　　（イ）深熱水性響町充境野末学

　　所謂‘：‘老門脈，とも呼ばれる（則に封してi！i期に生域した型種である．共慶歌は本道にありて

は主として花崩岩乃至閃緑岩或は町回より誘導せられたる火域岩を運鑛岩とし，其上位若しくは周

趣擁せ砧期繊岩傳嚇黒色櫛醐の騨の麟にレン潮ノ域は之噸する瀦静し
』て轄し野望鰍常なく・脚麹方離も三三三郎燵継乏しく拶ヒ三道に靭て・
は殊に顯著である．而して走向方位及び傾斜角度全く不定である．往汝贋理を切噺せる所謂“正規

鑛脈”の形欣を示せると・花崩尉自鰹に町勢充墳せるも肇見せられ・i多少の蓮緬性を期待さるNも・

蒲質ほ何れも優秀でない．當四種に産する空石は超酸性解して一嘗共通の性歌を呈し，諏眉として

は殆んど割興である．喚礒四白醒緻囎にして撒に凹く，概煽1陵示さ札て，

聯織あると鵬腿黒・でなく口引繰る糠騨也不鋤較ゆるのみ漏舗に硫化雛
物観ヒ，黄門硫醐鰍臨に磁耐1膿観る・含金は之繍化物の集縞榔に多く机悪tt

白色純石英部には極めて乏しく之等を全部三石として取扱ふ場合，著しく低品位である．顧金粒は

（ロ）に比し細微でない．’ 竄ﾍ含金彙に封して激倍を田ですして概して僅量なる銀等共他本道外既型

種：の鑛石に特に異るとごろを認めない．

　　本道にありては殊に所謂“砂金”の根源を戯す型種として注目に：値し，現在叉は往古“砂金，，

探取地の上流地域に之を試掘叢しくは採掘せる蕾抗を見る．

　　　目下灘種稼行中の鑛山は瀧ノー職縫誘（北毘園）あ吊るのみ・



　　　　　ホ
　　翼　・　　　　　　、　’『　頑　　廃　忠　勢　　　　贈

　　　　（の感熱水性義心充填鑛床型　　　　　　　　　　　　　　＿
，　欄・蠣瓢，にして触にみりては全部帰艦紀時代に上ヒ繊・勺膿近く生凝る（イ）に凱

　　て薪期臨床型である・総て石英粗面岩乃董安山岩類に開係し，新第三紀の頁岩・凝次岩・角礫岩及、

　　ぴ石英粗面岩類乃釜安山岩類稀に砂岩，心寄糧砂尉を鳳岩とし，局部的に露払代（？）硅岩或は中生

　　代（？）輝緑凝次岩胸τ此面墾歴の一部の獲達せるを見る．’

　　　　誌面の謡曲は走向方面にも傾斜方面にも概ね蓮蛮性あるも，往々断縷常なきあり，膨縮甚だし

　　嚢がある．澄尚は東西に走るもの最も多く，傾斜は大鰹．0度1融外，放く稀に15－25度の箇所もあ

　　る・而して締血統凝磯脈’（鵬・噺騰。扱磯牲厳之麟戯は鵜鍛離断

　　眉r（走向厨暦）の嚢蓮軽しきは注目に値する．かXる練緯は熟睡性も鑛況も概して擾秀にして屡汝大

　　毒気を形即する．聞酒脈を制海が切りて交叉せる場合：叉は緻鑛脈の交叉難に必ず富鑛部を見る事殆

　　んど例外なく，飯謂“落合直り，，を全野認めざるは僅に一箇所獲見せられたるのみ．一般に墾行鑛

　　脈多く，飾薩異にせる系続の幾多鑛冠卿互に相交叉せる金地朧本泳3瓢し得ざるも僅に其

e　傾向は窺はれ殊に同心放封配列（手樽鑛山／並びに小規模な叡．ど馬脳∫こ鑛脈（轟鋤1｛野営纐0一部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　の存在は覧回するに値すべし．　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　蜘庭回撫の關二野傾瀞㌻1に湿る籔が最繊鞭れ；ブ・…’・イト下知榊のも

　　の之に亜ぎ，硅化角礫岩のもの亦不良でなV・．概ね本道に於ける石英粒酉岩中の鑛脈は細脈に分散

　　～し，鑛染欺態に攣じ易く，普通融岩及び輝線凝荻岩申に於いては四囲極めて貧弱にして急激醸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨセ　　　お　そ
　　へ或は散華し且方解石脈に化し℃金々含金せぬ場合が屡々見られる担し壁床生野前既に硅化せら

　　れ居れる場合若しくは他の岩盤を異にせる場合は例外である．本道に早く嚢達せるプロピライト化

　　ぜざる安山岩（火μ1形を保持せるもの，握1歌若しくは謎歌等節理を醒するもの等〉玄武岩類，などは
塒　　　．

　　此母岩として獲見せられたる急なく，本道に於ける金鑛鯛麺蹴ヒ大いに注目す尺きである．

　　　　當型種の鑛石は本論蜀特の性欺として瑚に灘ぐべき鮎を認め難きも，概ね含金に愉し含銀頗る

　　高く屡々後者は前歯の200倍以上に達する・殆んど家部二流糊／こ雛造を呈し漸謂“銀黒・を見るが

　　往々雪白色無縞の葉面石英の部分若しくは角礫構造を呈する部分もある．叉採掘前既に自撚破砕歌

　　態にありて小堺片乃至粉釈の鑛石も展々見られる．更に縞歌構造なく一様に角様淡荻色玉随質め高

　　熱ならざる生山を示せる全々・含信せぬ部分もある．此部分は縞歌構造鑛脚｛1に後｝戎裟嫁を或は之と

　　輸騨は之を斜瑚って越せる漁る・

　　　　油鼠普通の含金石難鞭油石に面識謝しだのであるがド本道には之澱盤魚油英

　　器々脈を注意せねばならぬ暖雨は普通含金石英鑛脈獲藩の先駆を域しそ新第三紀謄を貫き風化作用

　　耽抗して常に由頂高く突1じとして聾へ彪大なる露頭の如き観を呈する．殆んど直立し上部は幅10米

・酪なるも獅は鰯に細’しτ走ma長閑灘なく・騨嫉緬ある・欝卿r共礒糊
　　脈内に後域回るせる不緯則なる裂舞を充填せる含金細鑛脈を俘ふも南る　力抵る場合此潤部分を槍
　　　　　　　　、紳



　　　　　　　　　　　　　　　　　撫掛金鑛石の詩神聾柳院（り　　　　　　・15

　　して該尉脈発艘を鑛脈と從來看倣せるが，能く入念に吟味すべ窒である．二等石英岩浸賑は現往迄

　　東部北海道にのみ獲見され，床だ乱心北海道には1己出さL“るは油目に値する．該尉賑の講英は普遡

　　含金石英脈の夫よ9多少高熱生成ならむも，外観大差なく，花崩岩等深義岩に伴ほる、優由；岩若し

　　　くは二二水性翁莫鱗脈の夫と粂く異る．　　　　・　　　　　　　　　「　　　　冥

　　　　（ロ）の瓦石は（イ）に比して硫化鑛物多種多量にして，黄鐵鑛，輝銀漏，駒鋼鑛，辰砂の外窪々

　　黄銅鑛を交へ，此場合特に含金山高きを常とする．金はテルル金銀鑛として話するあり，画然テル

　　ル，輝安鑛鶏冠二二砒誰繊，ルソン減等を俘ひ，石英の外，錘晶晶を多く見る事があみ．叉満

　　混晶を湿じ，方解石に富める鑛石もある．三等i三石に擁しては本文の主題なるが故に後遮各論及び

　　本論に於いて特に三二すべし．「　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　當三種の鑛署は屠下試掘或ほ採ま話中の鑛i！iに頗る多く，本道の金高山の二二を」11めて居る，常

　　呂鑛1耳／北見國），留謹蘂1掬II祠左），武華言由（同左），昭和鑛由（二二｝，生lff…源品目1（証左），北ノ

　　王鑛由F（同点），矢矧鑛山（同左），隆尾三山祠左），鴻之舞9k　lii祠左1，沼ノ上鑛山（同左1，書賜鑛

　　山鰍）；雄武鵜【い同左＼9ヒ畠山（同左～歌肇鑛lk伺左三井瑚繍・・（天盤國鵬星鑛

　　由山狩脚，手lll鑛山（岡左），光龍鑛lil（騰振國、，恵庭蜘i罫同論），千二品」』嗣左、，千徳鑛山岡

　　左）・小鉾岸鑛街q｝可左）・禮文完配嗣熱i顕狩鑛由岡ノ1三）・摺鑛山（後志國｝・大金鑛III（同左）・大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　榮鑛i！i㈹左），一大盛鋤ii（渡島瞳D以上28晶出を数ふ・　　　　、

　♂　（．o）鑛染鑛床型　　　　　　　’」　　　’　　・　　　、　　、　・　　　　Ub

　　　　木道に於け為全の縞染鑛三型は他の鑛1衆に三二する審生的存在であって，混晶二型が軍記に稼

　　行に値するものはないそ点て二業感要とは雷ひ得ないが」Eに棲耀の撫燗ゆ蹴槻られli

　　勧期ぢ藏にありて細脈の淺禦財雌麹統贋鋤隷舅・駈部に至りて該細脈齢鞭徴鏡ド蝦細網

　　1伏脈と欺り途に純然回る気上歌態を二七し，、更に共奥位に於いて霞三二高作川を受け機械的二心鑛

・　床たる所謂“卿麟1瀬点床。を現出せる地輩享がある∴下部細脈を壌山山を以て最上部二次鑛斥を露

　　天掘にて採掘し点れるが，後者の鑛塊及び土穿は憎瀞露天化作用に因る二次融化を湘へ海る元來の

　　鰍麟床ηブ榔臓行しつ・画秘のである寝溜漸第三紀淡手肥雌｝・石英脚岩質淡黄色凝．

　　次岩及銅角礫認証襟垢封岬期醐にして・全纐めて多子L蜘鰯である・殊醸旗

　　接する帯ありて顯著短し℃自然ti／lイi轍に堆積せる土塊を呈する．厭眉として石英を｛鞍こ見るも方解．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　ゆ
　　石の溶解し鍵されし痕跡1一三掩る部分が認められる．金三物は傘の外微粒二三鑛を多i建に視じ，往

　．娠砂，輝銀漏絞ゆるも，i分析の纈綴の存在は比較tsSpくなW此黙淺鮒碓裂趣銃i訟訴よ

　　／tり移化せる型糧として研究を要すべきである．而して母岩の性質，産状等より新第三紀訊ll｝1生成の

ρ　夫に回し，本道初残念鑛庫中責乏後の産物と看倒すべき誰左がある弩三等に就いては各論及び本論に

　　於V、て詳論するところあるべし．’

　　　　當型種に購聯稼行中の鑛thl　tk次の3に分feれ居れども，同轡鑛床地域を分割撚撫一つ購縫

　　以て切に統制を期待さるトのである・



　　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　飛嘉　　　　犠　　』，，t．X　　　男

　　　　昭和鋤年（北見國），生田原下山（同左），北ノ王鑛由（同仁）等東部北1目溢の一局部に眼らる．

　　　（3）輩下交代鑛二型

　　　　本道に於ける軍純交代鑛床下にして金を主要国的物として稼行のものは墨く所謂“黒鑛々床”

　　二二少繰下である・馳第講己融岩勲・四則なる塊ナ伏罰して賦存し凋緑飛留粘土

　　を伴び，皆石英粗晒岩類に開門するもの瓦如くである．鑛石は極めて脆弱にして籾鑛になり易く，

・　外観噌蒸色土状比重大である．方針鑛，閃亜鉛鑛及び僅量の黄垂鋤凌と重晶石，石膏（二次鍍物）の漉

　　鑛にして皆結晶形を有すれども即く細粒歌を呈する．此滉鑛rl』に傘，銀を二野し・t其昂位低からざ

　　るものあれど，化學的以聾三等を選出する事殆んど不可能にして，殊に金粒の産瓶乃至性瓶を槍討

　　する事甚だ園難である．　　　　　．　　　　一　　’　　　　　　　　　　　「　・

　　　　當二種に鵬する國富鑛凶（後志國）等あれども金を主要目的として稼行申の三山は次の如く西部

　　北海道にのみ見られる．　　’　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　ぢ
一　　洞爺鷺山（婚振國），大門二野（後志國）．　　　　　　　　　　　　　　　　　歴

　　　（4）酸性岩中火域鑛床型　　　　　　　　　　　『　　　　　　，

　　　c本道に於V・て此型種に即する稼行中の金町山は馬下皆無であって，而も將二子金上大なる期待

　　を掛け得ない。然れども，學術的に極うて興野ある標本を採取せるを以て，當型種の証に確實に存

　　在す擁認妹綴滋に之齢1ふる聯である・該榊探取捨は古生層「陛入せる花野櫛

　　にしτ・同岩内に嚢達せる牛丁寧野々脹に肉眼的に明瞭に見得る金粒、径0・8粍の不完金八面艦結

　　晶）と輝水鉛鱗く径2粍前後の片鱗歌結晶）数片と相近接集合し，共生歌態を呈して居るのである．

　　牛三崩岩は斜長石を僅に混ずる微粒の雀長石（径1粍前後）と石英雛（同左）と之亦共生的に：互に霞

稗示噛ざ蹴態に効て・期に騨て蝿の醸母曝腋麟す研，駄繍三三’
　　を見るのみ。

　　、標本採取箇所は後志國久遽郡久遠村海岸．

　　h（5）灘膿申火域門口型　　　　　　．　　・　　　　　　　　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　當二種の金籏捧は本道に於いて砂白金（主としてイリドスミン）と共に共約1／孟0程度の害捨に

　　常置引す俘はるL砂金の根源を想定したるに過ぎざれば，實際上の問題としては採るに足らぬ声，

　　叉之を金々認め得すとなじ難V・・如何となれはイリドスミン粒を疋に含有せる蛇紋岩を稀に嚢臥し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　　同岩が之等二野の根源疫るは否み得ぬ故，現在迄含金野性火域岩を冤出さfるとするも，共存在は

　　想定し得べきと筆者は鱈する者である．イリドス，ミン含有蛇紋滞は共産業上の償値は極めて乏しき

　　も畢術上巴だ貴重なる標本なれば之を含金槍討の爲の資料に供し得ぬ事情にある．3ζ之を確むる爲，

　　時日と努力と維費を期ゆるは本文の主旨にあらざるを以て敢えて想定のみに止むる事とする．

　　　（6）機械的沈積鑛床茎型

　　　　縄に於げる朧“砂金・の花確噸に本道の鑛難騨上のみならす凡ゆ敬化・麟膿・

　　の端緒を拓きたる重要なる意義を有すると共に我國経濟に封しては極めて大なる役割を演じ來つた
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のである．然るに今や共採取は日に衰退の一途を辿りつXあるが，三下の惰勢に於V・て三型種に就

’き楡討をなすは共努力の既に｛質値甚だ乏しく，且實際周題として三等必要なきを識らしめらるXの／tt

である．然るが故に：本文中には之を笈に：謂ふ、‘‘金鑛石，，より除けるが，此型種の分布は三道に厩回

訓亘勢，却綾戯囎って採金せる跡薩存せ姪鐘鵬少からざるも，嫌購めて騨

に之を一鍍隊型として繊設するに止む．一

　　三論され居たる‘回議は現代の河床並び壁に三三駈にして齢し1易き翻及び

海蟄に限られ，高位の海蝕段丘は殆んど顧みざりしが如くである．唯一箇研目下絢稼行申の八十士

砂金山（北見國）は三巴百米の灘藍段齢に賊撒以てし，其三次白勺に淵ミに流下沈積せる砂金

・と併せ採金して居る．曾て往々獲見せられたる砂金：巨塊は近時砂金採取禦業全般的減邊の影響の薦

か著しきものX見回されたるを聞かぬ．

　　之等二二聯の記録瞭に微せられ掲もρ多く滋にか幡鋼磁扱ふは叔の舳に

副はぬ故雀略する事とする．’

　〈7）機械的二次鑛肩ミ型■　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工

臨二三存在膿に鰍繍ミ型糊のi鷹，妙之醐れたるが・蕪に三二i鑛騰旧染
鑛床に移化し託れる上部馳表近く年三V・て自然破陣歌態を呈して，共儘“原地堆積三三，ジとして稼

律られつ・ある。｝・　Pijに燃三三亭糠い三石ottし糧曝籏観三歎翻の附

逓表土に相當鱗團に亘り含金せるごとがある。最前音と最後の表土にありては露天化作用に加ふる

に雨雪の浸透作用に俘はれて金粉の降下と集積とを窺ひ得られ，二次的富化を現出して居りて，局

部的に極めて著しき三所がある．何れも露天掘或は淺き壷癒を以て探回し，全道の産金獺中の幾分

の役割を果しつNあるのであるf之等鑛石に含まるX金上は揮ね比較的極微細ならすして往々辛ゆ

て結晶を不完全乍ら認め得るありて，殊に：土鑛申にあるは金粒槍討上甚だ便である．之箏に就いて

は各論及び本論中に詳述すべし．

　　三型種を目下稼行中の野山は次の如き皆重要三山である．　　　　　　　　　　　’　．…

　　昭和三山（北見閣），生田原三山（同左），北ノ王鑛山（同左），鴻三舞鑛由（同：左），欝狩鑛由（膿

三二）．、

　（8）イヒ墨的二次鱗三型、　　 　　、　　　　　　　へ・’

　　本道に於ける當型種は元來殆んど含金黄鐵鑛のみより成れる淺熱次性裂籐充三三床の露天化作

用を受けて黄鐵鑛は褐鐵鑛と化し，回忌より脈眉として混ぜる石英を僅に交へて含金禍鐵鑛となり

たる二三鑛床である．繭下試掘略完了して探掘計霊中なる長萬部鎌繭（後窓國）乏現在は銑亜鉛及

び硫化鐵採取を即勺とし金，銀egi」ff，物として取扱ひONあ．る無恥蓬由（三三）の曾て探掘し満せ

る上位の紛加髄例であるが揃者は露頭部駒150米前徹於いて物生の含金黄鍬醸し回

り，含金牽は上位に比しそ著しく低下し，源ふるに鑛石の性駄甚だしく異るを以て逡鑛製錬共他虞、

理上大いに考慮をを要すべき欣態となり，計霊に慣重を期し居るものN．如くである．、
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　　灘噸の風下野州照るは長萬部照し1（後志國）のみである．

　　之を要するに本道産金軽石の鑛床型は軍に回書交代鑛紅型を未だ獲見し得ざるのみにして，凡

そ他地方に存在ずる総ての艶種を網羅して居る．漏して城内學壁上甚だ興昧深き種も見購され，將

牽の研究に待つものあれども工業的に最磯濟債回るは（1）の裂蹴鎭三型ρ内（・）淺熱水性

裂籐充填鑛線型たる最も普通の若き石英鑛脈である．實に本道産金鑛石の殆んど全部は此型に厩し，

一大特徴と箪べきである・之に附帯して局細雅（2）の鑛染挿床及び（7）磯豹醐鑛床の爾型種よ．

り産金を見，之亦重要鑛山として嚢降しつりある；叉別に（3）め輩純交代鑛床型たるr‘黒鑛起床，；中

盤銀著し鶴のありτ・恥金銀鍍として灘黙鋸恥のit　：，・三層山携る・雌蹴り採

金事業の主騰をなせるβ）の機械的沈積鑛床痩る“砂金”は現今殆んど其影薄く，枝幸方衝に：僅に其、

飴喘を保てるのみである●

　　以上の如くなれば鼓に專ら槍残せんとする金鷹野は主とし：“C　（1）の裂籐充翼欝欝型である．但し

’金粒の吟味は便宜上（2）の漁期鑛床型及び（7）の機械的ご次床型を取扱ふ事とし，（1）の型種の基本研

究の資料とフ脚る・a．’一一…　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　第＝編　各・　　論　　　・

　　本編に於いて北髄の鍛石歯す磯寿ρ飾喚貌づ糊し三略脚1榔曝徽
主題として産地概況（地理，地質，鑛床），三石性歌，（三石種類，含有鑛物，三石共他，含金歌態，心

構造，母居，姉妹岩）及び採金概略（探鑛，選鑛，製錬其他）等を論述する．而して戴に謂ふ鑛霞は

砂金鯨取地蓼除き，・目下多少に拘らす金を主倒的物として操業中ρものにして，宜金鑛石瞼討の可

能なる箇夙の全部に亘る．故に少くとも現在北海道に産する金鑛石に就嚢語り得る糖てを網羅せる

筈である．

　　　　　　　　　　　　　　　第隅章　本道内金産地の労布

　　北海道に於ける金鑛山の分布を通観するに石子畢原を境どして東，西に2分されて存在せるを

知る・購（1陳部北響胴石産繊と（II酒部北醐鋤煙幕地域と紛ち得る・而して魏域’

にあウて夫々特異性を有するは興味あると共に探鑛共他工業的に注意すべきである．　　　　　t。

　　今北髄に施て現麟辮の冷鑛山”』を甦キ辞別に曝卿融の・f・i〈蹴る・

　α）東部北海道金甲早産地域

　　北見國　（1）’常呂鑛山（藤　　朗　組）　（2）留漫蘂難山（東邦採鑛）

　　　　　　（3）武、華　鍵蓬　山　（佳　　友　オ～こ　尿三二）　　（4）　昭　　5111　鑛　　山　（珪塞　　　萄臼．　組）

　　　　・　（5）生田原岡山（東邦採鑛）　（6）北ノ鋼帯山（三三産金興業）　’　s　・

　　贈　　・（？）矢矧鑛由（赤司秘太郎）．（8）隆尾鑛由（栗林＼徳一）

　　　　　　（9）鴻之舞鑛山（佐友本甦）（’10）沼ノ上鑛山（主菱鑛業）

　　　　　　（11）欝初鑛山他澤憲一）（12）瀧ノ上鑛山（帝國鑛業開獲〉．
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　　　　　　（13）雄武威鑛fll（大箪面諭）（14）北隆鍍山G≡L本鑛業）

　　　　　　（15）歌登鱗申（住家本灘二）　’　．　　・

　　天面面　σ6）ミ三井珊応訴淘（三ヲ｛・鑛ゆ〉　　　　　・

　　de狩醒σ7）徳星鑛薪副本温品）　　　’、　　＿
　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　（II）　一壷韻ヒ海道金融産地域

　　石狩鴎（18）手話志望（三菱三業）

　　謄振國（19）光龍鑛山（藤　照　組）（鋤恵庭鑛山（日本鑛業）　’T　　・

　　　　　　（21）千歳三目！1（千：歳鑛仙）（22）千徳鑛ほ1（申島門宵）

　　　　　　（23）洞爺一山（日本鑛業）（24）小鉾牛鑛由（帝國三業開嚢）

　　　　　　（25面面出山（同　）（36）雨滴鱗申（厨・）
　　後志閣　　（27）　i矯…　　　鑛　　　口f　（田　　r・1，i　甥髪　業）

　　　　　　（28）大金鑛山飼本鑛業）

　　　　　　（29）大盤鑛山（淵上林太郎）

　　減点螂地撫・17鋤酒離砲域に蹴山冷計2恵山徽へ得る・廓内に麟温飯iの

如き東洋屈指の大規模なるもの，。書屑鑛山の如き未だ試掘申僅に田湿せるを試験的に彊如し居るも「・

、ある・三面も即鰍徽し居裸金鋤の旅して・購鋤の奴金を磯物とレて轍

へるは康金量大なるも之を除V・てある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　縦附加嘘鋤のタL盆副産議し諏扱鋸る鋤跡鋤曾て稼行し・聡試楓
して黒に金の存寝を確認され居る勉黙（砂金地も含む）を附記すれば以下の通りである．

　　千島國　北洋福山，千島鑛繊

　　根室醜北富戸融，拠毒鑛山，　　　　　　　　　一　　一

・tt・ @釧路國　日章鑛山r
　　　　　　　　駄　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜，

　　＋勝國曽話方川筋砂金地．　　　　　　・

　　北兇國　大盛愛山，佐輪回鑛山，木蜜鑛山，富士見鑛μ1，榊代鑛山。白瀧餓山，’八十士砂金山，・

　　　　　　上渚潮鑛由，雄武鑛由，二野鑛瞬，枝幸砂金地．
’

　　天醐セタコナイ砂金地，天心瀧ノ澤砂金彫　・　一　　　　　　’等

　　騰狩國　二一絹砂金地，石5守新十民用砂金地，夕張川上流砂金地，豊三三艮1．

　　　1稿國輔油画砂金地三石川上流砂金地・i命脈しll・染邊川筋砂傘地新冠鵬芳砂金旭．

　　　　　　沙流瑠上流砂金地．

　　謄振國　鵡期上流砂金地，大野鑛μ1，長萬部鑛由．

　　後志國余市三山，稲倉石鑛山，然別鍍出，國富鑛由，正榮鍍ai，咳志三山，後志金LI」，利別

　　　　　　用上流砂金地．

　　　渡島國　第一金111鑛r島早川鑛由，勝11醸fti，鑓魑澤鑛邸戸井鋤1i，知酌川上流砂金地，大
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　　　　t
　　　　　　盛鍍山．

　　以上48地瓢ある・下等と前記目下金を乖目酌物として操業巾の鑛山と加へ緯計76｛間所なるが

金の標本的存在地及び共他存在可能地多くあるべきである．．故に之を以て本道金塵地の総てと看徹

旧きも今迄丁丁に知己きる金ee地を全部列観歓第であ新繭・て糖翫一蜘郵産

せざる國なき糖下る・　　，　　・　　　　“t　　t」・
　　回附圖（北海道金産地剛中の記號はTの如き表現である、！　’、，臨

　　　　焚瓢金を主閤的物とせるH－i鑛稼行鑛山（29欄研）

　　　　x・＝　同　　上　　　掛下準備申鑛山　（7個所）

　　　　X＝＝同、上　．休業鑛山（12個所）

　　　’XF金e・lsMeileeざるも醗す岡山（9徽）　　　’

　　　　nc・＝同　上　　休業鑛山（2個所）　1　　　’
　　　　品識現在稼行砂金地　（2個所γ

　　　　轟r往時稼行砂金地（12個所）　　　　・’　．　　圃・　　　　　　　　　　　　　　　　筍

　添文縛ら翻せんとすζ三石は父の29個所と9の酔禰膿のものにして次に之等

廠酪鑛石融夫・論搬ん．　　　　　　■　、　丁一・”

　　　　　　　　tt　　1弗第二牽各稼行金鑛山と其山石

　（1）　　束書置薩ヒ海道金鑛石産地域　・　　　　　　　　　　、

　　石狩三原を境として千島を含む東方貰範の地域に亙る・然れども現在稼行申の金鑛爵は殆んど

金部北見國にのみ群在し，岩に近接せる天鷺國と石狩國に夫々一鑛山を見るのみ．故に纂實上：東北

部北海道と看轍すべき二三である．　 　　　　　　　　　　　　　　x

　　當地域内蝕に槍討する金鑛産地（現在操業申金野由17全部）。

　　（1）常呂丁鑛th（藤二三）　　　　　　　　　　1　　　　1　　1

　　（2）留蓬蘂鑛山（東邦採鑛）　　　　　　　　　　　　　1
　　（3）、・武　華’鑛　山　（三友本肚）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駄
　　（4）昭和鑛叫籐国細
　．（5）生田原鑛由（東邦採鑛）’．　　’　tt　　　＿
　　（6♪　9ヒ　ノ　　王　鑛　山　　（帝國薩…金興業）

　　（7）1朱矧餓咋（栗林徳一）　　　　　一’
　　（9）鴻之舞鑛山　（住友本馬：）

　　（10）＝晋　初　鑛　山　（池澤憲一）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　（11）沼ノ上鑛山（三菱三業）

　　（12）瀧ノ上鑛由締國興業開嚢）　．　　　　　　　　　・．一　’　＼

　　（lt：））一雄武威鱗由（大實蕃彌）



　　　　　　蝋
　　　　　　　　　　　　　　　牝海莚縫金瓦石の鰹用勉戯口酌研究α〉　　　　　　　　　　　　　　烈

　　（14＞北　隆臓　山師（臼本鍍藁〉

　　（15）歌・登　鑛　山　（下野本震ヒ）　．tt

　　　　　へ　　（16）三井珊瑠鑛ほ壌（三井鑛til）

　　σ7）徳星鑛’111傭本興業）　　　　　　　　　’　ヒ

　α）常繊下山（株式門下ヒ藤田組）と其金三石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　位概　下見國常呂郡留邊蘂町，

　　鑛石特性・淺熱性裂擁充填鑛床に属せる酸二大二才として刑する謹嬬縞構造を呈じ，銀鑛㊧

外黄門鑛を僅に混ぜる下金石英にして，品位頗る優秀なる亀のがある．巨石の挾雀なくジ概ね極め

て輩純なる門門である。禰して後蓮鴻之舞鑛山脚附石に極めて齊害似する．

　　産地概況　　　　．1　　’　　　・、
　　、　　地理石北線旭川騨と野付牛騨艮膿蓬蘂騨の北方佐鼠聞行・ミス路約4粁にして該路側に鋤閥蓄

覇あり体よ四四螺に野州約30米にして大切坑姻燵する・欄導娩礎蹴して
．交通，蓮搬比較的便である．坑口附近肉勢急峻にして建設物敷地を即く得られ難きも，開坑場，慶、

石捨場等は寧ろ自門に求めらる玉好條件にある．

　　地質難鋤11は古生代或臨1童世代の古期地質輝舞ξ新第三紀骨髄域との恰も境界瞳りて，1“

地畔には石鄭圃岩？灘1）せ舳る’も坑門鰍醐陳は三三すして励撫盗として

安山岩現れ，該岩は甚だしくプμビうイト化作用を受けて居る．此地帯の薪第三紀贋は同門の最下

瀞浦殿四隅岩及懲色響岩にて李下の外二野暇齢綱蜘19C於け既鋤て醐噛
して居る．

　　鑛床　蔚記する如く淺熱性裂舞充婁鑛庫に厩し，畢行脈大小回数條内主脈4條にして，三號纐

四丁働前門び艦鯉呼ぶ・潮北80度鮪｛野方へ7σ一80度・働溺1丁14米である・脚

r門門醐鞭麟叫て野駆3繋門門を撒し∵飴8一玉2瓦／頓（㌘ケ年物鎌滅金

1Q瓦噸・銀60瓦！樹僻も一隔ρ爲切騒せられて延長畷長50米醸である・三階鱒
粘土を凹み其幅約4米，稼行に堪えざる程度に極徴量含金し，明に鑛三三生後之等を切る際其破片

を若干共中に含める歌態を示し居れる亀，之簿鐘先を未だ掴み得すして同下探鑛に努力中である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
叉上下傾斜に滑へる鑛脈の獲展も大切野地並より最上位坑たる一番坑勉並迄72。40米，下二番坑迄

30米合計102．40米を知り得るのみなるも，之を以て回るも三種鑛床の走向延長は少くとも100米以

上に蓮すべきであって，上記臨贋によって切断されたる樋先の探鱗は重要回せねばなるまV・．而し

て傾斜は上部にて70度程度なるが，下底に到珍て80度に立ち回る傾向を認められる・常鱗部の存．

雀歌態は東落しの一次的弓鑛幣と断盧に滑へる二次的鹸化作用と伺じ帯に行はれたるもの玉如く．

此部分瀦の含金臆を認むるのでφる・而して鑛鷹数度の鑛液上昇によって楕…蹴ら就形跡

歴然たるものがある．其初期なるは現在の上盤側に比較的高濫ならざる縞欣玉薩質石莫ジ訳に共下
　　　　　審
　1）高橋欝彌タトk・オヒ海滋工叢試験揚報告第六十五號15．頁・
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盤面に所謂‘勤鑛賑。としては高熱生成の不透明白色石英が或は土器片を角官金に含み或は縞1伏椿

三輪・燗燗蹴激し・囎に瀦を儲醐つ慮る・購瀦鍼後斯撒漁り大
なる裂溝を生じラ且つ母岩破陣立を多く交へたる聞隙へ後者入b來ウし馬のX如くジ前者に比して

後者は著しく不純物を交ゆる．然れども含金は後者に霧しく，前者は極めて貧弱であ翫省後者は

採掘に欝て聯盤れ易く，前春は硬質にして靱性に富むで居る．之等雨者は醐1糊絆撚1瑚腱

れ，著しき差異を認められる，　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　鑛石性歌　　　　　『　　　　　　　、　、

　　盆石種類酸性塊蹴にして前記の如く中石を含ます，硬質靱性に富めると比較的破鉢容易なる

み混交せるも；比較的翼純なる種である．

　　有償金属　金の外銀のみ．

　　含有鑛物臼然金，斜面，微董の憩室冊鑛難繊及び酸化瀞轍を含冷，石英と僅の方解石

を見る．　　　　　　　〆．
　　ヨ　　　　　　　　　　　　　

争脈石其他殆んど全部石英のみにして，比較的高熱生成の不透明雪白の部分と高熱生戒ならざ

る玉随質の部分と謝然と匿近し得る1伏態に混在する．其聞隙に最後の生成物として僅に：方解石を交

ゆ為も・，・他の不純物（母岩たる催化頁岩の破片）を多少混ずるのみ．　　　　　　　　　．　，

　　含金歌心　露頭部に於いては含熱量極めて少く金2－3瓦／頓以下の稼行に堪えざる歌態なるも

之より．下部約5米の一番玩，更に之より下部15米毎に切れる：こ番坑，三番坑，四番坑及び大切持に

於いて富鑛帯を露見し，年越金10瓦／頓を持寵せる部分には上位にありて西方坑口睡蓮よ）1，下位

ゆ抄て勅坑卿髄下落しの1賊を示して居筒峰旗雌離50蘇・傾斜束恥6鍍の
断暦に高し，掘幾を中」ヒしてあるが，大切坑のみは之を突破して共奥を探！1）あレ，遺事は之より建

策方には全く漣綾せ海南樹屋にて切断され居る事前蓮の如くである．ブ（切坑下底に30米の整擁あ

　　タ
晦1繊i51晦に煙坑道を以て鋤ミ下部の欄を策し9・あるが諮鰍勧購し。」Vt態鰍然

として認めちれる．蓋し第一次生成の富鑛帯の“落し，，と之と東方へ60度傾斜せる漸謄に因る二i欠

蘭副酢用遡んど一致せる方向に行は概るもの蜘く諮鎌βの鑛石にはづ（級び款金爾・
者の少からざるを獲訂し得る¢∫℃ある．高品位の綿分は金3g瓦！頓；銀100瓦／頓程度にして，概

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．懸
ね含斜覇ぜるは當鑛山の特勲である・、’　　「

　購造殆んど翻電磁を呈睡ざる鰍郷庭見ゆる部分と其内側に細轍條の翻繍騒騒即例

し，後者は前者より後成繋るを示して居るド

　　母尉當鑛山の母岩に就V・て顧楚來硅岩1瑳記されて居宅，大切坑矯β付近には証しく鰐蜆古生

代の硅岩と鰯油さる培ドある．肉紅色を帯びだる角質様岩石にして一見｛憂秀なる耐火煉瓦材料たり

、得べき硅岩と認められるゴ然れども擬鏡すれば著しく硅化蛭る砂岩（恐らく鴻之舞鑛口坊面に見る

瀬第三紀贋申の硅化砂岩ならむ）の如く，鍍脈の胚胎せる上盤及び下盤共に硅化甚だしき第三紀頁

　1）　；葺ヒ｝SLfミ叢鑛糞峯誌1934頁壊80．



　　　　　　　　　　　　　　　華

　　　　　　　　　　　　　．　　4ヒ海滋前金鑛石の鷹用地質攣的研究（1）’　　　　　zz　　　　　　23

　　　　　　　　　　　ta　　　　　　　　　一

　　岩である．露頭部附近は攣解職由岩にして押倒硅化作用顯著明緻密質なるも，鑛庫を隔限るに徒ぴ

　　粟解ll薄ら欝！藤賛なる傾向を明瞭に認φられる。

　　　　鱗岩當地堺は石瀬晒岩の嘩に亙りて灘観・北見酔興鑛床聯ん階（碓
as’

塩D地帯を除き）本鷺と關識せるth・’赦lc或は本鑛床も然るやの疑問あるもプ露頭部附近及び抗内に琉

　’はれた雛訴層の上盤は礁にプロピライ1・化安由岩にして，阿岩を以て姉妹岩則ち濯鑛岩と看徹す外
g一

　　なく，本山と近接せる後浄躍注解阯夢網睨醗地の姉嬬蹴隅田題を棚ける・

　　　　採金概略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A・

　　　　撒局納に下麟幽磁行へども調枇購飾にて採算し・総て鰯である・ua・’：：醐

　tttこ二番坑等の上部に地表ノ1くの浸透多少あれど，其以下比較的湧水少く，大切抗地離にありては殆んど

　　所謂‘‘塞激”の既態である．

　　　　騰馬中石の挾在なき軍純なる鑛石なれば，枕内樋懸盤贋と鑛石と蒸白明脚種度にて其醗鷲

　　相グリズ砺樋し：姻賦”ンマ噸て嬬牝て出荷し居るnk態である・　　ゴ
　　　　製錬三軍　自家製錬場を有壱ざる爲，鑛石を金10瓦／頓程度として會融嗣系の小扱製錬場に逸

　　つて居るt■

　　　②留雌蘂鑛肉（東邦探鑛沫式會瓢二）と其金鑛蒋

　　　　位｛選北児國常呂郡留遷蘂iilil

　　　　鑛石特1生淺熱野生墨縄充填鑛床に醗せる劇生小獣鑛として産する．現嚇に於いて既に自然硬

　　僧：状態にありて小塊鑛乃至粉欣を呈し，上部は水酸化鐡及び粘土物質，申部以下も酸化満俺及び粘

　　土物蹴交へ著しく汚骸港捷る概しτ低回金鑛である・ガ銑して小三三を選び楡姉ば餅岡錘

　　1髄翻雛髄糊二陣にして，金の外銀及び銅を伴ひ，中下部よ軽々：黄銅鑛の存在顯著となウ．か

　　xる1剛所に肉眼的惹陰粒を多く獲恥し，。甚だしき富鑛小降を郷土けも典豊肥かである．

　　　　産地概況　　　an

　　　拶踊罐踏鱗より・1訪紹粍幽1師バ覇に灘綿鑛麟覇前・痢亭翻欄

　　1・・米哨憎憎湖あ鵬之よ陳方の・膜欄一大鱗・1確隅一・圃を360米遡

　　りて當鋤1ゆ大切坑咋達する・賜瀦胴一・1・灘境として北方・儲は南方に鑛髄顧・・

　　双方の大切獅雌に1弓0単を隔て嘲錨勺に向ぴて開坑されあるを以てナ鯉的關係は殆んど同一

　　雑件にあるe

　　　　地質　上鞘の如き地理的關係にあるに掬らす，其地質の歌況は梢著し選差異ありて野獣由にあ

　　りて，現在入坑し得る範幽に於もては新第三紀頁岩，砂岩，慶色凝荻岩等蓼僅に見る外は全部プTit

　　．ピラィ1一化せる安由岩の之等に厳入或は之等を貫き泌畿せるのみである．曾て岩崎重三1専士が其著

　　“日繊繍・に麗蘂撫として課・縦る噸‘聯即焔分闘難瀦の敵融鎚
　　共嶺酷生ftSva入る・此姓1癒靴あると・itろの鰍は繍大にして，チ編蚊に及び期・眼



x
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雛出すと・ろ樋る・・1伝三三べら嬬るも肝入犯得る鞭に師英緬旧姓聯
　認ゴべき岩石嬢騨來ぬ一四切坑口附近に於いて硅岩耳石の僅に一塊片を採取せるが・前記常

　呂鑛山の大切抗酬こ粘れ居れると全く同質の黒化砂岩である．欝御出長の談に捺れば“東：離婁内崩

壊部に極めて品位高繊石を採掘せし事ありし駐現在入癒全く不可能にして迂廻探鋤躍り。と・

両して湖卿の東部に存在する醐の漣績は當蜘ゆ同じく東駅來るべ龍以て大側側黙調

査糊すべし本如醍以鎚求せ瀕ども上記の記事碑今の鷹と罎問曝する硝樺

　し，他口の探鑛結果を待つ事とする．

　　　鑛庫　淺熱フR牲裂舞充糞鑛1末に齢する含金銀鑛脈である．’主要坑遜たる大切坑地並に於いて主

　脈2條，駈盛縫及び陽光鐘を稼行す．此等は僅に繕均12．5米の聞1南に於いて殆んど亭行し，大切坑．

　鋸入藩腿附近に：於いて前者は走向葺こ～酋，傾斜直立，後者な走向北70度東，傾斜南へ70度を示し，

　之より東方に於いて大越軍歌態を保つも）平方に至れば旺盛劔は2枚に分岐し，其一は東～酉に約

・150米走！，『他の一は北70度東に陽光鎌と同一走向となりて約300米響く．而して陽光鍵は該翁入

　軍機附近よ’り西方約60ρ『米誌70度東の儘連則し，其聞或は2枚或は3枚に分岐ずるも本劔と接近し

　て殆んど並走する懲罰である．從って部分伽よりては或は4條ともなり或は7條を数へ得る．則ち　　　　　‘

・當鑛山の鑛床は略東一西に走窮南・〉急斜せる一連の蓮帯締鑛脈と着徹し得べき傾向を示し居る．．

　走向総延長約800米を鋸押坑道を以て確められ（内700米群舞可能）傾斜に滑ひ大切坑地並以上約

　認0牽以下掘下ρ竪坑lcて30米踪は採鑛可能と認めらるxも，更に下部は排水設備の關係上未知数、

　に幽する・腿幅は0・6－4・0米の闇にして概ね厚くない・大部分1・0米以下である・

　　　鱗賑に接せる母：岩に数糎の幣欺を呈して鑛染せる部分ありで僅に含金ナる蚤探掘に債せぬ程度

　である．上記の内比較的連績性ある所謂“本劔，＾は何れ愚走向闘暦が劔の概ね上盤に洋行に相接し、

、或は局的部に鐘脈中へ獲達し，鹿に鑛脈は自然破硲りこ態となり，上下盤の母岩をも脆化，粘土化し

　て居る．　　　　　　　　　　　　　甲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・かくの如く鑛脈㊧爾盤に多少の鑛染作用せると騰勢比較上旺盛なる本劔は破碑瓶態を呈せるが

　故に劃然だる鑛脈と母岩との境界なく，．三幅も明瞭に定φ象ぬる現歌を示し，r此瓢も前記隣接鑛直

　の常呂斗出と其趣を大V・に異にする．面し”t卑下として取扱ひ得る脈幅の申央部の薬石を採りて予

察するに雌樋に瞠るは捌く水運靴即耕肥に汚染せられ・申位以下も甚がしく酸舗俺

　の黒褐色に染色せられ，何れも多くの粘土物質を混じ1水洗して始めて其内に細き幅2－3糎の石英

　脈の自然破檸歌態塊片を見幽し得るが如き鑛石である．此塊片の中に梢完壼に近き封稻構造を示せ

る離離嫉と玉麟単糸暇ゆ孚し絶蕨絞り・儲は瀦駒徽霊寺の離麟らざる騙

　位部分と認めれる．・　　　、　　　　　　　　　　　．　・　　　　　　　　　　　　＝

　　　鑛脈め分妓或は交叉する部分には必ず月餅胃“落合直り”を見娼し得る纂は當三山の特徴である．

　但し前述岩崎博士の記事中に在夢しが如嚢富鑛部は勿論，現在匁り得る範國に於いては大なる富鑛

　　1）墳由霊三署　購塞鐡業旅學1936，東京盆96。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　北瀦：醗鑛石の欄懲電磁㈱院α）　　　　　　　・％

帯を見画して居らぬ．之等含金欺態に就いては溺項にて更に検討するところあるべし．

　　鑛石弓歌　　　　　　　　　　　・　　　’　　　　　　．　　　　　　　　。　　，

　　鑛碓類門門慨交べ，粘土瀕を混じて概めて汚泥に馳る“含満俺，粘土三跡塊乃

至撒。と辮すタき種である・　、　　ご
　　　　　　　1’
　　有贋金醗金，銀の外回蚤の銅を含む・　　　　　　　　　　　　　　，　ド　　　　”

　　含有鑛物日然金輝三三，灘偲鋤達・黄銅三三二三及び酸化ll髄…と石心僅の方解石に粘土

物質と混交する．’@　

　　旧記三輪脚方繍及び二二生ノ鱗土倣・（嵌には二様の回りて・旧は低回
域と認めらるエ乳白色玉三二にして，他は夫より高熱生成と認めらる蕊雪白色普通二二を構成する

肩英である，叉粘土物質は，偲：岩の破三三と含金石英粉の含水》るもめである）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もし
　　含金瓶態　葡蓮岩崎博士の富二部は口下探査中に鵬ぜるを以て他日に繊らざるを得ざるも，三

三に於いては概ね全般的に含金高位優秀なりと認め難い二三である．先づ所謂“木鑓”と稻せらる

苓比較的連綾性ある三三は一見三三の鞘々厚きぷ如ま部分因るも三二鑛脹破陣帯と爾盤に多少鑛

染作用の及べる幣とを合せたるものにして，該三下轄の粘土物質を水洗して見禺し得る三二厭の鑛

片は大膿2－3糎程度の脈幅に過ぎぬ．共溺英細甑には明瞭なる三糸櫨媚瞬高歌構造を示すと，か．xる

縞歌を殆んど認め得ざる乳白色玉随質とがある．毬々前者が後者に微脈扶を呈して数回不整然に：併

列し，或は混回せる部分がある此混欝榔分は含金品位比較上高く，全く玉二二部分のみは含金皆無

である．現場にありて鑛育生域二三を槻察し併せて含三二態を楡回し得る個所は極めて局部的なれ

ど，三二に近く二三皆無の玉随質眉英先づ生威し，共未だ固結完了せざる二期に績いて縞歌含金石

二二脈上昇し來り，所謂‘制顧歌銀鑛，，を俘ふ外往々三二の微量を交ゆる鑛了二1漉ぜしが如き三態を

添しで居る．三二態は下部二二と共に今後大いに注意すべき事實と信ずる．

　　而しズ嘗由にありては富鑛部を所謂“落合直り”として見出し得るが，普通鑛石畢均3－4瓦1

噸なるに“直”・二三長3「甥ミ醐に効ては・金7二項澱に擁する・又銅鑛（主として黄

銅鑛なれど稀に班銅鑛及び輝銅鑛の微量を交ゆる事がある）を漉じ來れば其部分には肉眼朗金粒を・

獲見し得る事ありて常に高品｛立（金約30瓦／頓，銀300瓦／頓）である．rl＞　xる部分を加へ目下採掘・

鑛石の噸撒を辛じて金7瓦侮1（銀共約7鮒を標準とし居れるが，粘土観ぜる郷なれば何

等か塵理上研究の触地あるべきを想はしめられる．・

　　　　　　　　　　　　　らも
　　撹凹石の1髄鰍んど縞髄呈せざると聯樹榊三三を呈すると諮瓢・之瞬岩

粉の粘土欺物質を交ゆる．

　　母岩、當鑛由の現採鑛場に於いて鑛朕の底盤を形癒せる電器は從來“凝次岩”なりとされ居る

が，果して然るや否や頗る疑閥がある．一般た普通の凝探岩（敏に謂ふ凝次岩は東北地方より、北海

道一圏に獲蓮せる新第三紀贋に厩し，硅化せざる軟弱多孔質粗懸の趣の中に籏味の胚胎する場合，

交代鱗末乃至鑛染鑛床としては好條件を提供し，屡々不規則なる鑛艦碧しぐは鑛床帯を見るも，裂
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舞充満鑛床としては甚だ芳しからざる實例に當む．然るが故に鑛脈の緑岩の普通の凝荻岩なりとせ

ば墨術上のみならす簑際上の問題として藤味の必要がある．當由に幽りて母岩なりと稻せらるX

“凝友岩，，は線色を帯べる粘土質のるのにして，「見漸第三紀贋下部に黒色頁岩と共に存する緑色凝

次章の粘土化せる如き観を呈する．然れども其粘土k往々轟だしくプタピライト化せる髄脳岩塊片

を混ずる堅陣と疎の事實がある＝賜大切髄に管粥着脹せる衡馳の築歪藤脈ρ探鑛娼的

ξせる主賑と直角に通道を延長せる鋸入坑溢内に：ばプロピライ・ト化せる安山岩の飛騨顯著にしてヂ

此プPtピライト化作用と魑裂は鑛脈を隔つるに從ひ其程鹿を減じ，魏門門隙に存する粘土は上記の

夫と頗る鯉饗し爾者の差を認め得なb．而して襲の鑛脈に接せる愚岩疫る粘土を假に“凝友岩，，よtt

慶化せ那のとし・鍬榊に知岩塊が即するとするもヂ之箏の生國1醇上恥る事は・nl　va

あり得ない．如何となれば此地方の安山岩は明に華甲岩より後に之を貫きて錘入墨は説獲し居るか

らである，樹目下抗道内の大部分は支保主の施されあり．て之以上検討し得べき現場なく，了Eしく凝

次岩と認むべきは平脈の学侶を見ざる坑外のみである．

　　かく・の如き實情なるが故に木山に於いて母岩なりと構し居換る“凝野州，，より饗化せる粘土は

疑問にしで，恐らく其母岩は安山岩なるべし．則ち国下槻察し得る範團に方囲いて鑛廉の母岩目安爵

岩にして，鑛脈生域に關凹して先づプロピライト化作用行はれ，此作用著しかりし部分は比較上野

所なりし爲裂錘充填鑛床の朝州を見，之に沿ひて走尚臨厨の蛮達の爲鑛瓶も之に接する億岩も共に

破門脆弱とな窮後者は汲水して粘土化し，粘土化を冤れたる岩塊を漏交響下し得6．のみである．

　　姉妹岩　當地域には石英粗筆岩と煙霞岩との二種の火威岩滋獲し居りで本鑛床の姉妹岩として

は之等以外には考へられない．而して北見地：方の金鱗脈に關係せる火成岩は三崩岩等の深溝岩系の

野望繍難酷獅爆強運灘と凋撚れ揃記常蹴朝明邸醐由鋤ミ胴捗る’
べしと相州され居たるが，目下の坑内朕溌にて嫉安山岩に密接なる蘭係を有するもの蕊如く，同門

は本埜床の母：唐にして叉姉妹岩と認めざるを得ぬのである．　　　　　　　　　　　、’

　　探金概略　　　　　心　　　　　　　　　『一

　　探鑛　上向階段掘にて一部機械掘なる臨大部分は手掘である．大切型押並以上約20米は探開平

み或は野饗申にして今後其下低採掘計劃を以て東方に1箇所，西方に1箇所大切坑地重より夫々30

米ρ竪搬掘下げ・前都2側貌ポンプー製鋼く29馬ブ蜷綴・後者に20馬力ボンプー憂・

15馬力捲揚機を以て揚水に力め，採鑛準備中である．前述の導く乱脈生病後走向断層の概ね上盤側

に嚢蓮せるある寮故に，囁上盤の母岩の鰯壌著しく粘土化と共に鑛石の採掘は容易なるも抗道保持上

甚だしき困難が見受けらるNのである．

　　選鑛　簡羅なる手鑓をなすのみ．

　　製錬其他自家製錬場を有せざ蕊同系會就の蜘馳紬潔試製錬場へ尋均金7瓦／頓の鑛35

を逡回して居る．　　　　一　　　　　　　　　　　・



　　　　　　　　　　　　　　牝海滋産金鑛雇の1慧稽地質離酌研究（1）　　　　　　　　　　　　　　　　2？

　③武華鑛山鯨式劔膝駿本気と二二忍石　　　　　1　　一　　　、　“　　　　v

　　l鉾麗　北見國常呂郡留漫蘂町　　　，

　　寝藁特性瀧熱水焼高山禿‡貫鑛床に鵬する山石にして，畢純縮厭二二の次白色眉英鑛脈の油石

志す雛雑嘉応るは轍してμ笹ろ本蠣辮鉄は魂燃舞誤言忍さ纏き繍翠
する怪異の特徴を腐する．則ち先づ破陣作用を受け湿る硅化母岩が更に裂簾帯を生じ，共晶串に含！・・t

金銀硅酸溶液が充壌膠結せる鑛石にして，該充填膠謡物は細網脈駿を呈し，全般的に槻れば暗褐黒　．

雑色の角礫面構慧鑛不1である．後述隆尾鋤圭薩鑛石に酷似するを以て“隆尾型，，蕨∫と假稔する．

　　　　　　　　　　　　　　　　「、懸
　　産堆概況tt

　　塊理　奔無加騨の西方⑳0米にして事務所に蓬し，其闇溢路畢壌交顯至便，通道坑縣は之よlp

更に西方1。5蒋，高距差約140米の高温｛竃にあり，地勢概ぬ緩である．

　　面内第三紀砂金溺の論及噸友矛ゆ互贋と欝を漏る石難藩論脈よ痴り・極

めて破檸作胴を受け，多く角礫歌を呈する．　　　　　　　　　　　　　　　・　　、、

　　出庫融点水性裂籐二面鑛嘩に温し，鑛床は2鮮に分れて賦存し，一群を：奮蜘恭他の群を薪

鋤ミと唱へて居る．各論＋“twastの蜘鷹に二叉し交叉鑛晶晶呈する．能向及び傾斜は二品

ね一定し，南北劔礎鹿北10度東，傾斜60－8咳画と東西劔徒向北35度劇4唾斜i藪藍）の爾系

統がある．脈幡は0．2－1．0米，走向延長約100米を最長とする．一般に鑛脈の膨縮甚だしく，臨績常

ならぬ傾向がある．下底に封ずる採掘可能範園は露頭下130米程度にして共下部の期待は困難なる

實情にある・絢高論語群は露頭靭たるも畑鼠床勲ま庭石のみvaて融蓬内探鑛の結果磯見し，地表

には金200瓦／頓内外含有の石英塊至蹴しし居たりLt…云ふ・

　　鑛石弓歌　　　　　　　　　懸

　　鑛石種類　普通縞歌酸性塊鑛の三富㈱鑛石は角礫歌酸性塊鑛である．

　　有償金面　金，銀のみ。

　　含菊塩物　肉然金，輝蛮雌蕊（二二鑛），黄錨鑛，濡燕鑛1石英（方解石）等；

　　脈石共他　大部分硅回心：居糸Ill塊片を恥じ，普二二石は殆んど石英のみ，其絶品に石英及び少蟄

の方解石を見る温石がある．

　　含痴態概備糠嘱する鋤纏蓬磁二郎敏雛ら札て，晒騨麗漁夫は比
概・鞭高く・．晶晶徽の二三に騨す聯　‘幣籠り・嬢見し∫金800瓦／1三三課

．2eGO瓦／頓以上の鋤石を命ずる事少くな　△窟鑛罷の“落し”は殆んど霊直にして上下に約20米蓮

績する鴇鑛部の鑛右は砦角礫歌構造を呈し，蝿ll北母岩の角礫を膠結せる曙黒石英に銀．e共に金め

濃集或は散在し居るを見る．故に勝勢化母：岩の角礫を取除く事により更に品｛立を高め得べく，選鑛

上に臆す＾wきである・襯在の欄鑛孝禅均維は金8瓦噸諏は金の4－」「倍程度である∴

　　構造鑛石の縄は普通の箪純糊㈱臆部分もあ轄本山の富購の夫聯㈱礫｝賊は細撒

構溝を特徴とする・
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　　　囎瀧の大難は著しく灘馬鞭山け蝉磯曲・其辮・れたる角1綜ある．

　叉一部分は角礫珪華硅化頁岩片石英粗両岩質凝次講である．特に鑛床附近偉硅化作朋顯著にして硅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　化頁岩の稽々大証は部分的に陶器様若←くは角礫質を呈し或は部分的に嗜黒色縞歌を示して一檬で

．な“．或個所にありては角礫の角は多少圓昧を幣び均等の礫歌を呈し，一見礫岩と誤認され易きも

御のあれど流水申に沈積せし形跡は全々認められない。県膠結物妹不純なる硅酸物質にして母：岩は全

　醒として竪硬である．　　　　　　　　　　　　　等　　　　，　馬

　　　姉妹岩均等質の細粒の石英粗面岩にして，局部的に流紋歌を呈し，酸性度頗る高き種である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轄
　　　採金概略

　　　採鑛　上向及び下向階段掘を主とし，一部分にシユリンケージ法を行ふボ鑛脈と盤とセ）境界不

　明に：して且爾者の強轍差殆んどなく，盤離れ極め丁不良である．手掘の外僅に機械探掘をす1る．・

　　　選鑛　坑内翠玉の上1坑外にて5吋角に導き簡軍なる手選を行ふ角引歌鑛石は上述の如く其

　膠結硅酸物質に含金銀するが赦に之のみ選別し得れば更に極めて高温位たらしむる事可能なるべき

も・．駆る郷聯期して購‘翻の騰醜し晟ら魂　　　　　・
　、製錬其他含金8瓦噸繊の鑛石を同系鰍の鴻之鋤操所製錬場今邊る．目下月産25Q頓，

　年塵3500T｛1頁なりと●

　　（4　昭和鑛街（株式會砒藤田組）と其金鑛石

　弊　騒騒　北見國紋別郡生田原村

　　　聖子特性　淺熱水宇戸舞充鎭鑛床に撮する酸性小魏鑛と，・眉英粗面措及び伺質凝脂岩，：頁岩・：互

　暦に鑛聾して後自然羅馬作用を受けたる粉末歌鑛との滉鑛にレて，一般に母岩粉を混ずる事書であ

　る．之を便宜上北Z王型，酸性粉塊と假尽する（後蓮北ノ王塚山産金剛石参照）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
　　　産地概況　　ギ　　　　　　　　　、　　　’　・　　　．　　　　蝦

　　　地理上生田原騨より東南東方約6粁に在り，高距707．8米の摺鉢由なる丘陵野地頂土に位し，

鶯灘は鞭でk…　　t　fitt　　　l、＼tt
　　　地質薪第三紀凝輝輝頁岩・砂壁頁舞，白色凝灰岩の互騰激び石英粗両岩よ賊り，無噺個沙

金澤暦りに撫せる地表下厚さ約α5米の表土の下，約3米の闇は自然破醐こ態をポナ纂概ね後述北ノ

　王響町に相似て居る．、　　　　　　　　　．　。

　　　鑛摩下底には一次的の淺熱本性裂態充鎭鑛床跨る馬蝉脈群賦存し，概ね來西及び南北の方向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
　に走る並行脈交叉し，網羅を呈して上部に至るに從ぴ鑛染層厚に漸移して居る．則ち警鐘と稽する

　主脈は北60一ε0渡西の走向，北東乃至南西へ70－90度傾斜し，曙染せる部分を含み群舞は0．3－2．e

　米．之に並行せる細脈は東方にて相合する傾向を有するも脈に滑ぴ悪しき小事厨（連鎖厭断暦）獲緯

　し連績せる鑛脈観得ない・僅罐斤1酬舷申rL之を水洗して始めて破硫されたる疎脈破片嬢

　見するのみ．．該鑛石小塊片は殆んど球形に近く，常に周幽に突起盈有し，無数の掻痕がある．本鎌．

　　工〉北海瀧工業試験揚報告，第六十五號婁2耳・



　　　　　　　　　　　　　　　北砂道州金町石の臆醗地質畢的研究（正）　　　　　　　　　　　　　　　　熱

較漏壷灘一面滴マ3蝋の和凱献細細へ65－9暖の襯幽す・瀦噂・i
脈には断贋を俘はざるを以て石英脈として認め得るものあるも法語殆ど粘土鷺混じ，軟弱にして採

掘比較的容易である．
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　　地表近くは“J・iues，，の項に蓮べし如く就床も前轍酬メ1態にし論語，岩糊蝿・納金する部

分あ）1，機械的二次臨床に漉するJYi－as“卿也堆積脂汁，である．當当山獲晃は最初此表土近ぐに含

　金を認め，掘下りを開心して前記下部め石英細脈を見幽し，爾來下部15米第三坑，其下部に中切坑

轍暦・北挽騨第蹴坑・第六號坑，第八雛・第九徽酒雨靴掘‘醐歯し・坑内探

餓並びに採鑛（後池）をなしつ、ある、第七號坑及び第九號姉は第三號坑申切以下である．下部鑛縁ミ

　の富鑛部は樋めて不規則に分布し，独喫塊歌出は帯歌をなして大込細脈の漸謂“落合直利，，と看る

　べきであるが，多く判然とせぬ無卦にある・上部の機械的二次鑛隊中の藩士部も亦概ね之と同様な

　れど更に二二次的富面作翔も活き表：ヒの綴金は地表水の浸入に：俘はれて降下せる形跡を示し，表土下

　破揮帯に水：畢に近き帯欣を呈して存するを常とするも局部的にして探鍍上の指針を決定するに困難

　である．以上當惣山鑛床の概要㌃蓮べたるが，生田原熊山及び“北ノ王鑛由”も詞一命斥型地域に

　して輩にSi3個の魚肚にて蓮絡なく稼濾し？Xあるのである、故に本出面床油として一一一tsして回する

　を便とすれど，當鑛1⊥1申比較的鑛床賦イ訓ノこ態を面心すみに便なる第三號坑に就き記載すべし．

　　　第三鼻骨は標高約60り米，三角黙の北西360米の地面に開坑し，北30度酉の方向に掘進せる竪

　入坑道にして約50米にて初めて採鍍｛責値ある前記本派に着識して居る．其向抗口より18米は繭紬

　せる頂岩の表土化せる部分にして漸く層欣を認むる頁岩申に入りて冶金せざる3條の細脈を切って

　居る．本鑓に蒸熱せる部分は脈幅1米以上に及び上部第二號坑地並より第三號坑地謡迄採亡し画せ
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　ロ

　るが共築均r刷立20瓦1頓なりと器ふ1爾既附近局部的に含金量150－200瓦／頓に：及べる箇所あll）し

踊躍入の駒購鰍る繍よ順曙入を10米賑せる鰍に梅汗行せるpa〈M　！て雌よ
　り母岩は殆んど白色を呈し，當恵山にては“化物”と呼ぶ，母岩のカオリンイヒ作用を受け回る結果．

である．而して郷に灘走離磁力・虚し・俵山面蜘描く・第三號油画映冷語と

度叉せる脚滴りで其部分は幅約1牽・謡講藩論瓦噸の“落合直利・を見る・該“落合直称

は其下面5米の中切坑地謡va於いて靴増し・約2米弱となる・此・脚坑は第三號坑娼職方に

　詠口を有し，北50度函の方向に竪入して其延長230米に蓬し，坑口より140米にて一・臨贋に會する．

是本陣照せる陥にして購に脈脈瞬き・、北7鍍西の潮・・1ヒ疎に7鍍の灘継して

　編約O．o「米の断贋粘土を見，之を境として一方は殆んど風化せる晦色粘土朕の頁岩及び凝友岩の五

　贋，他方は硅化せる頁岩にして褐色を呈する。此回暦を越へ更に進めば数條の細脈あわ，四花璽岩

　を母岩とせるを以て比較的判然疫る鑛脹歌を認め得る亀，含金は痕跡のみ．本麟に並走せる匿蟹を

　追ぴ本由を嚢見して鑓押せる結果は前記第三號三下郵の歌態にして此地並の富鑛部は金25－80瓦／

　頓稀に150瓦1頓である．絢第七號坑には北21度東南東へ56度と）傾斜，幅0．1－02米の眉；英鑛脈に

・　曾し，共含金最ユ5瓦！」頃である・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
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　　鋤鞘性欣　　　　　　　　　　　　x

　　鑛石種類勉表近くの機械的二麹鑛床なる“原地堆融搬鴎，に回する三石は三三粉を多く混ぜ

る自然三三鑛にして所謂“酸性粉塊雛，，である．共下部多少三下を呈する鑛石も竪硬なら粛して探

掘に當？｝粉塊鑛になり易き傾向あるる，魯通“酸性小塊鑛，，として取扱ひ得る量を多く見る．
　　　　　　　　　　　　　　　　評
　　府領金属金及び銀のみ（銀は金に甥し甚だ多から事等量程度で南る），

　　含有鑛物　自然金，輝鎌臨辰砂，三三鑛∫磁鐵鑛，石英方解石．

　　　賄其他殆んど破及爾糊｝勢ゆみにして轍方角栩の溶解跡とり機儲観るのみ・

　　含金二三　鑛床の項に於いて蓮べ回る如く，表土化の破砕鍍帯には殆んど全般的に含金するも

採掘慣値ある部分は局部的に限られ三面籏竃52米xlec）米の範園内である．下糠脈朕鑛石にありては

一般に含金町態遊だ不均等にして殊に富鑛部の存在は不規則なる分布を干る．併し乍ら鑛豚の交叉

黙には所謂“落含直利”を三々磯早し，百分豪乃至千分憂に達せる鑛石を産する．叉脈幅下なる鑛

三州鋪鰍懲く，細｝即肥せるものは比1猫1‘顛；1・碓蜴醜認められる・而して潅慰

膿的に槻て上方駕含金多く，下方に共低率する傾向見受けられジ現在まり更に下郵に大なる望を蠣

し難き歌況を示せるは遺憾である．大回金9一ユ50瓦（平均12瓦），銀は金と同量程度である．三三

品位が比較的低きは極めて注目すべき頚實である．

　　搦造地表近くの粉塊鑛を水洗して石英微脈を絶するに殆んど綱灰其他構慧上特筆すべき何物

もなき翠純なる石英のみの微脈である．鑛二四劣大なるものには逆に簡雛なる縞歌構造を呈し，爾

盤に近ぐ黒條一本宛をi髪鰯辱的に見るのみ．’

　　舟岩　頁岩及び凝次岩の三門にして共に極めて軟弱の質である，地表近くは風化崩壌作用を署

むく受け，紛塊滉交し，鑛石との惜別甚だ不明瞭である．下部にあ！ては凝次回頁岩多く獲達し，

或離化せられ噸質に興る紛翻τ越離粘土化せる醗効て殊曝し糾隔鳳り一
般に竪町なる飼＝；腸少し．　　　　、　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　e．

　　姉㈱三門門下離隔英牽晒下働撒・）の灘せる外他に熾構く洞門統の隣

接鋤！液る後違生田原鱗1吸び4ヒノ王鋤！灘床に於いて妹本ち1｝が明に姉妹岩たる誰醜認めらる翼

を以て，當鑛床と三三との丁丁も亦然るべく推定さる．

　　採金概i略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　ド

　　採鑛　最初標高680米線に溝ひて探鑛井を52個設け，更に表土を所々掘下げ壷掘を行ひ倉金採

掘に値する部分を採掘せるも・共景多からす，下部の鑛脈存在を肥りて三三坑道掘にて“三二，4）項

に述べし如く，主として富川部を探養しつ瓦主として上向階段掘にて採鑛す．

　　騰狛翻に三石と羅1罠騨泌手恥なし，協《騨1微1呼回して小坂獅数
遷る．、

．　製鯨共他　鑛牽にて蓮ばれ回る鑛石を先づス吋グリ；母リPを通懸せしめ，、更に7吋／シェ　e・　」F

γグ・スクウーンを通し，飾上は4吋X7吋辞鑛機にて破碑して之等を試ずル。ミルを以て磨陣し青
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　コ
化製錬法にて澱物を作り，最後に地回銀となして造幣局に測る．副産物摩る銀は金と概ね等量でみ

る，：是當地鑛石の特性の然らしむるとこるである．

　（5）生田原鑛1－t；（東邦採鱗株式會灘二）と其金轡膚

・　位罎　北見國紋別郡門田原村

　　鑛瀞雛三鑛石は網野，最酎℃表的なるは普通の野生難蓬にして厚さ1粍一2糎の照漢微片va

は往々肉眼を以て擬得る金側が所謂‘‘銀黒，，内に散齢するありて極めて高「翫立を示す．三野盤に平

門る紛は彫φ糊難職石とは靴られ岬貌なるも10轡型程度の帯金である・腰近

くの鑛染三野の自然餓情歌態の酸性紛塊も亦之と相似浸るも當鑛撫に於いて目下其産出なく，坑内

にありて眉英明と共に採掘されつXある粘土鑛は上部の機櫨1勺こ二i次回床の粉が地i炎水の降下に俘は．

れて母：岩の丁目に浸入沈積せる特種の鑛石にして，贋金四位極めて高く，注意すべき存在である．　‘

系統は荊説昭和鱗！吸び後干』ヒク王鑛由の夫と嗣様なるが，特に璃1甜立の鑛石を産す為．

　　産地概濁　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　切　、

　　下肥　　：上生｝・［1凍騨より南々：結t約3．5粁，標高500一一600米の丘陵・台地を占め，昭和，北ノヨ三門

鰍と隣接蓮郷鍼である・從って鵬翻籍は殆んど皆岡・聖なるも瀦妙静置，後灘は多

少劣れる玖況にある．

　　地質前隣蜥第三綻頁岩，凝荻岩の五麿地帯にして不洪粗面岩の獲達は顯著である．地表附

近の自鰍イ職態醗せ榔野趣嚇共略して其深鱒北堀鑛妨肥り上麟朧即納認吊
めらる．共下部の坑道内にて回り得る範園に於いて灘絶瞭誕…凝灰質頁撚灘馳凝次縣之垂紛1

岩片を混ぜる無斑晶不1英粗面岩吸び一Jl・ζ角礫岩並びに流紋欺贋附置i面岩の護達著しく稀に玄武岩質安

由丁々豚の之等を貫けるを見受げられる．最後の三瓶は當鑛山鑛1胸或生後に鎌獲ぜるものにして共

学因には何等關係はない・　　　　’　一　　　　　　　　》

下床昭二四ノ王轍山の響胴一系統嘱し地表近く醸季蜘二次繍閉る原ナ回折餌

床、此ρ櫓四時鑛床と下熱・野州統鎭矧ミと存し婆糊に騰の翻へ麟水の1降下畔はれ

feる楯達の漉澱せる特種の憩i脈厭二次鯛：嶺搾る．1｝：1鑛山に於いては第一魑，佐呂間庭．薪一門の

地回に分附れ，属下佐呂閥晦の採鑛に努力しつエあるが，同甑内の学界にて獲見せられ居る鑛脈中

には極めて高品位なるものがある．該醜内の鑛賑は共走向概ね東一頭と南一北との夫・ゼ肇行脈撒條

が互に交叉し，．束繭鑛に鰯するは傾斜北約へ70度，三幅エ米内外なるも［碗立良郷ならすして4瓦〆

頓興であるが融朧織δするは傾斜殆ん野立，鳶曙によ喉か狛ら購され，三叉黙にぼ

署しからざるも，多歩の‘落合直門，，を認めらる．蒲して共鑓幡僅に四二1糎（0．1－2糎）・に嗣ぎざ

　　　　　　　　　にるも，含金著しく優秀にして，屡・q，OGO瓦／頓以上，稀に1％に一達する部分がある．且爾盤各50

糎内外に鑛染作用を及ぼし，10瓦／頗程度の含金を見る．然れども爾系；験三共走陶延長に惹傾斜延

長にも蓮績性に乏しく，忽ち尖滅す．る傾向あゆて現在迄最も績きたるは一號腿と繕しγ走向延長約

30牽・傾斜延長約・o◎米である・坑道は上より10米間隔にて一番拡、こ1番坑巻び三番坑の三鴎瞬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
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　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　下二番坑の鑛床歌態最も優勢である．之等の所謂“正規鑛脈，の外va　t“岩の制爲を充填せる脈欺の

　粘土鑓がある．此粘一iirtiに頗る膨しき含金を見る事がある．是地表の機械的二次鑛床の三三が地表

水の階に俘齢て塀嘲隙御嬢潤し洪鱗に鞭て錨の縣髪際れたる樋の磁に
　して趾量多からざるも注目に値すべき異型の鑛隊である．叉地表近くめ機械的二訳鑛嘩も亦賦存し

　僅に採掘され？玉あるも，品位良好でなく．s金4瓦／頓以下，県維濟煩埴ある駐留も廣力1らすして東

　方に向ふに從ぴ粘土質物多く混じ削り製錬に障害を増す．

　　　聯繋性歌

　　　鑛石種類’酸性塊鑛，酸性粉塊鑛及び酸性粘土鑛等あれど量的には後二者は問題でない．

　　　腐債金臨金及び銀のみ．

　　　階名草物　膚然金，輝銀鑛，辰砂，黄鐵鑛，磁鐵鑛，石英等．　　　　　　

　　　腿石共絶石英及び母岩粉

　　　含金駄津地表近くの機械的二次鑛床中の中金欺態は織ね前記昭和碧山及び後述北ノ王鑛山の

　夫と鵬似たるが故va　一括して本論に於V・て詳論する。下榔の裂糠充鎭馬蝉にありて北東一南西に走

　れる鞘並幅旗き石英鑛脈あれど含金品位探掘に値する部分少く，佐呂早早の細葉に高層位の石英鱗

　脈ど共爾盤k鑛染ぜるを獲興し，目下採鑛と共に鋭意搾鑛中であるが，大いに注目すべき地織右あ

る．此地懸鯛・岩細事禰岩及噸岩片，鍬耕鹸ぜる同岩質翔礫岩にして覗全部灘肥

　聖書岩め如き観を呈し，共聞に獲達せる1粍一2糎ゐ石莫鑛脈は千分台の含糊も勘くない・之等細

　脈は一：方の盤とは密叢し他方の盤とは極めて容易に離幽して，爾草藤に密齎して採取し得る鑛石は

閲甚だ稀である．かエる富鑛脈には厨謂・銀黒，，中に往々肉眼を以て凱得る金逸散醸し，爾盤の型染

　作用も亦優勢である．而して前回の機械的二次鑛床中の含金＊占土¢）下部母：岩の三三に地表水に俘は

　れて降下充婁せる特種の細脈ありて局部的なれど金の集結を見るなど一次的並びに二次的富田脈に

　惑まれ居る歌態である．併し乍ら之等富鑛腿は概ね極めて細く1粍一2糎程度の鑓幅なるは遺憾で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　ある．

　　　鑛石構造粉塊鑛は別として，普通の魂鑛も頗る軍純なる縞歌構輩を示し，爾盤に：近く波形に

　一條宛の馬糧（必ずしも所謂“銀黒，，でない）を見るのみ．　　　　　　・

　　　鵬罫徽徽堵唖蝉石婦爵1撒び欝の罐激し畷纈の紛は鱗興れ勝で
　ある．

　　　帳簿砿輝階が女難鞭ち灘瑞である・響岩は何郷馬蝉的に斑品観ざる非顯離償

　にして流紋歌構幾を皐せる部分もある．

　　　探金概況

　　　採鑛ご肝上瀕撒の糸賑を・恥として帳約1米の鐘押樋：を以て之を追ぴつ圷離段或

は抜掘式手掘採鑛を行ふ　　　「一　　・　　・　　、　　　　　　臣　　秤

　　溝鑛採掘せるろの納母岩のみの大塊は1購，他は金部ヵマメに詰めて之を坑口タトの面積2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

N
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　品位の選濡場に泌・数名Q二面1肱よつて高熱のi紛を翻取りて輝嘉し・之を再びカマスに

　詰め二二鑛用とする．其羅均晶位金10rO瓦1頓程度である．他の鑛石はインクラインによウ1礎鑛

庫に入れ，約120米下の菊誼絡黙に痴り，葉道賑約2粍1／4晒バゲットにて約6聴／眈製錬
　　　　　　　　　が
　場に運ぶ譲蜘石は小坂へ遍在迄濡話鋤40愈三論圃一6？薩腿癒する・

　　　製錬共一佐呂聞応より約60油島嘔及び薪一義より2聴合計80臨の粗面を塗泥青化法に

　て製錬（150腫虞理）し？xあり。銀は金と大忌同量である。

　　’（6）北ノ王鑛山（帝國産金興業株式會灘：）と其湯奴石

　　　位置　北見山鼠溺郡生a源付　　　　、

　　　鑛石特性　機械朗二次鑛庫の酸性山塊鑛を專ら産し，疎豪山の特徴ある鑛石にし七“北ノ王型，，

　酸性粉塊鑛と假稔するものである．叉普通の淺熱水晶晶簾遡尋鑛床のカ、オリン混交の肉色鑛脈歌論
opt

熕ﾎ英たる酸性六法も下部に獲見され居るも，鑛量は前者に比しズ甚しく乏しい。

　　　塵地概況

　　　地理　上生田原騨より東南東2粁の地鮎にありて前記昭和，生田原爾嵐山の北方，鑛罵は五に

交点る雌漏し嘱る・御て∫≡也勤鰭三二紐大剛’畢な髄駄最も近く・，騨て

　便宜の地位を占む．　　　　　　　’、　．　　　　　　　　t一
　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　　　地質　基盤を戯せるは砂金澤贋に脇せる凝賦質1浜面，砂質亘岩，：角礫凝議岩，凝三論砂岩等に

　　して一部は石英粗画岩（リソイダイのに被覆され，一部はカオリレ化作用及び硅化作用著しく，叉

　地表近くは甚だしき破檸作用を受け，當二方にて此作用痴る論著である．　　　　　　　　。　壁

　　　鑛病ミ　地下に：淺熱水性裂錬充坂；鑛床たる含金石莫鑛脈と地表近くに機械的二次鑛床とある；事前

　記二品山と共通である．話して當最下に：は後春に燭する帰服の獲達顯著にして，前者に擁する臨床

　は寧ろ從的關係にある．從って膏石の研究としては後音型の夫を主とすべきも，夢鑛庫上の瞼討は前

　者瞳勲強記がある測ちそ緒騨訟に抽彫蹴られだ硫物な三三る・一
　　　今先づ鑛脈晶出隊に就いて吟味するに當鑛由内にて開獲せられ允る鑛床は大膿より槻て次の2

　偶厨で翻る．．其考燗所は古く久原詩業株武愈無二螢蒔代に稼行せる朝田坑及び大盛坑内に見られ，

　標高黙531米の南方にある．朝日坑内に於ける晶晶は試論質砂岩，頁暑，凝血岩及び増蔀分講英粗

　面岩！（リ．ソ　イ”ダノf　ト）中にありて判然たる石高赤鹿を構威せる部分と樽岩中に網釈に細微脈を呈せる

　部分と更に局部的に鑛染歌を示して裂舞充腫を全く：認めざらしむる部分とある．此石英脈レ11淡次色

　緻蜜なる峠賦金せすして其次白色粗乱心なるは金分を含有する．鑛記せる部分には辰砂を俘ひ，共

　量梢々多き個所あれど概ねP｝ll位は良好でない1大盛坑は朝日坑内の鑛脈群より南方約40米隔1）て15

　来程度低き虚に北30度西に挿1ぴて囲晒しJ・数條の鑛脈に糊して居る．其一般走向は北70－85度ll醤，

　傾斜北東へ75－8Dr度である．臼之等は幡0．5米以下にして細きは約10糎，中に粘土細脈を挾み，共蠣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　セ　3－6糎にして内に石英破片髪漉するも含金乏しく，前記生倒原鑛山に於ける霜土脹と共成因系統を

　異にする馬のである．樹此附近幾多の奮抗あれど現在入坑し得ざる歎態である．之等乙内比較的新
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　　　　　　　　階
　しき新坑と稔する坑道は殆んど山頂に近き西側に：開坑され4條の幅2糎程度の細石英脈に供する。

　品位高からすして母岩に鑛離歌態を認むるも奥に含金貧弱である．骨岩は石英牲縣岩にして一唖郭は

　頁岩であ多．断騰¢回して掘進を中ヰし居れるが，鑛脈の一般遷内，頓斜，性質等総て大盛抗内に「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　於けると大同小異である．他に別の鯛網に龍生と蝕する鑛賑護離せられゴ現在操業玲であるが，昭

　和5年8月地表の粉塊鑛採取せる下底に露はれたるものである．共鐘幅1米の純然たる石英鑛脈に

　して中に頁岩の破片を多く幌する．醤鑛山に於ける最も優秀なる鑛脈である．

　　　亜に馳表近くの機械白鞘：教鑛床たる卿麟嚇離床に就いて観るに，當聴罪にあけては該下床の．　’

　獲達極めて顯著比して探鑛，採鑛の主力は専ら此方画に号外を麗ける丁銀である．則ち金町石の躍

層鱗型の灘軸擁にして鋤可ヒ髄鋤ならす恐ら峨醗域離於ける代裁調べき例で．

　あろう．故に後蓮；‘‘本論”中に‘‘北海道産金鑛石”の一撃騒として特別に之を取扱ひ，樵討を加へ

　んとするが，滋には輩’に現場の實況を概論するに止めるr當鑛由の地表より以下約6米の厚さは4ギ

　下部に賦存ぜる鑛腿乃至鑛染せる一次的塾生鑛床の莚だしき破纏作用を受けて凝塊鑛となり，全く

　含曝せざる母岩の粉塊と選別の頗る困難なる歌態に根混交する．共分布は郷地：劇中最も型押なるも

　丘陵台地頂上の西部及び南部標高300米以下に限られて居る．表土の最上泣厚さ約1米には植物e（i

　樹根交錯せる疇編色麻まにレて含弾せざるも，駅内に母岩塊片を交物稀に採取野羊ある鑛胆魂石を

・混ずる．之を2吋グリズリーを通す程度に破回し共節’下の品位を瞼するに龍生露天掘薩所にて亭均

　金量20瓦／頓である。壌土下約5米は母岩と鑛贋との醗塊堆積し，鍵表水降下に搾ぴ滲透せる表滋

暉所絞ゆるt，機船態は頗る不断にして1％以一昨鱒縞・；融の翻あるも脚的存在で

　ある，概な高品位部分は際黄白色の粉糊を呈し，共分梅ま一難せる走筆簿斜等は認め難いカ§，大膿

　不規則なる馨捌ノこを示せるもの玉如く籍せられる．則ち下部鍍床の露頭に写野馳する附近に甲羅豊富な

　る部分存し，之を遠ざかれば僅に母岩の割鴇に漕ぴ天水滲透に，俘ひ蓮ばれたる粘土に含饗する欺態

　である．1此土鑛申には多くO．辰砂を随繁し，曾て千分台の承銀甲腐あ夢て樋書法に：て之を採取せし

・事ありしも，局部的存在にして品位の激職甚だしき爲中止せ夢と云ふ。黙して當鑛山内には水銀漂

　と唱へる往時の砂金，砂辰砂採取地ありて地表輝輝は既に古ぐよ爵了はれたる亀のと想はる．“

　　、鑛石製ナ決

　　　鑛碓類酸蹄｝塊鑛と酸性塊鑛との二穂前郷後辮回して多量織詮する・

　　　有贋金騰　金及び銀（金と等量或は夫以下）の警水銀償丁稼行麟的とせぎるも曾て採取せし蘂

　あり）を混ずる．　　・　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　・

　　　管有割物　自然金，輝婁麟，羅銅鑛，辰砂，黄鋤鑛，磁鐵鱗石英，方解石，カオリン・

・　脈石其他石英・カオリン粘土の外享瑞穂施蹴醐に鱗切解石を見るも多く溶解跡である・

．含錨態下翻鞭は搬瞬1嚇の上に含鉾低く，嚇1懸瑚取望み醐し居る状態にレて

上部の原地鞭蜘紳翻祉高舗分渤て鋤勺にも勲回す．而して下三三の獺部に儲

　せる附近に：共走向に滑ぴ概ね帯駄葱なす如きも、匡羅1位は均等を欠く．極めて高葬iなる部分に：あρて



　　　　　　　　　　　　　　　　菰灘道産金津拓の、輔緬難鋤勺研究（1）　　　　　　　　 　・　　　＄5

　　は傘1◎β83瓦／頓即1・◎38％・銀3・538瓦／頓郡α3538％を含有し・後蓮“本論”にて詳しく吟味す

　　べ凌も，概ね微藩中に晒しく堀金し居るを識るのである。從ってかXる鑛石にありて其採鑛は至づ

　　燃易泌酬癖麟槻1億継撫な融融論ずや・燃る晦欄濡鼠鷺糊に於V｝　．e

　　て覗薩姻靴脈騨1する雌だ至難紳ば榊な三三灘て醗耽楡し撒しつ螺
　　回せざるを得ざる不便がある，幸本減摩に回する金粒レよ概して比較上肉賑的の癒のを多く灘するを

　　以て簡寧なる椀掛法にて義金可能なる欺態である．

　　　　鑛石構造　鑛脹散鑛石1ま淡友白色石；英と雪白心拍オ・リーン粘土と交互に軍純なる縞歌構造を呈し，

　　所謂“銀黒。を俘ふ脈ほ返めて局部的細腿に僅に見らる．Xのみである．粉塊は之を水洗して母岩片

　　に靴徽細なる萩榊こ無論山面に硅化せるを認め得る程度にして一般に多孔質論功なる鑛

　　眉の枳貌を呈する．　　　　　’　一．．e　　　　　　　　　き

　　　　骨岩鑛脈の1轄は鋤讃翼嵐塩払質砂岩，力刺ン化凝荻岩，石英濃礪岩及び三等の角礫

　　岩にして概ね凝荻質にして且角礫状を呈し著しく揉まれ疫る欺態蓼呈する．而して盤附近には先づ

　　カオサン化作用行はれ，亜いで硅化作用を受け，前岩のみの部分は軟質にして後者の加はれる部分

　　は磁質ある・二面が繍既£裏醐然と境され居る鰍を見る・地表近くの繍は頗る多孔質に，

　　して大恥酌1米角大のものありジは概ね硅化作用を薯しく受けSeる一見鑛石の女瞭相貌を呈し（含

　　錦戯劣），1御「1嚇！臓の襯購る鋤形の高島多しく，樋て雛なる醐1伏を示す．而

　　して共岩種は多く角礫舞にして風化に堪えざる凝荻質の角礫が除かれて貰岩，砂岩，’石英粗濡話の

　　角礫のみ騰存して多孔質、となれ影が如く見受｛ナらる．

　　　　姉妹岩脚蠣には眉鄭L離｝ωソイダイト〉以粥誠蹴ε獲せすし℃，附近の鎌床との關係’

　　に於bても本岩が姉妹灘ll遡二二たる事疑ふ無地ない1記しで本器は二二勝に於いて流紋釈を呈し

　　3馳の箇所にて1麟甥版示さざる蕪斑晶（肉眼自勺）非顯素質なるあり，或は斑晶質なるあり，更に破

　榊1されて後硅化作用を受け角礫岩を域せるありて其二相千二二化均等なる露｝：残を見る窮寧ろ稀なる

　位である・岬こ灘鉱山ゆ西方後添梶蜘」に於いて明瞭に其櫻を縢し得疑ζうにして同

　　蝋岩糧の随所に異相を現琵霞せるものである。

　　　腐金概略　　・　一　　・

　　　隷鑛語漏山は専ら機繍勺二次鑛床を露天｛覇を以て採鑛すると共に地下鍍脈を抗遜掘にて探鑛

・’ ｵつ工採鑛を特ふ。共主力は出費に注がる．N傾向を見る．

　　　選鑛粉塊鍵ゆf蛸一粒手選する繊石の翻燃上蓮の如意面面めて園難にして殊に一

　冤瀞嫌のものに飴，蹴高舗れば常ゆ腫回し分析夢鞄礪の設備を以て翻し居る．又浮

　避選鑛の試験曲操作pl．iであって共電果は期祷さる．　・

　　　製錬登泥青化法によ1）製婁三｛ミしつXあるも鑛石粉を或は愚器粉を彩しく混じ居れる硬，軟幌

　交鑛石なれば普通酸朧塊鑛と多少共趣を襲にする。而して欝地域の金粒は後述の如く概して比較上

　徴細ならざるにトラック分緻機に入りて120メツシユ以上をボールミルをこ戻し，澱後に全部120メツ
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シユ以下に粉潤し居れるが櫨過槽によって含金銀液を溝澄ならしむる准どに容易ならざるが如く，

　　　　　　　　　　　　へ鑛石の性質上特別の槍討を必要とすべじ．澱物より精製されたる地金は金500銀300程度の割合に「

して之亦北海道産金雫石に於いて珍ら」き例であ昂．

　（7）矢矧鑛山（赤司初太郎）と其金曜石

　　位置　北児國紋別郡生田原村’
　　、．　　　　　　／

　　響町特殴山頂に近ま採掘中金置石峨“隆轡型・，酬生覚ゴ鬼鑛に倒し・後導隆尾蜘L薩i金外層に

極めて酷似する．則ち平熱フ一生裂舞充褒鑛脈が共生成前後数回こ亘る断謄作用に因って自然破葬さ

れ疫る断層角礫精に形成ぜる脆き鑛石である．含金品位は着干彼に優り（挙即金10瓦／頓），銅を混

じγ下部に干るに從ひ典量を櫓す傾向が認められる．而して．由下の河床近くには鋼，鉛亜鉛を含む

鑛賑露頭あウて貝下鋭意探鑛中である．其鑛石は黄銅鑛，斑銅鑛，藍銅鑛，罰銅鑛，輝銀鑛，方鉛

卿i，塗壁鉛鑛，黄鐵鑛，赤樫鑛，褐鐵鑛（二i家成），石英，線泥石等密雑し，山頂附近の金鑛石と；著

しV湘異である．上下の鑛床は現在遮絡あるや杏や全く不明にして今後の探鑛研究に侯疫ねぼなら．

ぬ歌態なれど位置，地形，地質，鑛床等の條件は必ずしも各々別個の存在とは干せられす，寧ろ同

系統の車部と下部の墾化と震緻され遊だ興味深く憾ぜしめらるるのである．彼の秋田縣尾去澤鑛山
　唖

下床の上都物置石英脈管石と共下部含銅，赤鐡鍍，線泥贋，石英鑛脈鑛石とは夫々著しく絹遠かれ

る性歌を呈せる例を想はぐ蒲來に期待するところ頗る大である．

　　塵地概・況・　　　　　　　　　　　　　　鼻

　　地理上生繭原騨より南西約10粁にて鋤山事務湧に蓮し，即興道路李坦にしてトラックの交通

自由である・採鱗現場は之より更に南画約2粍高距差響300米，探鑛見張迄トラックの往來辛じ

て可能なるも，頗る急回路である．而して此附近一塁前言疎方の北ノ鷺蓬峰の地平と大いに異

にし，彼の野馬なる丘陵台地たるに暫し，朝地逗は極めて峻瞼なる地貌を皇する．

地質　北ノ王方面と同系の新第三紀砂金澤贋獲達地域なる魁域内にば凝灰質角礫岩と頗る廣範に

亘れる石英粗響岩の班獲潔び溢入を見る．而して此石英粗薗岩には薪跨二種ありて，癒表近くに柱

脚晒する騰質の�ﾆ鞭なき緻噸の四分潤る該者に開脚野生噸臨（蝋
部送獲且協，鑛床を胚胎して母岩たると共に姉妹岩なるべく認められ，前者は壁床生野後に甦獲せ

るものエ如く，爾者の接する部分は断言を以て境さる．此噺贋も亦鍍限生域前と其生成中朋と共以

後と少くとる三大別され，各解）時期に於いて夫々活動の程度を異にせしが如くである．則ち之等

を鋤姓野曝暫して夫補欄，・1棚及び衡撃墜と穂すれば前雛曙難の更に其以前第三糸己時代

に於いて凝次質角礫岩を構排せしめたる破館作用等あり悟る筈なるも，大なる不承績線：或は帯を生

ぜしめざりし模様にて，’室隅は概ね閉塞し鑑せる欺況である．然るところ該断贋作用によって裂舞

は蹴され・之畷初ρ鑛脈礪獲床蝦し・期1紳鵬動力噸三三「陀歓部分辮して後に

も鑛液の充三三はれ，最後に後期断展の活動となり地殼蓮動は術旺盛を極めたるべ庵察せらる．但

し前述北ノ王鑛由：方面の如く，地表近くの破檸作用は鴬出に認められすして，共濯動i勢力は専ら断
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下面間の馴繭礫及び獅二の濯榊作用等瞬解懸れたる脚晒iを認めしめる・

　　鋼僧階近鋤瓢≒同時期生域と離さる嘆熱雄裂蹴鎭鯛莞ミに労し注脚條・北35

度束の走向，南爾へ60度の傾斜をなす．目下鐡押坑道にて知り得る延長約400米，傾斜に澹ひ約

305米．鍬幅ば0．1一？．0米の聞である．上町前期門川の專ら上盤際に潰ひて生ぜる裂簾を門門に上

昇せる鍍液が興野示して誰に固結を緻庚るを中期断贋作用によって破檸鵬腰れ，之を拠錫i

継甥せ磯液によつ硫殿融口き棚疑る構造婬する・か＠女眠して鰍せる郷賊叉

共鑛脈の概ね上盤に沿ぴ或は局部的に鑛脈を極めて鈍角をなして斜に切る後期断贋・によ，り破辞され，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤへ　　　　　　　　　　　　　　　　　
鑛右の大郵分は輿飢に小塊鱗として産する．而して下野の上盤の母岩は凝友質角礫岩謀るも下盤に

は前期の臨層角礫及び多ダ鑛染され居る漸贋粘土附着し，之を隔て開門石英粗画居を見る．以上

の門門は二三脹と築下せる走向巖四型にして，鑛賑の野冊前後に殆んど同一掴に沿ひ地穀蓮動頻緩せ

しを物語って居る．支鑛脈の東端には爾最も新しき後期断贋添之を鋭角をなして切り，魏漸贋を隔・

て評判期石英粗薦岩出現す．則ち現場に於いて大切坑道入明より坑道貸下雪靴1こ節理著しく嚢達せ・

る新町憎憎粗画岩にして庇物入約300米にて最も新し邊駒1暦に會すると同時に鑛脈の東端に達しヂ

之より鐘埋坑道を進め探冷しつNある．爾第二大切坑道以上30・9米，45・6米，94米の聞隔を以て夫

夫第一大切坑，中切坑，：一隅坑にて：本甲（一番鐘と饗する）を既に銀1甲し居る外，一號坑及び中切坑

に魔二欄及び三隅妙見し，探回申であるが膿でない・之等の鑛脚覇在智璃弼孝のllレ

頂附撃て搬せら据るが，弊ジ乏より8・米下部噛入坑灘縢し課鎚紳毎る・

　　以上の金野脈の外，硫化鑛物を影しく棍する鑛床を山下海抜280米の河床野並（山頂鑛脈よ1）　tw

3轡◎米下部）に露頭がある．其一部は既に往時採掘し費興せりと言はれ現に河中に水波せる讐式竪坑

の跡がある．此露頭の一には劉門構愚を呈ぜざるも明瞭なる鑛脹歌を示し，金，銀，銅，鉛，亜鉛等

を含み・中幽隊として野州るべき種である・野州は難8鰍脳され1期難畷脈と
して｛　・№?し得る確實なるものは東一西走肉延長上に5個所，他の2個所のものは之と李行せる各々

別鑛脈の如く，淺心綱所のものは之と殆んど直角の走向を示す，期ち今のところ少くとも合計4條

の下腿の存在を認め得るが未だ1條のタトは畢に辛じて露頭たるを確めたる程度にして今後の探鑛に

淺され居れる現歌である．而して共1條の漣績せる興野として推定せらるX一部延長約5米程は鑓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗
　　　　　　　　　　　　　　　じら
才野中にして，脈勢極めて旺盛である．、幅概ね2米，其内幅1米には金肥物豊富にして金，銀の外，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬
黄銅鑛，斑銅鑛，藍銅鑛，拙下鑛，閃亜鉛鑛，黄陣門，赤鐵鑛，褐繊鑛〔詳次成）を見，腿眉はそ1莫よ

り寧ろ緑泥石多く宛も秋口縣尾玄凹凹由脇町眉の如筆外観を呈する懸かくの通り臥【頒鑛床と出≠の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　

夫とは鑛灘於いて著し諜異あ御間換の蜷・凸形・地質並び畷聯態より推測ずれば互に

全々無麗係にあらざる如き感を懐かしめられる。但し今直に之を断言し得べき確讃は見繊せない．

然れども将來に回し大なる期待を以て探鑛を進めて可なるべぐ，且寧ろ山頂附近鑛床より以∴hの慣

値を下部に見出さんかと筆春は豫感ずる．唯今迄嚢見せられ居る露頭な何れも既地方河川地並或は
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置

共附近に靭て之等のみを探掘目的せば排水其他採鱗上の困難に忽ち1穣まぎるを碍ぬ・疎に之等を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩

／
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考慮しで更に上位澱に存在すべ紫三三乃至由頂附近の餓床との闘係等を擁討する（ρ要ある現況で毒

番，

　　鑛石牲駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　．　　　　　一

　　二四種類　酸性小三二と　P｛：1性三三とある，前者は純然回る金鑛石として∫｝文扱はるX種にして岩

粉糊移蝦畑輝質の“隆尾型・灘鰍蠣妬儲醐ご働擁しき鈴、銀銑
三二ら銅概して稼行謁遭種にして萩，線繍i・街灯豊田絞ゆる融澤型郷であ

る・　．

　　窮慣金属金銀と別に銅を主とし金，銀鈴軍鉛を副産物とするものみり．、　　、1・

　　含有鎌物肖然金，輝銀鑛，濃紅銀鱗撒同鱗黄鐡鑛，石英と溺に自然金，輝銀鑛漕離搏鑛，

灘騰鉱，鋤弓鱗轍搬，方鈴鑛，閃！聯鑛，門門，二丁鑛，嫌概（後…幻日），線泥石，；習英等

を含有する．

　　厭石其他　石英及び慕粉，岩塊（線色石；英釈爾岩），別に絵泥石を主とし，眉莫を從とするもの．

　　含答歌態μ順附近石英蜘厩は含金比較上劣悪ならすして三階鑛石に7一＄瓦程度，富鑛帯は50

瓦町va　20．◎Oo瓦（2％）に達する高齢位がある・かNる富鑛帯は鑛脈の上盤側豹10二幅にて上盤に

滑へる㈱〒贋と三二して見られる．共肉眼的に金め見得らる曳部分を四鏡すれば輝銀鑛の勢開聞に鱗

　　　　　　　　　　　　ラ
片駅を呈する．是二次的二二作溺め産物である。鑛脹の下盤剛は概ね軟溺に’t一、て且含金品位極あて

劣る．未澤上下部の蘭係不明なるも，下底に於いて銅鑛脈との蓮絡あらば興味深きものあるべく今

後の探鑛を期待する・俺下部門門石の一塊の分搬課翻4％鉛20％，磁脚％憎しが是概

蜘邊ぎ札て簸探鱒銅の撒麺｛めて銀な沸石を三下硝整である・　、　晦、

　　樋慧　一部謝稻縞歌なるも多く敬碑され，其闘隙に叉鑛液充鎭せる復：雑なる梢造を呈する．

　　母岩下甑の上下盤ま凝味質角礫岩往々下下に欝石門二三働鑛腿の母岩垂ま目下薔石英粗面

岩のみ見られる）．

　　姉妹岩　鶴石英粗面岩である．

　　採金概略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　tS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　三下上向階段掘にて専塩手掘（機械掘準備rli）・

　魁輝竣　三門鱗　　　　　．

　　製錬其他陶家製三略鴛有せざるを以て三石は金部國寅鑛山及び小板鐸i山の乾式製錬場へ三門・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　（8）隆尾鑛出（栗林徳「）と其金錺篭石

　　泣置ド北見國絃別三生碑原村

　　鑛石特臨麟三三麹1畷にして外灘，丁丁鋪倣施て著し倶縄2毬の鑛石雄

する．其一種は大柄縞歌筑白色眉英塊鱗にして後述千嶽鑛艮爾鑛石に一見相似疫るを以て假に之を

“千歳型，，酸性塊鑛と呼唱せん．他の種は母岩の敬片及び岩紛彩しく湿交し，之等を曙禰色石英にて

硬纈る醗鰍並び噸圃杜三四に抽舗せ礪醗賄の燃糊ミ雛1にして之を“隆尾



　　　　　　　　　　　’　　　　　dヒ海道墨金鑛石』め確固地墨て墨的研究（1）　　　　　　　　　’　　　　　　3s

　型”酸性塊鑛とll災稔する，往々黄銅鑛を交へ，含金畠位三春に比して極めて高論である．一般に銅
　　　　ゆ　　　　を

　鑛を多く混ずる當ljわ寧門下は捌外なく二丁率も三って高く，前記蟹三二鑛；i；’に於け：ると」七三共通の

　傾向を見る．　　　　　　　　曝　　　　　　・　　・　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乱　　’
　　　’廃地割況「

　　　地課，下生国原騨より南酒々約5粁にて下山譲務飯（高距170米）ζこ盃る．∫三三仁建布川に溝ふ

　胤ど罪なるトラツ樋路通じジ交葺醗1軽ある・穣鰯鵬勅ρ棚下る鋼1蹴形卿’

　心底部に位し，共烹方li：陵地帯に鑛床分目∫し，主要坑々撚迄夫々400米にて蓬し得る．

　　　地質新第三紀紗金澤1醗の三野約下榔に網干する頁岩，凝次岩ξ著しく獲建せる流紋朕斜長石

　英粒面燐及び丘陵、上曽下に板門飾礫を有する輝石安山岩の滋獲滋干せるを見る．流紋階下：畏石英粗麟

　者は當由に於いて鑛癖の縁岩疫ると共に蓮響岩にして極めて重要なる尉鍾である．鑛二野蓬附近は

　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　硅化作州を受け堅硬旦轡なる岩質を承し，鋤果遠ざかるに從ぴ，硅化作用を歌1き籾懸婆轟となるが故

　に探鑛」門門にして磁下すべき薯覆である・本門は北見一糊蜥三曲はれ，下編金鱒ミと密

　斜なる俳門を有するを以て第三篇“本論，，に於いて他の地匿と共に特に詳論せんとするが，魔に當

　山及び衡o丁丁鑛叫に於いて最も明に擬察し得て爾山相當の遠隔の三二に存在するに；陶らす共瀧せ

　る藍歌を呈するぱ極めて興味深きものがある．、輝石安由岩は鑛斥生成後之を一部にありては切りて

　思入し，他方虞を被回して厳惜し，寧ろ経濟的に障害を及ぼせる種にして蝕に之を多く語る必要を

　認めぬものである。

　　　鑛床　淺熱承古裂舞充憐￥：洪学僧に厨するも，前紀“鑛石特［生，，の項に述べし如く，1籔暦角礫

　．岩鎌の“隆尾型，，酸性塊鋸と假肥せる鑛灘を塵するは當由に於いて特筆すべき鑛床である．隣”下野

・脈は5條欝終れ凹凹｛＝のもの2傑締lll二二及び醐・餓樗する・仁田布m．k一流の門門挾ん

　で四四と枡に互にユ凹して捌嫌灘し・共に閉門60麟・傾斜南へ6q飾膿を示す一’

　r納脈幅は踊t醗にありて1米，昭永簸にあ’）1て0，7米。李塩劉立夫々金25瓦，銀120瓦及び金8

　　　　　　　　　　　　　　　　　琶
　瓦，録40瓦なるも，富鑛帯中特だ高511罪なる部分は彫均金500瓦，時に金2，000瓦，銀10，GOO瓦

　（‡％）に達する．銅鑛を俘へば例外なく高品位なる事前蓮の如くである．但し富肌帯の帳は5糎を

　出ですして且地方水準近く或は以下にありて携オ供他探鑛に不利なる歌況にある．而して一般に當

ザ燃地形上蝉馴・の鋤ミ獣な醐籠机そ暴ざれば耀湛だ灘に厭ぬところである・

　a　噺層角礫岩様の鑛眉産歌は栂：尉疫る流紋歌斜長贋英籾爾岩（罫1岩及び凝三尉の部分もある）が三

諦雌噸鵬概翻の爲・平織髄鰍購脚融幣1販回る郷沸記し・　｛’「・
　田布川筋に向ぴ箭糠1：坑口附近にては南方へ，昭永坑難附近にては北方へ共に50度以上の急斜をなし

　宛も向余i構造を示す．而して本岩の圃結等時墾鹸を保てりと想定せらるN部分は殆んど流紋厭なく，

　泳繍伏の膏険は多少暉哲ら轍斜せ髄見る・樹粥の厳獲働酎もなく勅暉動の開始せるを物語

　襯叡して雌蜘翻徽窒行齢燧に嚇㈱を灘し訟絃1酷塊瞳切方陣攣阻・
　岩紛ゐ縄交して一種の角礫岩を形茂せ夢と認めら器砒儘に存すれば前蓮の詫ノ王鑛由方醐壌表近



　嵯0　　　　　’・・　　　．　　　　　　脳　　冨　　忠　’男

　くの多孔質岩塊片の堆積せる檸暦歌（一次白勺鎚著1ネ三生域後）を呈せるならむも，當所に：あρて辱先づカ

オリン化作用に亜いで硅化作用著しく行はれて硬結し前期の（鉱床野冊に即し）塁壁を生じ・叉裂鐸

　を四域し，之等に数次に亘れる鑛液の充填ありて鑛脈を完域せる濠るべく信ぜられる，かくの如き

角礫岩は榊弓鋸の上盤1下舞窪は破陣されざる石英粗面岩）及び昭永鐘の上，下盤に明瞭に看取し得る

のである，而して鑛脈の上盤に滑ひ後期（鑛床生賊に蜀する意）脚劇渓二次的富化作用に影響せると

馨大なるゆ恥く藩鰭は之郊付随して難し・鱗欝新齢鐘と共蟷山に期る主’
要なる鑛石を提供する．又鑛脈中数條の細脈に上部に向って分岐する部分は極めて富国部を形成し

「種の“落合旧称麺題すべき働↑である・大柄鱗の甲声族の“千歳型。酸岬町と欄奪
　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

せる鑛石は普通の所謂“花規鑛脈管，，に産し．量に於いては前者に比して大なるも，晶位は彼に比

し蓬に劣り，黒色の縞は翼の“銀黒”に非すして微粒黄鐡鑛等を含める僅に金銀多き曙艶色石英で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
ある．

　　難問性歌

　　踏石種類・“中尾型，，、酸性塊鑛ど環帯せる騒贋角礫岩檬の梢脆溺曜次郵駅石と，亀“千歳型至，酸性

　壌鑛と呼べる大柄縞厭雪自色硬質石英野饗とある．『

　　右債割書　金，銀の外少量の銅三下稼行に値する程度の量ならざれども，下部に於いて塘加

の傾向がある）。

　　含有呼物僧然金，輝銀鑛，濃紅銀鑛う黄鐵鑛，黄銅鑛，斑銅鑛（極稀）及び石英．

　　脈石其他’“碑型・越州鵬に章颯師菟‘隆尾型・馳駅鱗に鷹雄蕨が購塊片諸

粉を硅化硬結す．

　　含金歌態　一般に含金晶位優良にして殊に富鑛帯の部分な極めて高三位なるものがある，則ち

！ド雛10瓦・銀1000‘瓦，里離紛鋼000％銀10，000輝輝にして下離藤を混じ來る暉

　夢愈々潜性率を糟すは注目に値する．’

　　鑛石構造鑛石は二種即し得る事前蓮の如く，共一種は“制裁型”酸性開聞と假晒せる軍純野

草の紋由美麗なる塊鑛にして，弛の∴種は構造不興国界溺なる一見角礫岩檬鑛石である．後者は當

一山特有の黒眉構造として注目すべし．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　母岩　即下瓢響岩及び同質角礫岩．

　　姉妹燈　石英下面岩．

　　；齢三略　㈱・　　　　、　　　　　　　　4　・…一

　　採鑛　上向及び下向階段掘，一部シユゾンケ・一　Y，「興野，機械採掘併用．即して今衡ll鑛馨探

鑛は地方水準以下に及ばざるを得ない。

　　撰鑛　大塊は大割砺　クラシャーにかサ簡軍なる手選を行ふのみ，

　　製錬共他鑛石の儘國富へ費鑛，年産約3500頓程度．
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　⑨鴻二二二三（株式三三三友本鮭）と共金上石　・、

　　位置　北見國紋別郡紋胴田丁

　　減石1四生山高匪裂舞充鎭二三．に記せる酬生大塊鑛として，叉局部朗に霞然破晶質中塊鑛とし

て産する．大回鑛として回するは二二縞欣構逝を呈し，厳に記する「鴻之舞型」に属する．銀鑛の

外二三雄に濃る二品英にして，喰金頗る磨なるものがφるジ旧記金石英は鋤て堅硬な

る比較的低温ならざる完発結鹸質にして，淺熱性石英厭としマは常呂鑛ほ1の夫と共に三道に於ける

最深部比較ヒ高熱二二と看徹すべき種である．則ち此地方基盤たる中幾代岩鷹へ直に記せる最下蔀

新第三紀基底礫岩，砂岩並びに甦を及び凝次岩互1酬・吸び安山岩，不1隔心瀞1・1の鼠舞に概ね安由

乱言火域岩に關記して焚達し，信金歌態概ね牢均ぜるを特徴とする．中境鑛は上記の鑛石内局部的

に蜘初爲繭鰍石台駐受けたるものにして漏話物殆んど瀬準離され，鮪轡駆唖

英塊を示せるもある．叉ヒ次富化作用にて記紀富鑛部を形1或せるは露頭及び脚爵附近産に多い．

　　産地概況　1　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　（鴬鑛山に就bては幾多調査資料あ）iて，既に衆知の如ぐなれば敏には箪にチ璽概要に止める）．

　　地理細へ至るに2路ある一．1鰍別騨よ漉酌30粁・元繍論功23著・F，モベツ川に

階へる平坦自前樋両個下之と殆んど廟礼マ髄血中）叉他は油滴騨妙北方22粗大牛

謹曲せる急坂）の之亦捺応急通路にて鑛由事務瓶に蓮ナる．同事務所は鑛山の大骨豊串’ひに在1），鑛’

床は晶晶の急峻段僑圭購に獲淫し地形概ね無丘瞬嘲の相貌を呈する。然れおも亦中心を南北に

流るきモペツ川は其流域に縮當の『隔地を作鉱建築物募．馳の方臨設に便にし幽静二宅，飯場，學校

病細魚難して＝旛肺の霧毫鋤る・器材・鋤舗鋤」1と燗晶晶富山岬山にて運脚

る外fトラックの往復繁く，南北急雨に樹する交涌極めて便である．

　　地質新第三紀頁岩及び二次岩の互層と稀に礫濫砂岩を共下部翻ミみ，石英1踊1岩だ郊階，

玄武岩の獲蓮を見る．河川底及び二品緻のi中積麿及其上位の洪二二も襲だしく厚からすして，岩骨

の妬心は寧ろ不良でない。但しμ1上は概ね悪V・，

　　雌域の第三紀寵三線騨齢旗露附記羅Y・ldia　s・を琿し醸二輪よ二二

漏蛭る酬にT・r・・坤s・無論，二二二三により耐ビ見地方纐往綴畷榔たるを

決回し，之を鴻之舞晶群と命名し℃更に其内の下榔を砂金澤JE’“・・t上申儲を上モベツ贋≧呼ぶ窺どし

嘱る・（噛11鵯月忌二三糊賜報告第六蹴測藪而して三三は蜘の幅客隅瀟
附近抽llとして北払方にあ！てtiit北30－80度束の都L　25－55度南へ傾斜し，該：lisliの再棟方にあ／t

勢ては北4σ一45度西，・20－24度北の傾斜を示し，こ瓦に一向斜構遷を形成して居る・而しで証ヒ地鱗’

四近にはモベツ漸騒外幾多大小断燈明達し，勉塊の攣動熱々著しきものがある．然れども三等は鑛’

瞳回して之観燃しめ域醜質三三だし燭麗しむ欝の被害襖へ外て・徐
鮫脈と殆んど：璽走せるありて所講走向繊斤鷹として二次i舞勺富化作用に大bに役立てるは寧ろ宰と鷺は

ざるを得なV・．　．
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　　當地域の頁岩は師友色乃至黒色緻密質にして概ね硅化作用、を受けて極めて野寄なる部爾がある・

殊に冷床附近は著しく；爲に申世代以前の夫と酷似し，屡々見導者をして誤認せしめる，凝荻岩は

往々竪緻なるあれど・一般に軟男親瞬にして・角礫質なること多く■｝誠・灘・嵌狂騰緑・

甲線等漸蔓的に：多腫多檬を極める。礫岩及び砂岩は頁岩，凝画筆と互配して，、當地域新潮三紀履最

下底部に其量を増し，或は漉交して泥質含糊砂岩，凝荻質含礫砂岩等を形成するも，鑛床母岩其他

に關係乏しく問題とするに：足る；忍野でない．

　　火成掌中，石英搬響岩は最も注意すべきものであって，（a）ネバダイト型石英魏藤岩，（b）開通

石町酷（・）糟糠紋岩，（の多孔蹴門門（・激噸流紋岩（脚餐岩，隔岩，眞珠岩等）磯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な多野配球組織上類別し得る之等内容の諮蹴本論確全働に纏めて言附する覗するが堕罪の

溢入，鎚獲當時の深淺，熱，等等の條件は大野ヒ記（a），〈b），（C），（d）及び（e）の顎位と認むぺぎ産歌

及び性歌を示して居る．期ち（a）は專ら岩脈として鴻之舞層を貫き，唱其調縁岩暦に姫かなれども熱

作用を輿へ早る形跡を呈して自らも亦冷却凝園の際の見纂な一等伏節理の護達を露虜せる部分があ

る・其岩質は径2粍前後（稀に5伊野）の石莫粒並びに長石類（多く正長石）の斑晶著しく風立ちて

野冊斑岩と労せられし事ある鍾である一尚之等の當地石英粗面岩中地表に見得るものとしては比七

子最も深く，且熱，歴共に高かりしを想はしめられる．，・（b）は主として回附嘗め産歌をなし，前記ネ

バダイト型と流轡型との中野性と看倣し得べく，石英粒等の斑晶は皆一個月樫2四丁Fであって溺

に茅門がなib・（・）は畝瀦（b）と瀞1胃壁縣にある馴8薩尾鯛1供他蹴ると郵醐1批

て・常燃岩瀬地を㈱し且分布範園極めτ帯く，彼妙轍璃質の量轡し・斑昏乱くな

るに反して微球顯が流理に從ぴ配列して縞歌組織明瞭となり，箇々の摸隊と色彩を示し，頗下野化

に富むものがある．（d）偉（c）の調縁部及び其上位に宛も暦理を呈せる如く台地に熔岩流をなじ，硅

化せる部分はよく風化作用に耐え，石地次白色に水酸化鐵の汚染せる帯黄橘色なる部分は遠距離よ

り望めば「見石英押型の大露頭の如き絹秀舵呈する・而して此硅化現象はオ稽削豊の最後1離の分

泌物たる胡弓硅酸溶液が侵染し，3ζ其野州に滲出して微細なる葡萄歌，腎臓歌，球三等各国の形態

を墳ぜる蛋白石或は玉門質石英として沈澱し，若しくは細網歌に纏裂を充鎭せるのである．同現象

は前習（c）にも局部的に見られ，鑛業上注意すべき事實である．（e）は流紋署の獲達する地積の随所

に多く縛石として見出され，稀に岩床歌，熔岩流をなして畿兇さるゴ事・もある。其岩質は或は黒輝

岩として，或は渥青岩として，或は岬町岩として，華押莫，黒雲母等の斑晶を認めしむる数脚質岩

として組織，色彩等極めて多種多様を極める．就中黒曜岩は概ね縛眉として騒礫をなし，斯謂十勝

石の名を以て採取せられ居たるが，當地域外の南東遠輕町に近接する方面には而白き縞脚莫様を呈

せる岩床として岩盤をなして露串し，前記縞欺流紋岩の一部にも樹木の四目の如窒あ参て共に相當

大材の装飾石たらしめ得るものがあ葛．之等石英三身岩は更に鑛縁謬上極めて重要にして且興味あ

備岩種なる故，特に注冒すべきであるが，北見地方全般に亙りて嚢達し，各金鑛石産地に關聯すれ

ば本論に詳論する轟とする．　、　　　　、　　1　　　　　　　　　　　　　　　・、
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　　　旧地域内に嚢濾せる安由岩は大回して黛種に分ち得るが侮れも現世ゐ火由膿形をなせる最薪期

澱蘭ら外て・訟り醐の筆蠕系嘱する繭して辮鵬たる靭て少くとも郷蝋
　以前に存在せるを物語9，或は蓮鑛器たi’とも信ぜらるxものあれば，肇術上のみならす二業上に

も注属すべき衆纐である洪（1）三三安離｝にして，（2）腋輝石知回るが・之等釧響遭総

　色澤二二歌極めて多種多様であって，五に相交錯する三態を示して居る．①の石英安山岩の分布は

　　　　　　ゐ　此較的小猟域に限られ，熔岩流落しくは岩脈として蓬奪，灘入し，外翻及び顯微鏡下の内容に旧い

　て少くとも4型に細分され得る．叉（2）の衡躍石安山岩の分布は廣く，熔岩流若しくは繍脈として獲

津し鋤納獅に嬬1了二二る・之等の謙臆糖遊蝶誰繊三階獅喉に琴鰭指導の法高

　橋哲彌外3名の説蓮あれ罧こふには蜜略するも・同記事内にありて訂疋を要すべき黙に就き繹明す

為・購三三系獺が艦己蕨価糊駒歓澱せる蝋記1蹴あるも・當嬢鯵囎斯
幟鵬に撒灘懸三岩に及べる概受けらる・・のである・然る囮ヒ髄鰍に亙りぞ齢陳

　整理検討せぱ果して然るや問題は倫残されて居る・故に後に本論中之丁の三二は吟昧する事として

　　　もド
　保留し麗張回しgr’C玄武岩は北見一瞬1の高下200米以上の高台地に極φて丁半に亙れる熔岩流の一

獺分であつで，隔離は之が伽に｛三二律るもの8・域外に回暦せるものとある・又蜘1の北

舞瞭力約30粁を三つる華捌嚇醜の画側に高翻鋤米二二山なる郵凄畷の山塊をなせるあ

募て，恐らく該爆沼本岩が毫三三と看倣し得べく叢鯖は僑じて鵬・献岩雌艶野瀬・

樹聯1鞭回して・熔」i｛｝流山陣第三紀灘勿論安i膿系類・蕨締階系類の常に雌織

、り，鼠鱗姓ノ1・似後畷回せる事も・n三に明確である・椥こ以上の外畷瀕と共に孤に働1彊樋と

　されぬ二種に回する．
　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　喫鍋剛之難弩弓蓮鱗と諭して謀噸ほ幌肪叉繭二道藪中託け確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げへ金雨曝準麗なり，夏購難も認めらる耀以て，二上と購畷業上記に詰論すべ
謹であって，鯉戯主の凱鳳り旧記鞭、に取扱ひ三三壷｛妬のである．加穂味に旧い

　て本論中之を特別に詳蓮し，と玉には以上大要のみにjしむる事とする．　　　　　　　　・

臣　　鑛燦　當鑛由の二二に京竜いては屡々採鑛方面の丈書に或は講演に公にせられ，既に多く衆知の、

　如くなれば，戯には特に三春が新しく世の注意を促し旧き諸黙のみを略蓮する事とする．

　　　鑛床は巖も普通の斯謂泥規淺熱水性峯芝糠充撰石英鑛脈にして，目下稼正中のものは11條，探鑛

　中のものは20條以上に達する．今回行中の11條に就き，夫々走向，傾斜，走向延長，現在の最下

　底迄の深さ，三二，最大縞環を表示すればi爽¢）如くである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　鑛　蕨　名1走　向i傾　磯　麺　長　深　さ　輪　良’1大最醐
　　禿　　1エ1　？fsc　鑛’醒こ　　1　　曙ヒ55凌繭　　　　　　56∫蔓粥　　　　　　　450来　　　　　　　　240　＊一　　　　　　　3・5来　　　　　　　ユ5・0米

　　第　一磯　茎獲　誘ξ　2　雇瞬　　　　 ；茎ヒ70ノ歪芝1蕉『　　　　　S5度；護二　・　　　　　6001壌三　　　　　　　150♪に　　　　　　　　4．0；暮ξ　　　　　　　　7．0来

　　岡　　　　　　　　　魂夏慶　　　　護ヒ70ノ蔓戸曝　　　　　　85／蔓1護ヒ　　　　　　　400鍾∈　　　　　　　150－k　　　　　　　　4．0遷ξ　　　　　　　8．0来

　　同　　　　　5脈　　牝7⑪度両　　　85凌北　　　　250蕩金　　　　150米　　　　1．0来　　　　2．0乗

も
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1

論「蕨「嘱… ﾙ’向陣　斜延　長
第　二　鑛　床

用　三　鑛　確

倶知安内2號坑鏑

飼

同

綱

5號坊鑓

6號黄熱

8號坑鱒

三王坑本剣鑛回

覧

北8◎度両’

；iヒ70度両

牝50度東

壕kSO度東

iヒ50度束

論35度東

北80度閥

東一瀬

50度爾

60度南

eo度牝

55度詑

55度北

5δ度北

60度爾
55覆粥及
び73度北

婆80来

．o，Dr　oth’〈一

螂※
1400M5

150来

150来

2GO来

姦0坐

濃・i編．亘⊥麹爾
’脚琴∈

：不明

エ30♪｝乞

違00来

12eNt

100来

エ50来

王82来

5，0来

2．0来

0．5来

10．o来

2．5米

2．0来

2。0来

3．3来

13．◎藻

4．0来

含．o来’

30．0来

3．0来

4．0来

6．0来

8．7来一

　　　當地域を鑛由中央の南北に縦流するモfツ川と1鑛山事務所を流心とする東西の感想線とによ’

つて4回すれば，之等鑛豚の獲蓬分布は劃然と別ち得る．測ち乖山本鑛床乃至負写三鼻面の6條はモ

ベツ高富側の南部に互に概ねll徒して群在し，倶知安内2號坑鋸乃至同8號の4條は同規西側の北

’部に互に離れて非弔～行厭に季技在して日下のところ交叉の忌日をも示して居らぬ．而して元山第2脹

以下第5脈等の荊苛蜘麟は元艮体鑛庫（無識髭L体脚よ臆力・後婬．南方狐鎌瀬襯網的の

坑道掘進中偶然新しく褒見せられ嚢に品等を元山新品と総漏して居允が，果して虚妄の下底は本

論床の根部と連絡する油団にありて，親子の漏壷に分岐せるを示しつXある．倶知安内方薗の鑛脹

等も或は互に面面を児出すべき秋扇るならむかと想定し得る．然れども三王坑本鑛床及び之に附随

せ幽囚はモベツ川醐例肪に全く　隔て別継なして賦存し，以上を面輪勺に考察するは不心

理である．されば之を除けば塩部元日鑛床群と北部倶知安内面床群とに大捌される事に：なる．前者

乏後者との代表無二は其規模に於いて夫々元山本島床と倶知安内第5號銀にして，從來の産金量亦

爾横綱格である．其他の鑛脈は温床獲高話況より観ても之等爾代表鑛脈と宛も親子或は主從關係に

似たるものがある・赦に晶晶菱床と働綾内獅』 f1とを郵比して・地質關系との㈱蔭式みる

事とする．然る時，極めて興味ある事實を知り．得るのである．恥ち當地域の新第三紀厨は前婦の如

　くデ鑛山の中心部事務所附近を軸として南鱗ミ方に於いて20－24度北へ，北西方に於いて25～55度
　　　　　　　みな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

南へ傾斜を異にして一向斜構造を呈する．而して主要鑛脈たる南部の元山本鑛際と北部の倶知安内

第5號三三との傾斜は夫揃者55度南へ，後上55度北へ反勤になって居る・期ち爾代表鑛脈の母

岩は共に新第三紀贋の頁岩及び三三岩であって，晶群：斜構造を呈せる呉軸を中心としてゴ南部にあ

　りては北方へ傾斜せる地贋忙鑛脈ぱ南へで頃斜し，北部にありては南方へ傾斜せる勉騰に鑛朕は北へ

傾斜し，恰も野霊的歌壇を示して居る．套ヒ歌態は彼の新潟縣佐渡鑛由に於V・て，新第三紀相川鷹の

背斜構蓬部に下直に石英粗脚1尉滋回して主要一脈は之を中心として大髄地表に向って放射歌に獲達

せるに1封し，鴻竹野雪山に於いてはi新第三紀鴻之舞贋・の向剥構造部にジぴ初期安出岩の後作用とし

て浦淋代蹴撚腰め榔に三って禰揃醸隠して鵬．つ効，1露石難酷畔

はれ，庇は安山岩に關係し，前者と後脅とは夫々第三紀相川層の背斜軸を中心として主要鑛脈は下

卿上へ醐撒礁せると洞じく雛糸ゆ鴻之囎の三三　榊心と砿代蓑鑛灘上妙下へ

罐
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放射的に生回せると，封比せば其間に一種の三昧麩感ぜざる鷺得なv・と圃1旅，1三軍際闘題に關聯’

して注意すべき三三を見逃す慕が出來なV・．夫は鑛床生域常時の裂錘の閉口欺況にあ夢て背療｝構造

に下より上へ放射状と，向斜穂造に上より下ぺ放射的と夫々獲蓮¢）條件に於いて宮ら鶉異あるべき一

は容易に考へらるxところである．．極端に需へば彼は上部開ぎ下部閉ぢ回る撲形裂錬を形蕨すべく．

磯は其反劉を示すべ嚢であらう．こXに三三作用あると蘭ば前回の燐1覧には触表近く引騰1｝の力漕

くが故に磁掘四達可能にして量後者の地帯には朧縮の力弓量く逝翻醜見ゐべきである．ewgして之

等を事蜜に於いて見禺すのであって，當鑛lilのみに就いて述ぶれば，元11　i本四床も摂知安内第5坑

門も共に上部よρ下∴：に三幅急＝に劣へすして寧ろ優勢になれる傾向にしてド三三の夫々走向に蓮断

贋を俘ひ居るのである．但冗山本三下第一露頭部のみは駕：岩に劉する交代作用回しく，爲に彪大で

ある．是特別の個餌であって，一般た下山は地表近くより内部に鑛勢不良ならざる急のあるは注目

嘆ずる・然し三王三三旧離幽‘陸異にし下部は細三三し載垢ね搬厳い・甦て當地

棚北凹凹辮遡贋帳下野鰍級購撫繍畷門門凱・燃凹凹凹凹徐
町営蜘・鐡の鋤て灘なるものある凹して測なく，耳親賜の礁胃雄篇髄除
N
き）鑛床が殆んど野冊観測岩のみを運鑛岩と認めらるXに聾し，前記常唱丁丁と共に初期安1！1岩系

が大部分姉妹端關係にあるは最：も雪意すべき畿實である，下帯實は從來何入も之を指摘し屠らざる

どころにして，本研究が北海道垂域に亙りて行はれたるが故に舷に殊更属立ちて注意を響きたるな

ら艇是當ナ繊が野馳方鷺欄の主要醗樺ると共に・又写の／取域或は他の肪と輩批して楡

緯る暢合・特難1の一どして考慮すべ二三にして，後脚び本論に方鱒て讐敵言鍵する

；慕とする．　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　．　・　　tt　　　　　　　　　　　tt

　　三元由本三下の第一・大露頭1當地域鑛芦考ミを最：初に獲見せる個所）附近の表土下には鑛脹頭部の

肖然破棒塊回しき量に達し居れるを識り，品位優良なるものあれば之等を採取しつXある．琵駈謂

憩石の堆積に逓ぎざるも，相當大規模にして∵種の「機柚的作用に因る二労く鑛庫4feる原地三彩二

三に厩し，局部三二産物ζして附記すべき二値がある．

　　三石癬状

　　三石種類　概ね：妓に謂ふ「鴻之三型」三石たる極めて堅硬，緻密ジ三三構造を呈せる蕗驚｛生大塊

、鑛として産する．一部分網歌，三瓶牡蟻三三辱の二三及び自然破碑小塊鑛ξして採掘さる鴎，

其量な比較上多くなV・．　　　　　　　’

　　旧債金旛　金，銀．

　　含有三物　三三金1輝銀鑛，含銀物銅鑛及び黄鐵鑛を主とし，僅に角銀鑛，淡紅銀鑛，濃智銀

鱗自然銀，辰砂を交斜叉下底不鱗室に於いて鵬随に灘臓1畑三鉛三方鉛鑛を稀に見る．

衝して石英は勿論多量にして，方解石亦往々泥する事あるも多くない．露頭部に二次野生域の褐鐵

鑛存庄するは一一般鑛Iliに於けると同じである．

　’t・・脈石共簿殆んど全郵石英のみにして？此硅酸分は数亥凡そ5同以上に亙りて上昇し來りし形



　　　　　91t’

鵜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜　　　冨　　　忠　　　男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

跡を示す．惣1｛其他南部に於V・ては最も初回め種が母岩片を交・ト，專ら下盤或は爾盤に接して比較

、的高熱生雌の肉眼ll内不透明雪白色一群（僅に黄鐵鑛を撮する外，金も共他金島物をも含まぬ）大規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
回る篇煽惑腱なして脇票働る漉騰三三，雨漏｝時多くの榊こ観して辮・

を充填し魅し，然る後不規則なる害嘱を縫ひて傘透明乃至透明の極めて低温蛋白石或は3鎚質石英

細脈醗って居る．前池α騰職艮ρ鑛石に効て見る如き厚三種のものは當山に頗る少耽

方解石礁に丁丁も多く溶解し却1．蹴魏1騙英に於いて認めしむるのみである・無呼野

の1纐三し暦たりしが如きも，旧著でなく，粘土質物，三三片等も頗る少い。　　F　　　　　　　　、

　　含金歌態　曾て本地域の鑛床を最初に獲見せる第出大露頭には甚だしく含金せる部分ありて，・

舷殿卿瞳る丁丁は之を以て鞭せし肥効しが謀後探脇撒進棚一來夢て大鞠就
計肥するに及び，導二二位は二等率とならざるを得すして目下金5瓦程度，銀70－200瓦を塵下し

居れる歌態である．而して獅生的富鑛帯は上部に著しきものあるも，下層と交叉し或は之に溜へ

る部分の二二次的富化作用は120一一240米の下部迄達するありてジ大器東方へ60度内外の“落し，，を

示して居る．二四も富鑛部には往々含．三二位エ％飴の三石を産し，断鷹のたり面の如き割目の曲藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、上三三匙自然金箔の附着せる観る事がある・燃し普通噸三石には肉眼的に金粒は極め宅微

細にして全く認められぬが，所謂“銀黒”の部分に黙々と不明瞭なる結晶金を旧く稀に見出し得る．

而して髭（‘銀黒，，は輝銀鑛と從來信ぜられ居たるも，筆脅及び北大理二丁二三助教授の樵鏡せる鍛

梱の標本にありては，全部銀を多く含める騰銅鑛に鵬せるを確めたのである．二三他丁丁の金鑛石

に就いても圃様なるもの多く，旧事實は今後二三上大いに注意すづきであると筆者ぽ冒するのであ

　　　　　　　紳ゐ．

　　構造　前予め如く概ね縮厭将孝愚明瞭にして，多く鉗穰的であるが三野野台的のものあり，往々

下下或は牡蠣歌構造を呈するもある．（敢に牡蠣歌構造と諸お、は九州南部の金山地方に於いて胴ゆる

編惣巴して，方解石溶解跡を示せる葉歌石英鑛石の形態である）。

　　母岩　當地域には丁丁数個厨に或は群在し，或は孤々に分散して賦存するを以て，夫々の愚岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に舶ら繧があ多・今回稼行⑱二三蹴き三三と共硬軟程度該示せ徽の如くである・

　　　鑛　　床　　名　　　　　』碍＝　岩　　覆　　類　　　　　　　硬　　｝i蓉　　其　　飽

・元

　同

　賜

ill 本鍍漁
期ユ鑛床

第2鑛床

第3開床

倶知寮内2號坑鱒

欝

撮

鰍

5號坑山

6號貌鑓

8號墳鋼

三王塊電鑛床

｝勲贈轍凝囎
1頁岩
1．石鄭願岩，頁岩，凝灰岩

i、妥嶋贈，凝騰
i　賓内乱，凝灰岩

1　’耳岩・凝灰機

　　凝灰岩

　　頁岩，～音K分石英．掘面岩

　　妥由岩

一殿に硬F鍵『

極めて硬買．

多縫嘩1曙にて灘：L’

翌　鼎ト盤濫唖買頁岩

　．ど劇爽質蕨灰岩

　軟質

　硬質

　硬質

曳



北海道曲金鑛石の耀目地質學的研究（1） 鰐

　　母湿たる頁岩は欧部分硅化作用を受けて硬質であるが，凝荻岩は該作駕著からざれば多く軟質

でみる．石英粗商尉騨1ヒ碑されXば軟質となるも，然らざれば安山岩と共に硬質である．而して安。

山岩はプreビライト化甚だしきものありて，・蘇に眉莫安二二に於いて之を点る．鑛床の四達三態に

就いて漏するに頁岩及穿安山岩を一二と蛭るは脈勢判然とじて大品摸であるが，眉奨i獅！ll岩の場合

　は多少劣へて分鼓する傾殉を示し，振荻岩中に全く入れば甚だしく貧賜となるか又は鴻減する．之

　等の事實は一般の通例と何等鍵りたるところがない，

　　　姉妹岩　明瞭に三革坑21幅出の如く安由岩を母岩とし叉姉妹岩とするもの，元山本鑛床及び倶

知安内Vt號二品の如く向様安由器を二三岩と看徹さるx竜の，元由第2鑛床及び倶知安内8號銃鐡

　の如く石英糧面：岩に俘はれたりと認めらるXありて，各鑛床全部が皆箪一の火成岩に醐浸せると断

・じ難き歌扇にある．而して安山高系乃至石英粗面岩系の火田岩は夫々の三稜時期に大差なく，叉互

　に漸三三に其性1μこをi異に：せる部分もありて，寧ろ之等の火山後作用として鑛床の獲達を來せりと考

、ふるを遡當とする現歌を示して居る。然れどる鴻素面地域には概ね安山岩系の鑛床として取批ふべ

　き鑛脈多ξは後払垂激綜毎舌的に槻て北見地方にありて甚だ珍らしく，武石肖艦に多少關聯あらば巣

　客大いに注団に値す・掌劉耀である．

　　　採金概略　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　轍一品んど…　’」ン死辣話法隔るが・無風辣斑の書至論上紙段撫よ？て

居る．温して摂魚蝋内与號貌鐘の幅員大V・にして上盤凝次岩の軟質なる箇断には充翼式を採用しつ

　つある，掘進採鑛に極度の機裁化を計り，r総て科學的にして能率頗る顯高なるものがある．・殊に獲

　破方法に就いて大k／一に研究されて居・る．　　　　　　　・．　　　　S

　　　選鑛　鑛資は格子口脚重グリズリ・・一　vaよ門飾瑚せられ，晶晶は之を大減して億岩及び廉鑛を除

き鰍ごと共に面詰叙こ貯め・・斌ヒーダt…と・…一・ルe…ダーに依り雛　押ルトコンペヤーと36

　殴ベルトコンベヤーにて申聞鑛念々こ運ばれる．而して再びロrルヒーダーに依り格子日1．4時のグ

　リズリーに掛け，舗上の最大6吋の鑛蕎はブルーキクラツシヤーを矯ぴて3吋以下となし，酪下と

合して手選ベルトコンベヤ・一・　lcて贋鑛を除表し曇る後，又寝子日1．4吋のグリズす一に掛り舗別ぜ

　られ，無下は漏斗を通して下部の24吋ベルトコンベヤーに至り，舗上はヂヤィレ・・一・1・／」’・一クラツシ

　ヤt一・・を以て鑛石の左いさを2叶以下に檸弘それより更にセントリヒ＝t’・’一ガルバ．イブレ肥チングス

　クリーンにて飾別し，誌上はクラツシングロールによって1吋以下に碑きて飾下と共に2pm；」一ベル1・・

　コンベヤーに全部集めて製錬磨鑛場鑛舎に高ばれる．　　　　　　　　　　　　’

　　　撫緯馳金粒は極めて微細なれば200メツシユ以下の泥鑛のみとレ全泥青化法鴎」こって金

銀繊全蹴回しめ・齢・拠て金銀醗を作って輩幣局嘩る・鼎の實鰭・金91％多晒％’

　と稽せ1られ，操作設う｝il等漠li犯的である・　tt　　，

　　　凶みに當鑛山に：て：分折演1定せる代表鑛；蒼の域分及び比重を表示すれば次の如くであ為．



48 顧　　♂憲　　琳　　勇

威舩磯直柄・QiZn・ Cu・・ P職｝・a・ ・・1…贈｢・9・

．元　1玉1　鑛　石

印知遣蜜内．鑛石

O．963．　i　1．62S

O．118　i　．．一一

Ot580

0，319

2．169

2．685

一ユ。779　　　　　0．380

0．］53　1　e．065．

BaO

O．i46　i　O．662

0．16Z　1　：一一

域分及び比重 iALI　ED3　1，　SO3 ・…　Sb20．r卿i岬・陣減甲レ踵
元　　　t｛訂　　餐賢　　　石　　　　　3．349　　　　　】．3GO

儂タ謹1知内　鑛　石　　　　：～．219　　　　0．312

801733

go．4sa

OJ23 e．023 O．041 1．603

ぴ98δ

2．703

－2，715

　（10）音粥鑛山（池澤憲一）と信金山石　　　　　　　　　　　　　　・　　　“，　　　　　　’

　　三三　北見國紋別郡紋二二　　　t．一　　　　　　　　　　・　　　　・

　　鑛硝馳r鴻三舞」型酸性大お繊として産し，硬質石英に黒色二言イ髄を呈して傘，銀同位頗

る高きものがある．未だ試掘申にある故全貌を識るを得すして箪に数ケ所の露頭めく）1と1坑道探

鑛程度なれど，將來有望なりと認められる．但し地形低調と二二の軟霧なる砂岩類なる爲地下深く

は湧フ獅こ綴まさる蕊催がある．属下域門火威岩塗少しも獲見されざれば姉妹岩の關係不明である年

’鑛石の姓敬より齪る時は後述沼♪上二二に似回して寧ろ鴻之舞就床系銃に上すべく筆者は信ずる．

　　産地概況

　　塘理　最寄騨は小向騨にして，同騨より南旧約4粁にて農家を特約せる臨時鑛α漆務所に達す

る．共聞滋購坦々交通蓬搬頗る便利である。殉紋別騨よ）1も海岸道路を湿て約15粁，自動車を附

近迄二曲に通する．域内は標高200米以下の頗る緩漫なる階段丘陵地鼠にして，樹禾乏しく，極め

乱軍純なる地形を呈する．　　　tt、　　一

　　地質新第三細目二二とし，砂顛岩山留礫砂岩に至る鞭的卿鯉みvaして地形と共に

．地質も二三だ二軍である．而して多少の小断麿あるも麿理整然として水亭に近く，岩質は皆軟賜に

して一見頗る若々。しく，木葉化石を乱しく含み居るが，凡て現世に近き澗葉樹め種である，域内に

綜来二二の破片すら嚢兇されども，此東方に後違乱／上品庫を胚胎せしめ居れる廣く流高歌石英粗

「面岩爽臆し，南方には鴻之舞の三王鉱床に關慣せるプロピライ｝化安由岩がある，

　　二二現在数ケ所に露頭を二見し，燦鑛途上にありて地表を鋼ぎて僅に兵具より標本を採取し

棚嘔駿なるが聡頭下嗣って1撒坑道上物1漸もある．四二ぜる確翫る翻4

ケ肌内第一及び第ご露職鰯’る圃職整然として分析の結果金・二幅位頗る朗である・第一一

露頭は掘劉を完了下底に鑓押抗道開繋準備中なる力璽，“共露三面を親るに幅約2．5米，内3條の富鑛

帯あ♪て共幡夫々0・15，0・60，0．24米にして金甜立は夫々40瓦，150瓦，150瓦一三の門兇母岩の“中

嶺四分にも～雌蹴鈴し・走離C・噸，鰯8鍍東を示しτ居る・第二顯鵬…米

荊灘傾爾嗣臨其恥賜ミの鯖よ鰹入騰蝿礫諾回るも，三三の蠣ら．
しく夏に探鑛績行中である．一般に：地質軟弱なるも鑛脈に接する部分は梢々荏化されて採掘及び抗

道保安に適當なる硬靱さとな）1居るは恵まれたる好條件である・然し地勢低調にして標高200米以



　　　　　　　　　　　　　　髄灘鱒石曙肋騨卿f究（1＞　　　　・　49
　　　　　　　　　ヘノ

下海洋llr隔る事働5粍．鵬る晶晶門門の願回蜘醸達じ下編革鮒繊に漱
の催がある．

　　三石産朕

　　三石種類　“鴻三舞型”酸性大塊鑛として産する。

　　腐｛質金驕．金銀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌻　　　デ

　　含有鑛物　霞然金，輝銀鑛，角銀鍍，黄鐡鑛，石英，：方解石．

　　脈石三二　石英と僅に方解石．　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　含金三態　未だ試掘中露頭三三の進展途上にあるのみなれば身全般的には匁論判回せぬが，現

在迄獲見せられ居る露頭より採取せる標本に就き蕩之舞鑛業所にて分析せる結果は次の如くである．

’ド 謔k號露頭

　　　　同．

　　　　i司

　　第二號露頭
　　3個話語勤
　　附近縣石

母岩

姉妹岩・

金（瓦）

t23．2・

70．6

152　8

50．0

35：3．4

銀（瓦）

2Jr2．8

　87．2

132．8

　80．0

3t118．tl

採取幅（米）

　　O．15

　　0．60．

　　O．24

　　1．00幽

　　　　　整骨奪縞1決構輩．

　　　　　獣溺質砂岩（盤際z）み硅化硬質〉．

　　　　　　域内ゾ三三の破｝捲醗見し得ざれ凹く不明である．然れども耐翫漬菌か1或蟷

期安隙r三門すべ調鰯超ぎ認める・　　　t

　　採金概略

　　採鑛朱だ採鑛準備も鷺ぬ．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　ゆ

　　選鑛探鱗｝門門せる駐1齢襲選にて貯縄づXある．

　　鱒継貯上巴として漁…・勺噸騨郵襲で鶴
　（11）tt沼ノk鑛由（9菱鑛業）と其金鑛石
　　　　　　　　　　町跨
　　位置，北見國紋別郡緯別町　　∵

　　三石腿自然破三瀬罎せる酸路切’轍として騰し備俺土によって黒馳購継れた
ると．3破砕角礫訣小塊鑛のli／l化膠踏せしめられたとある．侮れ亀前蓮矢矧三山産の鑛眉に酷似し，

　　　　　　　　　ヒ
石英三面岩を偲：岩とし叉姉妹岩とせる鑛床特有の性状を具備して居る．層而して含金率は遊だしく不

鱗であっ窟蝿噸椛して喧ぜる丁丁蘇紺しむ藤醐町回で鶴彫
　　旧地概闘　　　　　　　”

　　地理　名寄線沼ノ上騨よ）1鑛山纂務勝まで北々東方6粁，共聞滋路李堀にして自動寧を輿由に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ通じ，交瀧搬頗鞭激別糠距る事195粁であ6．・鯛撫秘齢は同事翻の南方灘より急

峻准る山地腹部に亙る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪



　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織　　富　　患t　揚

　　　地質整山石英粗闘岩にして，共山嶺最高随拶1に切断されたる玄遺岩熔岩流の鍵骸を見る，後

1者は北見刊幽門凹型四一であって・蜘姓虞以後破鯵寿紘れば腺騨ない前門即忌之

陽平“彊域の縞歌流紋駄を呈する職英締鵜と剛f£にして，師紹醜を鞠或し，硅｛臆翻扮は頗

　る監硬である．籍に野営質流絃岩に蔓移し，叉同賃角礫岩を見る．

　　　鑛床　最も後期生憎の淺熱性裂鐸充墳石英鑛脈に緊し豫：鷺の轟｝1贋作用に鵬りて破砕され，又再’

　度の遊離硅酸上昇の爲膠志せる馴滋鋼贋である底而して門跡鯨を殆んど直角に切匙して多少下平せ

ド　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

　しめたる漸贋が幾多ある．然るが故に鉱守内卿は！壌まれて含㌻分布甚だし賊不均等にして，一次或

は二野四物部分以外鰭1べ璽弱であるド鰍1て地酌i鱗・回すれ劇繊1回せすして途
　va・鑛脈は尖減歌態を呈する。ド1下聞蜘の鍍厭は鋭袋，亙に約σO灘脇1にて殆んど相早回し，皆帳員

　は厚くない。夫々の走向，傾斜及び幅莫は彦うくの如くである。
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　富鑛螢は往々金2駈銀20五証の鑛

贋を産し，輝銀鑛，角銀鑛，濃紅銀

鑛等を見る．之等富鑛帯は諸燐に胚

胎するも，鰹3米の園：或は上下1で其

2催齪度の拮山形をなせる小規模な

るを磁；憩とする．’ 似D良鑛は厚さ概

ね約0．3米以下に鰻られ，下寺際に

犠iして籔騒三韓角礫及び粘土歌を呈

せる銀鑛多量の丁子llに：二丁位高きものがある’■是誌iし二次霞鱗ぎ化作用の灌物なるべし．

　　中石畑町’　　　　　　　　　‘　　　　　・t・

　　鑛石種類酸性小塊鑛にして上記の如く矢矧四川（o鑛石に酷似する。叉共後孜石英にて膠結せ

られたる大塊鑛も産する．之を特に“沼ノ烹，，型と斑櫓する．　　　　　”　　　　一

　　有罰金欝金，銀，

　　含有堅物白然金，輝銀鑛懸円鱗濃紅銀鱗瓢胸彗，灘麟，石蝿・？」解罫

　　轡型其他　石英を堅きして方解｝潅僅に：見る外，想二岩片或は紛を況する．但し窟鑛翻にありて

岩片粉の如きは多く含盗銀石英の破弾物である。

　　含金歌序　頗る含糊分布駅解物均等にして，専ら麟層作用によS）二：夢（lil勺に富化せる形跡を呈し，

野分多量なれば從って金の野物は常に高い．．　　　　　　　　　　　　　　．　　．

、　構造　現場に於いて凝に小町若しくは粉鑛とttして坐するもの多く，多少縞状購蓬を呈するも頗

る不明瞭である．

　　様岩　縞状流紋岩に回する；ili’i英粗繭岩である。

　　姉購剛弟以タ露鑛床織濁係する繊糧く，雛貯1餅願髄以て鞭歪ヒ岩と認め得る．

　　採金概略



　　　　　　　　　　　　　　託海灘縫鐘羅の警鹸。池駕二纒腕准）　　一・　　”　　　瓢

　　採鑛」棚椴藤縄…遡糊し趣靱轟類紘鱒瞬1藪／馳勧鮪砿曇る硅化灘轡岩の

掘進に騰瀞雛以て烹螢髄懸翻，して後脳撚・て鋤疑匙狩錫．

，　．鵬1ξ罫選　、　’　　『　　　　　　ttts、

　　製錬共他　自家製餅1腕：．く，糀鱗を賊，，一二し℃騨山縣§影野港外烹菱直島製錬所に燃廉し居る．

　α2）瀧ノ上鑛由鍛薄野金轡興）．と共金壷’i￥．

　　位鐙　北風國紋脇乾鰯ノ上村

　　鑛石特性　現在本濃藩畜灘鑓1中継一の／濡｝ヲ‘望単帯，，金鋤百として，古生代漆黒色粘板岩中概

ね腱醐賊は共職1紅・ヴズ髄．捗飛雪”る糎泊鰯網超醤離郷卵塊鑛である・栂三脚
　　　　へ
線黒色縞衛讐に接す嫁、鼠亀摂こ視るも，俗に濁す抽“銀黒，｝にあら参して既騰を擁紙の如く挾み或は

」鋸粉の！魏こ鴫1潤せる嘗紛にし℃叉聯暴纏漁雌睡郷｝購灘9興せる部分もある・tt等

ρ部分には稀にルーペを以てぐじて翻得る灘度の金ll腱嚢見す7）も・均等燦を歓き挙均品位は極め

て旧くない．険して銀は簸って少く，｛ぎ三に黄織鑛，．方鉛鑛，磁硫多蜘プ吸び勅欧多ぐの硫畑野鑛を含
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　’

める高評三石英領たる特1生を為す脇．・

　　鷹塊概況　　　　　』　　　　　　‘　　．　　　　　　　　　．

　　地理嶺綱撫瀞騨よ吟搬る湘搬の経簸蹴見瀧ノ鯛ゆ三方細5粁にて鱗1臨蘭
に蔑する．共聞辛じてトラックを愚するも，韻路良好ならざる爲，交通，運搬容易なりと言ひ得な

い．鑛ほ1附近の191勢極めて急媛にして畢外地少く，大なる建設物の敷地を凋むる事頗る國難なる等，

総て患まれざる側副・である、　　ズ・　’　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ

　　地質．當鍬i山地幣は織豊殆んど露生代｝＿義、乃羅1ρ＿濃色転質翻；版濤のみに：して，僅に之を貫ける

「3條の喜英：諺縣鞍馬を撮る．離して歌で到底及むご共／鉢隊の小段ff1に｝｝1等穣期砂礫暦を構成する材料亦鍍

劉罐岩の聯「伽みである・・雌方響幽難壽敷頑嬬で纐醗信慨が噸3蝿帯解
三三8雀に友麟／とぜら穿硫る北慰北越1τ瀦一二せる宵生鷹と聯絡せるもめである・故に時代的に之

をξ國然と翻讃するは常を得ざるも，「蝦に之紹ぎ∫生贋として取扱ふ纂とし，本論に：於いて共性1μこを詳

蓮せん）・灘蜥の融蒲1雄納咽映に於いて大／三一北（・lt・1　’／）麟）に走るr背酬鑓醍し，

該三鼎鱗励て醜嚢・痴繭動鵡3嚇莇度勅噸飢脚継均3・蝋灘1の
閥側に：ありては北20度｝1㌶麦西の走向，40乃i盗85度三方へ急斜し高距峯均1000米に達する．而し
　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ

て頗る細き臨鷹と夢殿熱1誌製糖無し，叉小Ll回復准を擁ぎ｝，影踏より東方への高簾を受けたる形跡

を羅然と示す．且眉爽溺：￥1の實慧1｝倭Ol）米の撃瓢も亦3舞乏共無理㌶接して其芽塁塞に北20度酒の走向

55腫60劇鋳噸回して継し／鍋・
　　鑛嘆’本慰斑金録｛山申離一の深熱水1ゴ癒三三鎭了淡竃繊1鷲して注照に依する鑛床である．走向

北60度爾，痕：がへ念斜せる羅行鉢蕨4條（3條は行串）の外無数の撫微細脈獲蓬するも，採鑛に耐え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

得るは叙ない・殊織1麟洩殆ん蛤ぬせ郵5瀬1醗認めぬ弼して瀟石朧鑛床嬢見せるは

、背備｛ρ鰍ゆみにして・萩麟｝補耽；ま奮入に縣噛ゆ痴く緬る・蝶（内礁稼御



δ2　　　　．　　　　　　　　　　　　　職　　冨　　忠　：男

嘩行鑛三三れ槻弓し纐三三回して・騨ルンズ髄呈すれども・回送との境界獣

三二轍き調・岩に鍍液浸染せる部分の如きは撫fとの劃二三を極め，鑛床ρ形態顧る零糊な

るものがある．然れども．鱗床の下盤に粘土質物を挾める欄所あゆて盤離れ良好なれども，三二帯は

母岩に接する局部的存在なれば採鑛に際して周到なる浅意を要ナる．且膨縮常ならすして極めて攣

化に富める二三鑛に3ζ採鑛に困難なる三態である．三振は二二に直角の麺裂著しく，叉二等に交叉

する難裂もあり，採掘に火藥を使用する事多からぬ特黙もあるが，地表水は鐙裂に滑ぴ滲透し，三

内に：ありて降雨時には露天にあるが如くである，

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛床の規模は最も蓮田性ある北一

聯藷ぐ

紙4

N
y
和

髄，上金山鉱無見賦闘

1溜
ズ強
劇／

　　　／
錫！
蝦

興榊　轡

　や床と純然たる砂鑛あるも

　　鑛石産状

　　転石種類

露畷

量蘭に：は問題にならぬ．

／x．
グ 二三の如きも1走向延長約200米va過ぎ

ぬ程度であって，脈幅は1米内外を往

回せる部分を最．良とし．，rk．・k・挾まり或

は切れて鑛瓜を菟失ふ場合少くない．

之に加へて品位不均等なるが故に，稼

行容易ならざるが如く見受けられる．、

伽薪1英脈に後次三二解旧藩1珊磯達し

夏に石英山脈が三等を：切b．居る部分も

ある．叉三二二三の外に其三島された

る所謂原地堆積二三たる機械的二三鑛

　　　　　　　超酸回申塊鑛に鵬し，朝鮮に多く見るが，本道には酉榔北海道¢）試掘罵榮鑛由産金

蹴隅夕旧下類｛以の種がない・之を朧ノ上・型撫∫と命組る・．．　’」

　　有気三厩金及び銀　　　　　　　　　　一　　　　　．　　　　　’纏

　　含有鑛物　自然金，輝銀鼠，硫砒繊鑛・黄鐵鑛・方鉛鑛，磁硫鐡鑛，・褐鐡鑛，石英，方解石・

　　脈石其他殆んど二部三二威石英のみであるが，後次的に：方解石，更に後れて七三二歳眉英と

・母岩・片忌を交ゆる．

　　含金三態當鑛轟にては從三二に近きか，母居回の周縁部三富鑛ありと信じ屠たるが如きも，

筆者の研究に柔りては必ずしも然らすして其三二に期1ふるに次の事項を以てすドきを提唱する1則

ち硫三二鑛の存在是である．’こ瓦の硫砒三三は金自三三根方傍細結贔の密集群を域し，樵賦すれば

婦喋群の三三緻嫡懸の沈1馳窮ひ得る・又灘搬磁嚇黄鑛も含金に三三し磁山にあり

ては爾者共微細粒にして椀がけにより辛じて之等彦）存在を認め得る程度の僅量なれば硫砥鐵鑛に於
　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

けるが如く槍鏡により金との關係を吟味する纂不可能の三態にある．撚し含金攣高き部分の鑛石に

綜必す硫砒鐡鑛と共㎏磁硫鐵鑛及び黄鐵鑛の量多まは見逃し得ざる事實である．以上の硫化鑛物は



瓢腿騰金鑛腿の鷹雁娠學藤」研多雛） r）s’　・

　概ね盤に逝：きか母岩悪戯の周縁に樒遷する傾尚あ夢て轍：黙する場合は含金鹸位亦低葬…である．而し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　て一般に鑛床並びに母岩の細く揉め屠る個所に富鑛を見繊すが，之は明に二次的劇化に因る冨化で

夢って・曲金も亦款金の性縫呈して居る駒瀬頭隣脆下絵5感電翻細殿綿綬

．け勘榊馳堆積蹴の鑛榊と共綱脚金：随無し郷・臓として篠さ恥醗駄
　にして1粍以．駄に蓮せるもの少くない．然しながら普通鑛膏の平均三位は金5．◎一5ユ瓦，銀2．7－10．C）

瓦繊に継ぬ，隔．、’　鉱｝　　・　・，画
　　　構幾　普通磁石は母；居片糖i｝翫混じ愈僅tac硫化畑物の存在による傭簾なる縞模様を呈すれども，

概ね鱗鱈白の撫1にして一見蹴鑛厭の如くなるもr・1一・S］・L部に後次嚇辮蘭交ゆるあρて明に夜、

　域細脈たるを識り得る，更に之等を不規則に切れる評論査1英脈によij多少軍純を破られ居れる部分

　もみる。　　　　　　　　　　　　。、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　礫岩杢部漆黒乃製拗黒色珪質堵諏岩のみにして，丈短硬緻密，粛々暦理と一致せざる2随に

　潰ぴて剥擬する，検鏡して初めて石羅粘土質物微細破ナ㍗粉申に黒雲母，贋英等の微粒，部分により
ゆ　　　　　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　ド

　て緑泥．概及び繊維歌心演舞を見撫稀に有孔騒類と思ぼしき封1形化イ：漣認、め得る．而して些細なる間　ff

　隙も新鮮なる石英脈が紹1状に充填し盤し居る．是含金石英血脈の生成より後に該無毒中にも入り込

　める石莫脈と同系にして，大なるは幅約10糎に広し，明瞭に母：岩と鑛賑と同時に切りてi走れるもの

　がある，之曇毅）網；μこ；石英脈《は敷金せざる事前述せし昏夢である二

　　　姉妹矯　意地域内には石ラ巡斑暑々脈以外火域器を見る出嫁．ざれど，少しく離れて花1鵡燈及び隠

微豪｝の難題騰れぼ・之難關系岩撫卿妨魔擁し婦ものなるべく・鱗と徽な．
　る關係を有すると信ぜられる．眉英斑岩は白色緻轡にして一一見砂岩の重嘩’外回を呈し，穰i液￥1の贋

，翠燗に3條夫々縞6米，錫∈，12米夫7・の間隔25米ξ、2CO米と離れて欄卿こ（實は一種の鎚瑠糠

でφる）謝して噛し居る・歯鏡す3tば硅長羅購迭の灘贋孝瀞1・に餌飼洪鄭llの外，赤色

　柘榴石の斑監獄G．5粍以下）を認められ，正長肩及び次曹長石最も多く，他に繊苦土鈍物の仔在を見

　賦し得ない．　　　・　　　　　　　　　　　　・　　　’

　　　採金概略

　　　採血　上向階段掘；一部分機械掘なるる大部分叡断．

　　　騰7細疵脚…3ケ応募域噂見込な舳なるも期黙筆者として騨である・
　　　製錬共他　昭和9年前後は混妙法と青仕法lli二癒せしも，目下は褻鑛藍汁である．：　　　　　’

　　（13）雄武威嚇ai（大賓蕃彌）と共金動顛

　　　位置　北見國紋別郡雄武村

　　　鑛石特性　當鑛山の鑛百は7斐熱水性石英鑛脈中，特に低嫉にして，曾て岩醗重三簿iが昭不昌3

　年其著書「金」の三石章玉23．頁に‘1；馴入鑛石，，の例として潅i意を惹かれたものが大部分である・方

　解百其他硫化物もなき純石英めみの超衝性大塊鑛として産し，膠欺硅酸熱溶評疑が急激に冷却凝固し

　て脚麟灘牛透明，孚脚も郵駿酔不純なる踊鰍は蛋白聰翻を鰍せ雛難を酵する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芙》



舅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畷　　冨　　 患　　　舞

多く母岩たる石英糖瀞岩箔片粉を辱：驚しく溌じ，交は初期生哉細編1｛／ミ，1號の欝ヂ岐砕せるを後次蕪｛三酸・’

溶液に融融し由る晶晶曼轍獄鱒払之柳貿生・ご罎∵砲塵働ゆ膠1雌酸が赦

せる復雑なる部分が少くない．之等は亀演以鞍）諜冒睾kであるが，上ダ1と託するは普懸の結麺二二莫

三石歓．て含金識韓臨：藤も¢・がある腰褐に灘安姻産帽ゆ嬬齢むるは前謡言一

三するを以て，敏山としては小心膜なμど‘‘雄武威型，、鋏百として駐殊扱ひをなす事とするド　　・

　　産地概況

　　地理名霜本線鮮二幅品分1妓せる興演講線の維羅！　Y；・R’）1・の南や東田8粁・雄武ill旧劇旧臣ト

ラック道路と僅々1粁醸の島々歯遇を登夢で賞遇に寵する．濡事瓢漸及び鑛床地帯位澄は高距

懲◎一150米の　海二巴｝竃。翫に：あ）1て構木殆んどなき1量鋳三ミ縷貌を呈する．　　．　　　　　　　　　　一

　　地質新策諦ジ1薦1も鶏｝，砂岩等の嬢厨・i－iに彊・物3脚米の麟；．聯こγゆ二瀬岩々頸謎臥し

磯回旅｛難二二｝美繭観る・灘1難1無品雄繊にあ’1・て齢瀧けべ三種にして元

三獣這瞬湿せ翻庖翻こ齢し當馴駄妙じく難れ象鵡捧ぎ臨ける舜靴｝鼠剥ひ板、

上記頗る羅湯翻卿こ磁聯鰍瞬航をなすべ礁ぜら縄・鋼逝嬢細の晦幟山
（H本鉱胸存在し，地質，鑛床及び鉱油めjvこ況全く相配卜似せるものがちる∴

　　三二湿熱同性製1：充」眞了1莫蚕疋ご脈とし七極めて趣｛二下に高詠せる細田と看イ故される，鑛束は明

瞭に：石詰摂颪岩・を蓮亘；貰君として嗣蔚ri蓮にのみ機恥し，乳厭8漁彗走両北＄0度西，傾斜？σ乃至80

最北ρ濫行V｛fgeを呈し，本劔と鰯囑隔心として・期ヒ臨一1盤號躍號・同3號・剛號

と洪醐へ晶晶號洞2號・：同躍麗へて鵬蜘穆・ヂ醜へて徽酬騰行二値に
激しv、傭肝堺。励製｝・c・．o　pilt，e（・T　して・・糠碗艇鋸…卿忍耐斜嫉80米・髄美嵯

以下60米にては走向延長冷40承とな）1て稼行範幽編3分の！に減するも旧位は王叉って奪ろ良好で砿

ある・他の三二は之に比して甚κしぐ蜜醜メにして，下福に縮小する馨1向は溝橡である．鑛題の爾盤

に三三硅酸が甚だしく泣透し，著しい覆i化作用を量，温々上難には綱if鐸窺獲淫して探掘に耐える

部分もある・下盤は概ね霞然敬壊ナリ1態の掻にして角礫1｛1こを呈し，、叉馬欺娃酸にて鯵珪右せられ居る個

鵬ある温し鑛賑鳳へる親聯趣購1維劇．嚇嚇徹も齢禰れたる鱒雌にして・
下底ρ雛劣へざるは嬬畝的G・化個ゆ恥く縫冒麟文素べし瀧掴減上は癩塀跡va　t、

’て高島．5米以上に及べる効て，．燐ゆ、綜銅百卿こジぴ瀬瀬至9淑磯し居るが如く，膠伏

鱒訥には鯉澱を見ぬもli．1北流嫌二は之を・瓢畢よ1託すべ麟濱であ三二漉融の鋤二成

及び磐石ρ産歌島は學穂1瀕る輿味あ嬬難詰塗上涯回すべ燈事項転け）9i・ど，．之等は本論こ回し・て

詳記する事とし，猛報とは媒に歓要に．tしめる．F @　’

’　鱗石耀駿

　　鑛石種類所謂｝霧歌超酸・挫大焼紘及び普通編τ亨嵯婁酸甑大熱籏の鰐麺ミを雌’しジ前者は“誰武威

型，，義稻し，串，下蹟に局し，後1瀞は一1．燐として取扱はれて居箒．

　　有橿全／鍼　、金，蘇ヨ。　・　　　．
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　　含ヨ∫鑛物　霞然呪二，、輝銀購及石英．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　　賑三共他　極め　｛低臆域1石英と母眉々ノ～凸粉．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

　　含金歌態所謂繊／l嬢胃内の含金｛！こ態ぱ鋸ヒ鎌（恐らく勘購旗成長すべき域蜘と自然金が

躍諏態瞭灘して轍なる玉三三畷麟三宅と混交しそ裸の三三質1回し機械的に金

概分離し燃麗はしψる・簿ども共晶に‡掴菊眼晦瑛麗なる禰明撃噛幽扮及び三
三を除去す融雛勲金禰轍i6めぢれ，　l！ン編ゴ1の∴荻乃至1瞭l！蕊不綻物多きほ含金少からざれ

ば注意衛要する．叉結献1質石難贋は・・一般に含金率高燈を常とする故，澗慮は三軍である．’而して概

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ麹　勺に通遵地並以上は1唱1嘘｝駆回外なれ謡1記鋒に㌦るに，…次的1メなる綜曙ず1英鑛多glせし如く

下細雑て三熱記し：瀧卿囎雛力搬胎金鉱姉猟態淋し回る・撚るに、

此㊥ン二三偶ξこ二幅誌特魍即繍簸顯或騨鷹の存榔葱蜘て回るに儲．
　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

中の貢撒卿馳瀞ゴ～んど・規し骸観嚥である・之亦三論韻いて｛；鶯すべ劇聴で鶴う・、

　　構造移し嚢初期総1蹴嘘棚k飯睡1セの層嚇せられる翼｛吊を後騨狭堺明瞭非饗孝鶴鍬鑛脈を以

て纈し更に細緯1縣fl英繍償！棚養孟め徽訟翻鑓を呈し・　鋤に小塞隙（鯖1射ガマ・・

でなC・）湿て一邊二三質ぞ凌，る．　　t，　・　　・　’　岬

　　想：岩で霧三二：轄岩．　　㌧　．一．　　　　　　　・　　　　　　　　轍

　　姉妹・童｝　三二。．　、　　　　　』　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・

　　採金概略　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　『　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　葺プξ」調階段・憐憧掘・　　　　　　，　　　　　　　　。．

　　愚崩．｛一中，下鉾彗鷹展イ鑑：二二ずるのみ∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　製三共他　原簸の撫二1碧糠1三山へ賓回しつつある．畢∫勾二三150瓦の由・

　曝）北疑鋤羅1（F日くぬ嚢／と共金鉱石

　　位置　北疑國紋測轟1：｛試村

　　鑛Pfl’i特挫大部分醸＝舷・二謂ふt；‘羅櫛｝墾”三生ん杢紫三三鐸こ大填．鑛として曜し，多少酸化瀾俺を

交へて黒俗騨膨じ（5齢期酬は勿論繭、調よ？］・，”J”：液灘lll｛尺態を示せるもパタ畷的に・一IL三線

の三門雌申心と蜘て戻って瞬1綱へ蜘照・墳、d蓉ゆて形域せる三三感妙！ふ・叉｝騨三三！l猫特

磯回齢げる．劃ちkf　IYi英耐鞭激る三二俄棚ll桝・に三三大軌、旧観脈る嫡

白色石英鷹（一循の交代作ヌ1｝に凶る1と之を不三三をこ翻れ為轟購1：i：絶矛1英繰細脈と滉羅せあ一見

腱祉認め繍蠣醗ぴある．勲記冶郷∴謳1撫蠣めで識，銀蘇｝1く一三注意すべ純ので

ある．か』る鑛石は他の｝踏にあ参ても存；譲三せぬと隈ら磁故，之を濫ナとして大いに樵討を要す

る，蓋し微細厭は綱lllこを呈せすして母払の一一一：1瓢娩．に毛欺総構の入れる麗度なるが爲，見逃し易か

囁るべし．

　　1奮職概況　　　　　　　．　　　　　　．、　　．

　　地理・雄賦聯の北麟々：方海片に沿へ為1リツ身越駿霊粁にて瀦／；鳶府に到）t，之改織餐脚奪糊軌



　56　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　’　　鵬　　蜜　　濫、　　男　、

道によ端西方約14粁にて海抜22。米に位せる鑛網諮駈燵ナる・共髄乗車朝里瓢滑線は

　低夷なる海卸段階地帯にして樹木少く，頗る軍調なる地貌を呈する．而して鑛山地域に入るや俄に
　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　急峻なる山勢となりて，最高絶勲僅に340米に過ぎざるも，，地形は幼年期より忽ち批年期に移り、，

　輩調は破られて随所に断崖維壁をも見る．　　　　　　　　　　　　　　　　、　．

　　　地質新第三紀頁；岩，凝響岩，砂岩，礫岩及び諸等を：貫く石英粗繭岩と安申岩とより域る・新

　　　　　　　　き
　第三紀暦の走向は大朔北60乃i至80度束，f伊欝は10乃i至40農南東にして，鑛床附近以外は比較的

　静穏なる厭態を呈し，概ね贋理整然として地表よの表土の下頁岩，凝友岩，砂岩の帯解乳凝次岩，頁

　岩，砂岩，礫塩細粒砂岩の層序を見る．然れども後蓮鑛床附近は石英粗面岩の泌入，灘嚢及び地

　殻運動学慰ヒ作用更に安山岩の覚入，泌獲等々にて極めて擁蹴され著しく複難なる地質構輩を示して

　居る．石英織薗將は北見地：か一圓に重要な厨彙割を演じ居れる岩灘なるが，當地域にありでも亦鑛

　庫に頗る大切なる關係を有する．本州は概ね流｛或欺繊病質にして一部には流被歌を呈せざる個所も

ある。其産歌は前記（8）下尾外山に於けると極めて酷似し，相互に相等の地表距離に澗隔ある故奇異

　の感を懐かしむるのである．期ち流紋釈霞檬は恰も水成，岩の厨理の摺餌せる如く波罫を呈し，水撃
れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　

　の部分は灘蝋を蜘ナる野営鵬舳に方潤ると金制様である・是流理を示せると流罪を示さざる

　とは熔融歌態より団結せる際の模様を物語る聾のにして敢窓て怪しむに足らざるも，波欣を呈する

　は果して摺糠作用を受けたる後成酌なるか，當初よ夢野聖画を流れて生ぜる初昏倒なるか，疑問の

　存するものあらむ．併し乍ら筆者は次の如く確繕するのである．隆尾岬山にありても當鑛由にあり・

　ても，’鑛床附近は甚だしき幻互穀生動を受け，臨贋作用叉は胃石轡査三用著しくジ眉英織面岩の大小角礫一

帯を呈酷噸あれば・徽的⑫少の波蹴賜罪するも洪タト醸予州酢物撚りた

る購Nら都どう働る・画して該剛力瑠四駅鰍徽及ぼさ・“る繊勧し部分ゼ
　　　　　　　ノ　於いて相野急傾斜の大波歌を呈せしなるべし．則ち門門浄用が水野岩に行綜る玉如く，流紋歌石英

　粒爾岩にも行はれたるとし，外流埋を呈せざる部分の存在により書初既に多少波朕を示し居たるを

　識るのである．三野初生的野底の水割部分（流管を呈せざる部分），よりも最初の傾斜面ぱ横墜の爲更

　に傾斜を野次的に急峻にをしめられたのである、現場に於いて傾斜40乃至’“60度の流理を見るは薦

　に後次的唱曲作用を想定せざるを得ぬ實歌にあるのである。かくして弱所は野冊，臨縢又は破鉾を

　見，鑛液上昇に便宜は與べられ，引き績き地殻響動も火山作用も行はれ割るが如く，遽に安山岩の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　／
　溢入，避獲に及んだのである．安山岩ば勉表を熔岩流として覆ふと共に，地中溺所に或は不規期な
　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をち

　る岩瓜叉は岩床若しくは轡型歌に獲達し，地表の熔岩流は板歌節理に沿ひ風化して切取などに地た

　勤を透導；，．坑内外置床叢見を阻害する等野業上寧ろ不利なる存在である．　　　　　　，

　　　鑛床淺熱次暁裂営門環石リミ鑛脈として石英瓢爾岩及び共角礫岩を緑岩と巷るものエ特電を遽

　憾なく表現して居る．・而して鑛床生賊前後の歌態を比較約よく樵討し得たるを以て，此種の代表約ド　“

　鑛床として以下少しく詳論すべし．先づ當地域に於ける鑛味の現況を蓮ぺ，颪いで共生競模様に：就

　叢級する事とする．纈概知の鑛脈は7條ありてC脈1號鯉運6號鑓と繕して居る．」R　k大腱



　　　　　　　　　　　　　　　北海避産金鑛篇の灘棚地質學的研究（1）

の走向，傾斜3三幅，走向延長及び傾斜延長を表示すれば次の如ぐである。
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鍼　脈　名 籍1傾
C
1

2

3

4

，5

6

號

巴

町

號

號

號

脹

畠慰

服

鍵

牝嵯ち度東

龍89度東

北露9度棄

牝s9度策

北8鍍東

北S9度東

北70度三

斜

75度薦’

75度粥

75度粥

58度爾

68度南

67度南

75度南

脹 臨 走向延長 傾斜延憂

0．40果

0．20米

0．30来

。・12牽

0．24来

0．エ5栄

α10米

212来

250来

67来

90来

δ0来

し30来

60米

ユ40来

17味

70果

9σ来

60来

90来

go来1

　　以上の鑛脈中現在重爆的に稼行されつxある主導はC脈及び1號劔の2條である・之等2條は

互に相交叉し，其交叉部分には所謂落合直ウを生ぜざる異｛列を示して履る．而してC脈は走向延長

にも亦傾斜延長紀も含金品位よく，塗部採掘可能である．1號劔は地表よりISO米以下に潤れば急

激に置賜となり5番城以王に脈幅40射程塵の富鑛帯を見る．亜に本鑛床の生域繭後の欺澱を槍際す

るに次の6期に分ちて考ふるを便とする・第1期に：％づ石英粗諏岩が新第三紀贋内外へ灘入聾して

或は多少僅¢流紋波li贈呈して熔流規，叉或は波の底部紀流紋替歌を呈せざる停滞部とを初生的に

構域固結せりと費せられる．之に囲いて第2期として地塁墾動甚だしく興誤断曲作朋の爲流紋国

難を呈せるイ瑛樋岩は新第三緬蝋燭の夫の嬬f欝恭しくなり，極度を超へfaる鯖には翻

作用を伴ひ若しくは甚だしき破梓作を見た¢）である．奮断定及び角礫歌手の部分は專ら葺ヒ期に形威

したと考へられる．第3期に晴眼ljン化作用と的場用作と局部的に行はれ回るものエ如く，鶴断機

及び其附近曝し鱗化繍し軽罪域の燦磁して居る・多蘭導1と匡愈婦町域の麟さ

れ回る中に数條の裂鯨を生じ，同時に含金，銀硅酸鑛液は上昇し回りて裂擁を数次に互りて沈澱充

鎭し証し疫のである．而して薔断贋は既に硅化硬結し居たるも鑛脈の之を切れる部分には僅に含金，

銀せし夢られπるが，採掘に堪える程度には到らすして止みたる形跡を示す．第5期に新噺憾が專

ら三下の下三際に沿ひて二二し，こ二次的富化作周に少からず影響を及ぼして居る．則ち四域富鑛部

の外に新断厨に切り劇られ曲る笛湧に二次富鑛帯の生じ居るを明瞭に見受けちれるのである．回し．

て第欄麟りて鋤岩が或購厭として勲三下こに滋入域は地表燃岩流とし嫡即し測

纈縮の際姓ぜ粥しき鰍醐1姓として縁㈱流蜆る・かくして舗級びゆと盤
すべ灘三山地域に甑蜘勺容易廟み得るのである・倣之と類｛以の鑛雁桝味する噸言己

（8）隆尾鑛山に於いて實に符合せる黙の頗る多選に一驚を禁じ得ない．但し彼には銅鑛を俘びしも，’

批には未だ之を磯見せぬを異にする．爾之等に就凌ては更に総括的に後編本論中に灘めて詳論する

察とする．

　　鑛石産状　　　　・　　　・　1』　　　　　　『　　　　　　　　　　、

　　鞍石種類、北隆型完歪謝樗縞斌糧1強の酸性大塊鑛と薄紙朕石莫微細脈を交ゆる一冤慶石様鑛i！i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’k．
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の2種を産する．’t

　　有贋金鵬　金，銀．

　　含聯物鰍金獺駆馳鱗瓢戯黄金蟻酸㈱聡石英，方響・
　　脈石其他　主として石英であっ七極めて僅か方解石及び酸化浦俺を交へ，多少の粘土（母岩片

の攣化せるもの）を混ずる程痩である．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　含金歌態　前述せし如くC脈は全般的に含金，銀品位高きも，典申央部に殊に富三部が存在し，

1號賑も亦富鑛部が申央部附近に見らる玉は同様であるが，當脈は下津に劣ふる傾両あるを遺憾と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギがする．今夫等の歌態を從断的に上下の資金，銀率を示せば次の黒くである．

職，の蝦ヒ含鋤瓦風　盆銀細頓）
（来） t・鷹・號鯛・脈糠

　　　20

　　　30

　　　50

　　　60

　　　80

　　　90

　　120

　　150
’　lse

　　210

　　240

79

28

33

30

35

16

30

39

32

霊

14

8

3

5

145

69

12i

114

67

62

253

250・

132

ts堰@0

85

117

ユ09

92

…均1細71約・9｝約96i約138・5

　　之等の数値は絶劉的に夫々上下の含

金，営繕關係を衷現するに夢らざる竜，

概念的歌況を察知す多に足るであらう．

則ち大郷含金牽はC脈にありて高く，i

呼鐘にありて1δ0米以下劣へ，含銀雪は

前書多からざ1るも，後者少からすして下

部にも績き，導均して低くない，難じて

金と銀との割虐煮C脈にありて上榔約1

饗露，下部理握であるが，恥辱にあヴ

t．て上部1樹8，』下部コ蜀18を示して居る．

昆一敵普通の傾向を呈し，寧ろl19調であ

る．爾雷横撃にて牛津最高品位の鑛石の

例には次の如きがある。夫はC脈5坑よ

り採掘せるもので，1頓中金15000瓦，銀61000瓦であっ允．

　　構造塊鑛は宋全封種麹高歌構造を呈し，中央部に室咲帯あるを常とする．

　　倒岩　石英粗面岩及び同質：角礫岩にして從來凝荻嘉なるが如く愚灘され居隔るは正しく誤認で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　．　　．

　　姉妹岩　是亦安山岩なりと唱へし入ありしも，明確に石英釈面岩である．’

　　採金概略　　　　・　　．

　　早撃　專ら厚綿環上向階段機械掘にて，脈幟輝き部分多きを以て大膿下盤側へ切鑛げなす．

　　選鑛　品位概ね高き鑛石のみを虞理b居るが故に手選のみである。先づ大回と中塊以下とに鯵

別し，屡屡なる手選を行ぴて後，中塊以下は更に飾別して小塊以下粉は承洗し，更に手選を行ぶ；軌’

　　製錬其他1全泥青化製錬をなし，毎月320σ一3δ00頓の鯵1石を取扱ひ，實敦率金9◎％内夕到，銀

72－73．e’

Df．　’
．



奪

　　　　　　　　　　　　　　牝梅鵜飼蜜灘北の灘欄防潮學良肇研究（秘　　　　　　　　　　　　　　　　δ9

　（15）歌登鑛出（住友二言1と共金鑛石

　　位置　北見闘枝幸郡技幸村

　　二二特性　不規財縞歎¢）含金，銀石英小塊鑛にして特別なる性状を示さざる普通鑛石である．

　　産地概況　　　　　　曇　　　　　　臓

　　ナ鯉，小頓別鰍二方22・＊一T一の聞綴髄に剰てパンケナ僻に到）1，之よ嫡押暗に

て海抜200米．lf陵蟷上の嘉務所に雄する．・置ヒ附邉全く寧調なる地貌を呈し居る．

　　地質　薪第三紀礫岩と其下部をこ角礫欺に自然二品されたる石英粗面岩を見るのみにして，坑内

最：下部に回漕岩現はるる．も，極めて僅かである．

　　鑛床面熱水姓面出充翼石英鍍瓶にして螂付近砂金め根元を成ぜPと認めらる瓦古両三灰地糟

に珍らしき存在である．臼下品行中の鑛脈fO條なるも，何れも晶晶独く，20乃至30糎にして走向

延長も50乃董　oo米に愚ぎない。・北ε0度蕗吉之と直角に：走り．最も下部に採掘し得るものは露頭よ

り傾斜に：漕ぴて160牽に点し，髭向延長為り傾斜延長の方か約3樒に及べる鑛脈として珍らし奪異

例を示せるものがある．含金i率も含銀率も共に普通である．

　　鑛面面1｛∫こ

　　鑛ぞ腫類　酸性中小塊鑛

　　賠償金鵬　金，錨も’　　　　　　　　　　　　　．

　　含有旧物　貞然金，輝銀鑛，硫化鐡，酸化講臨石英．

　　脈貞淑他石英の外，回忌を混ずる．

　　含金古態　最高含金70∫己程度もあるが，耶均は懇諭にして銀嫁金の5乃蚕6倍である．蒲し

て概ね上部ぼ金品位高きも30米以下は局部的になる傾向が見受けらる・　　　　　　t，、

　　構慧　不規麺リなる網lk構趣．

　　母岩、上部は礫岩，3⑪米下部よ？i、角礫1伏石英粗醸岩（從來鳥山の山々は凝晶質角礫岩と辮し居

湯るもの）．

　　姉妹岩　從來鑛由の人々は安」．lvttf，1一なりと認め居7eるが如きも，石英粗面岩たる票前記北素謡t；

に於けると樹様でわる・蓋し本四の角劇／lなるを凝荻質角礫岩と看倣し1最下低部に安山岩を見る

故誤れるなるべく察せられる。

　　採金概略

　　採鑛上向階段機i械掘。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　選鑛　手選のみ．　　　勢

　　盤蝶他自家製錬場なく｝紘霧蹴年1000頓即戦｝野饗鑛山へ邊る・但し冬期閥5ケ月はHISk

し居らぬ．

　（16）三井珊瑠鱗山（三ブ・lt鑛山會就）と興金鑛石

鳳　位置夫盤國上川郡下川村　’　　　一「　　　　　　　　’　　　　…
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　　鑛石特性當蜘薩郵駅は頗七二異性ありて蝕に謂ふ“珊三型，∫大塊鑛として産する・‘剛瑠型・，

　　　　　　　　　　　　　　　ン
大開に2腫ある．共1種は含角礫響動榔びこ構造を塁し，盤際より中央比来々①均質純自石英，②含

“銀黒”石英，③均質純白石英，④糧堅雪自明透明聡英，⑤含“銀黒，石英，⑥細粒：牟自形石英，⑦輪

回状石英と其内部に：角礫1びく母岩の頗序に塁嬬的に構域されて屠る．■他の1種は先の鑛石に於ける④
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

羅鞘台割遡及鉄蠣の郷鰍き醗隙よ殖接⑤創鐸，蕨雌礫柵岩醐鰹
ll刷牲斑膜蹴破版理辮せ麗の⑳る・解にしでも角礫を鋤は當r繊細の特攣であっ

ic，而駄き“銀瓢御職ら・9Zる・此“銀黒。と俗離するは從來耀蹴を多く含むと搬に信

ぜられ居たるが，少くとも鳴之舞鱗［1丼池と當ll俵鱗石にありては銀を多く含める鋤船艦なるを確

あおのである．

　　塵地概況

　’地理下畑騨よ夢北々酉方陣16粁の歪く亭坦道路にて事務析に達し，準準定期バス往復して

交通運輸極託て便利である．面して諸施設頗る整然として模範的文イヒ鑛LLI町を聖域し居れるが，附

近山勢は稿緩にじて水準以上の地僅少なれば鑛床の存在には不利なる地形を呈する．

　　地質　薪第三紀凝灰岩を主とし，僅に頁岩及び小量の砂岩を挾難ずる累累と，一石英粗面岩及び

安由岩とより成る．新第i三紀暦と）走向は概ね東一一西，10乃至30度南へ緩傾斜をなす。漸次岩は當凶

に於ける主たる母岩として重要なるものであるが，皆石英粗爾岩質にして極めて聡醸なる：角礫凝炭

岩と嵌緬顎繍岩に移化し・現場にては石難瀦と翻咽勲る厭態で鵜則拓期．
響岩響町に際して一部分断煙作用を受け，1 p礫欣を翻せると同質凝fJ（岩と局部的に混交せる模様を　．

示せるを以て，雨岩の境界不明瞭なる箇所甚だ瀞しい．葺岩亦凝友質なる部分多く，凝次号に移攣

するも，爾岩の爾極端の差異は確然と顧別される．而して鑛床に接せる部分は硅化作用を受け，黒

色三筆である．砂岩は厚さ数糎に過ぎすしτ問題とされぬ．然し當地域新第三紀騰の構成時の歌況

・を想定する上に於いて，三時水中堆積暦として意昧がある。石英粗面岩は強鏡して始めて右回に流

繍伏を認むる程度にして，局部的に噛しき球頴を含聴し，肉眼的に流理を呈する馬のがある．凝茨

岩中に幌交し，自らも叉角礫欺に破砕されて，同質檸屑岩となれる事前述の如’くである．本部は鑛

隊と極めて密接なる姉妹岩關係に：ありて注著すべ婆心である．安山岩は鑛床生威後の撹稜岩にして

複輝石を含み，岩脈或は熔岩流として駈引飾理の獲達を見，同質集塊岩と混ずる．

㌦鰍淺轍膿蹴填蕨雛の骸的雛である力即行・る・ものは僅に聯蝉條
は本鑛と零し著しく彪大にして，他の’1條は十字脈と唱ばれて頗る隆小である．’本鐘の走向は北65

、度東・傾斜45度南，脈幅實va　2乃至義2米va及び・走艇鋼帯の部勢のみにて3300米・傾斜延長

　2㊨米以上に達する大鑛脹である．共L盤は黒色凝次濁頁岩，下盤は白色凝次質頁岩であるが，共

閥20乃至30米幅の純檸鋤次色硬質頁岩帯ありて此部分鑛況優勢である・而して凝灰質の量多ければ

劣へ凝荻岩中には不良となるか，存在不明となる．此本劔の南約700米の箇厨に石英犠面岩中の鑛

、脈鞍て上鯉謂はれ淀離7鍍∫1ミ瀬斜4瞳南を示し一探郷充分なるも棚の延母推



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
　榔　　　　　　　　　　・　　　北海協調金鑛石の鷹溺飛質藥的研究①　　・　　　　　’　　　　！6］

測される．叉本劔の北東約1椰f挺の凝炭質頁岩巾に下劔と呼uafる脚囁3米内外，南傾斜の鑛賑あ

　るも閤下延長其他未探査である．更に最近獲見せる十割灰は本纐に全く直角に走向北27度闘　傾

斜8Q慶東，恰も十字の下傘分を鋏ける形欺を呈して獲達せる薄脈にして，脹縣雫均40糎程度に過

　ぎざるも品位娘る良好，凹凹採掘場より極めで便利の泣置にあれば極力探鑛を進むると岡三に探鑛

準備中である・　　　．　　　　　　　　＝『　　　　　。

　　　鱗石町氏

　　　鑛礪類輌即妙脚瑠型・灘大塊馴して鮒雛’平脈三石は灘三三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

　　　有便金轡　金，銀．

　　　含有鑛物自然金，輝銀鑛濃紅銀鑛（當111に於けるは極めて【ll驚に牛裂醗腺嬬次‘1町域を

　物語って比較的多量濠する），黄鐡鑛，酸化漏俺，石英1方解石．

　　　脈平他膚英姓とし辮墜離開へ，舞の角聯磁：÷版混描

　　　含金欺態　一般に含金品餓高く，概ね6瓦以上セあるが本劔の四端部と東端部と2箇所に來落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　しの富縛帯存し，脈幅も類る大である。十字豚の含金欺態は口下のところ発鑛脈一驚に銀張く金も

　堅粥にして金平均12瓦，銀は金の約6糟を示して居る．

　“構造當；」三階の角礫歌絹i造，輪鋤尺構造ξ之を門崎に験する葡麟購太き翻／こ構造を量し、’

　極めて特色が認められる．

　　　母岩　石英粗面岩質，凝雪質頁岩，同質角礫岩を主とし上盤は黒色，下前は白色を稽ぴ，局部

．的に憎憎の鶏黒色頁岩を交ゆる．硅化作用一般に彊く，保安上嬉條件を有する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　　　姉妹岩　明確に石英粗響岩にして當山附近の安i」1岩と看倣せる奢あるも全く誤りである．

　　　採金概略、

　　　探鑛脈幡慶ければ主としてシユリンケーヂ法を採用し，一郵分上向階段掘，全部機械掘なる

　も十峯脈の探鑛に局部的手掘をなし，僅かの崩壊部分に支柱を施すのみ．

　　　隅隅町内手選，坑外に幽檸旋韓陣三三機聞ベルト上にて手選をなす．　　　　　　　　、～

　　　製錬共他　発泥青化法日産230頓，澱物は之を熔解含銀，金塊となす；

、　（蓋7）徳謬鑛山．（旧本源業）と共金鑛石

　　・位狸　石狩國上川郡愛憎村　　　　　　　　・　！

　　　鍍石特性　標式的淺熱水性一蹴充墳眉英鑛脈の｛’t徳星型”完全野稻縞欺と不発全帆手i奪縞欺の爾

　構造の鑛石を産する．前者は野際より幅1。5乃至2．0糎の9條の二野含金石英が極めて規期正しく配

　列し，『中央に塞洞の筋がある．興の内8離陸の石英には著しく含金華が高い．三曹は甥樗も不完全

　．なるのみならす縞欺蠣しれ，申来塞洞碧1附近に多く含金する．

　　　薩地観況・

　　　地思石鰍郵耀の掴駒20粁ピ先づ購妙北加2粁獅糞で臆路魍にして交繍



e2　　　　　　　　　一　　　羅　霞　忠　ノ慰

由詑よ職縛腿綿8粁に磯藤伽繭脚獅湾雛嵐雌脚分の鞠配唖励・
るも，登行程は自動車翫通する，鑛床三三は孤立せる安山岩山塊にて精為念峻なる鞭貌を呈し，積

薯舞も裏編醗粥凝1澱這回らざ礁｛重三て鵬φ　　　 　、

　　馳質　附近一肩｝は薪第三紀友黒色質岩・及び凝次質砂岩嚢蓮し，之を貫きて薔通輝眉安由岩とプ

ロビライト化安山岩の岩・二形由塊（丸IJ』と稽する）より域る．．普通輝眉安山岩の新第三紀贋rド岩脈釈

露1：獅は制縛厭節扇面著1こして，共継総内容も後賓と自ら異な鵜蓋し爾安山同種は元三同一岩漿

よジ溢複蹴るとするも，軍費は時期に於いて遍れたる如き情勢を物語り居る．　　　　　　　　　　’

　　簿灘雄裂蹴珪石思回して・触砂塵る錦プ・ピ・イ・イ一端⑳搬

達し謀他脳髄之嬢拠高い・鰍剛磁は縄瞭なるが・蹴稼行・ゆも㊧融点2Q

條である。之等は皆何れも北47懸垂90慶iltに走れろ大鰐東西に近き穿行脈にして，傾斜は概ね80

乃郵暖南・稀に8破北を示して認る田購畷大9米厳ぜるあれども普鋤鋤至2・0米程

度である。含金品位は宿り高からすして，第均すれば極めて費溺である．今主要20鑛豚の走向，傾

斜，走向延長，傾斜延長，李均脈幅；第均含金晶位及び給銀品位等を表示すれば次の如くである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
長さは米，品位は雪叩の瓦を以てする．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
之等鍍賑群は侮れ竜軍猫に荏在せすして，或は羅面的に或は立罷的に連糸各するあり叉分岐ぜる
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ありて駅！lllも不定である．就中徳星簿虎下鎌は共晶向莚長425米，傾斜延長182．80米め獲蓬を知り

得る當由燥大の二二にしてジ典申穂及び上劔と婆接に群存し，二幅5米に蓬する箇所もあるr恐ら

く品等徳星鎌灘は當地域の鑛床中心部蕉形成し居るらしく，鑛況頗る優i勢なるを認めしむる．鑛床“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

申には夫々海霧払物の黛自勺關係よ夢次の癩く分けられる．

　噸、硫化銀漏金賑賑（當鑛［海台んど塗都の富面部に見る）『　　　　　　　’

　　（2）聯雄灘翻鞭醐勿拠る喜雨蕨踊嫌）　　、　一、
　　（3）炭酸1石工質二二脈　（方解石多く，金品位劣等，溶解せる蔀分は多孔質℃ある）

　　（4）褐凡打帯金鑛脹G甘酸1ヒ十一ありて含手摩高Y，）

　　（5）　石英酸化1繭俺質：金縛嶺贋　（騰…に酸化灘｝俺を多く見る叢獲脈）

　　以上は含翻瑛鑛脚｛・に於ける比較上の都艇あって，特別に各種類が個々ゐ蜘難就）・て分

類さ9，　Nのでない．則ち跡一二山内にて上部は（‘i’）であって申部に㈲を或は、（3）観，共蓮綾無品

に（1）落しくは（2）が多い等混瓢して居る場合もある．然し叉分れて存在する窮も見受けられる．

　　血石榔伏　　　　　　　　　　哩　　　　　。　　　忌　　　　　　遡

　　鑛澗種類　酸性大毒鑛ノひ至小論鑛として廃し，粉鑛は比較朗少い．蝕に調ふ‘吃徳星型，，り完金

JK’Pt．不完垂蜘鋼1び講；鍵呈する鑛眉が大部分をi！’iめて慮る・・　　　〆＼

　　含イ∫魔物　自然金，輝録鑛・ゴ曝鱗黄鐵鑛，酸化溝俺土，石英，主随・方解石，氷長石・緑

泥石，高陵土等．　　　　　　　　　　　rv　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　、

　　駅三共他　大蔀分は普通晶晶であるが，往々葉二三英，玉随，方解石，欺氷長石，線泥石，高雨

止等を麗する．今代表鑛石を鑛山にて分析せる結果を示せば次の如くである．

威州s…・パAいi’1“♂
　　　　　　μ　　．　　　　耐　　り　看
　　　　1　r・　”vi
百輝瞬ゼli・・Ji囑「1ヨ§……！

’1．si，t？．．1．uaE．i・ifty．TLE）／i．nmaS

　　　l　o・03　．1　tr　1　tr

Ca・ 焔ｩ（・：u．1酬酬・・極11剰・

一　1　一　1　O ・1・レ・

　　含金鉱態　一一般的に含金碍立は低調であって殊に方解石等炭酸鷹鑛物の存寮iし，叉存在して溶

解し去りし跡等は編めて籔鑛である．薦し七一次納富鑛帯の存在を特に呈せすして又籔燐に關係せ

る地質構造臨め7款的富化も認められぬが，酸化帯の搦鐵鑛質餓石には含金fyこ態良好なる事普通の

場舎綱島である・論じて硫化蟻勘多ければ從って金の聯謎を常とする・叉「‘落合直紘顯著に

．L“（1雨漏の殆んど酬1砒簡1晶晶隔る・メ癬も亦當嘘脚た罎例にあらざれば旧す

るに遷らぎる事實でψる．要するに安田瀞｝5の淺熱水恒三含金石英鑛賑として何等珍しからざる含金．

欺態を示して居る．　　・　　’　　．　　　　　　　　　　’　　　　“

・　鑛石構造1：全般的に縞1｛ノ藁構造撃墜であるが，発盤：：封柵及び不完菱鑓媚奪のある事前蓮の如くであ

る．跳外局部的に輪1μこ，膠欺～角礫歌，朋毛厭，晶洞欺，粒欺，塊歌等の構擾を示するあれども當

虫の特徴でない．　　　　　　　、

　　膿かビラ・．r　｝骸山鞄）みであ徽騨である・然し蜘餓隙・臨総硬化購に繰
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泥石及び硫化鐵鑛多量なる部分，娃化作用著しき部分，高隣土化作鳳氷長石化作用の甚だしき部

分等相當複聯である・

　　鱗岩明瞭に安山岩に囲係L，北馳加石英＊晒翻雁郷と劃然嫡麟蜷なす・

　　採金概略　　　　．　　　　　　　　紺／t

　　採寸　一一一■般に上向階段掘をなし，特に高晶位の部分は中段坑道を設けて一縛的た不規則なる抜

掘法を行ひ居る．旧記幅殊に旗き部分はシ＝L　Yンケーヂ法若しくは充填法を探用し、て居る．而して

掘進は垂面的に機械化を計り，現在抜三共他脈幅独き局部のみ手掘をなす．

　　三三獺鑛を先づグレート3豪にて150粍以上と以下に分ち，以上を大破してグリズリ”3毫

50粍以上と以下に分って二選を行ふ．捨石は約10躬なりと云ふ．

　　製錬其他　全点青化法にて自家製錬をなし，口下毎月3500頓乃至4000頓を虞理し，將來6000

頓に弓張を計ii建中である．　　　　・　　　　　　ny

α五）西部北海道金三石産地域

　　石狩第原を境として共西方石独・膿振・後志及び渡島の4箇國に亙れる地域である・此地域の

前記東部北海道と大いに異るところは金く中世贋と奮第三紀居を歓除せせる三二でφる．叉蛇紋岩

の甦入も見ぬ．』三等は疋に或時期に於いて田部が漣生なく各々夫々の相違せる地回蓮動の行はれた

るを物語るべき二三である．故に筆春は三部を石狩干原を以て劃したのであるが，金鑛石に：就いて

庇開係が侮等か影響を及ぼせるや否や？今各論に於V・て忠實に：：更に西部北海道の各産地の駅況を槍

討レ．以て二等結論に回り達すべき材料を獲む纂に努力するド　　　　　t，，

　　當地域1璽に翻する藍島乱心鎌三輪鑛師の内11鍛山）

　　（18）乎稻鑛由（三菱二業）　　．　’　　、

　　（19）　ラヒ：青巳鑛　山　　（雇慕狂…組）

　　（20）弓庭二目　（日本鑛業）　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　・

　　（21）千歳鑛山（千山鑛由）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榔
　　（22）　洞　爺鍵菱山　　（厩沸く鍵暗記）

　　（23）三文鑛山　（日本産金振興）

　　（2り　小鉾牛三山　（同　　　tt上）

　　（25）翻狩三山（同　　t／上）

　　（26）．轟　鑛　山　（瞬中二業）

　　（27）大金鑛由旧本鑛業）　　・　　　　　　　　　　　’　　e

　　（28）大勢鑛由（淵上林太郎）

　（18）手稻籏山（三菱鑛業）と共金鑛石’

　　當鰍に就いτは灘繭搬限び渡邊武男爾博士力囑々“岩鱗に地質・鑛床等の言齢を載せ
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られ，飴りばも有名である，偽って滋には共概略と筆者猫自の槻察を言命述する．

　　位置　石狩國税幌郡手稚附

　　鑛石特性淺熱水性裂籐充鎭の慨ね門門，銀銅，重晶石，石英鑛脈として甚だしく複雑なる

四三を蓬する．則ち“酸二大等等，，より一般に普通の所謂“中性丁掛鱗，に薦する迄あるが，掌骨

稀有の自然テルル及びテルル化金銀鑛の外，硫砒銅鑛，ルソン鑛准ど是亦珍らしき銅鑛並びに多量

の灘蹴をイ瓢㍗チモン鱗孤鵬等襯Pて後記する姐3鞭の動獅磯見せられて居る・鑛

石構造は一定せすして全く不規則なるものあれども．，局部的に下総膿的に縞欺を呈するを看取し得

るに過ぎぬ．引して金銀の高率の部分と銅の品位優秀の部分と爾瀞混難ずる部分と鑛床r｝噛ら位羅

を異にし，殊にテルル金，銀鑛が重二三の量豊富なる簡灰に多く見繊さる玉は泣意すべきである．

　　蕊i三二況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t／／Wht　　　　　　　　　’

　　地理三子の北蝋力細0葦雅あって自閉‘奴50頒後・1劃騎楠隠約暗・三
二（髄1023．7胸の・｝腹烹繊100米の北余輔，三伏台地上三三に蜘臨務所はある．鑛床は

三二三下の南方，則ち三下附近を回るる言置川の上流北囲き、1慈蹄形歌凹地なる海抜夢0米内外の地

帯に獲遽し，四三の山勢急峻である．二三，製錬所其他の施設物は專ら丁丁所に近接して建設せら

れ，翼下に石狩午下，遠く革1門下を望み，景勝絶可の位置を占むる．

　　・地質　三二主紀黒色頁岩（二三頁澱）と複輝石安鼠i岩・，含石英角閃石複輝石安山岩，含祷英三二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ破山及び期礫岩，角下野次回，勤二等よ回る．繍鋤近駐として之等門下洞質噴

掛物との分布著しく，買岩は僅に小慮域に介在するのみにして，化石も磯見されす他地域との下位

上の比較も不可能の歌態にある．叉洪積期蜘∫二堆積物，扇歌勉堆積物及び沖積期河床沈積1吻として

磯粘輝の回せるあるも・鱒辮には縣がない・騨破醐は撒・四韻瀞騰

をなし・舗顛閃石凹石知岩も旧説嬬塊として門脇．耐欺暗艶灘二二
ば野外にては瞳別困難である．’回して殉雨者共廣くプロピライト化作用を受け居る事も相似て居

る．然るに含蕎英複輝三二山器は次白色乃璽曙三色にて，一部岩脈，岩株欺を呈するも，專ら手習

山山頂及び北三顧一圏の淺き上位に熔岩流をなし，明瞭に思しき遊畿歌態を物語って居る．蓋し本、

岩は薪第三紀以後にして且鑛床生威以後の四達物である．

　　二言雌麹統囎鋤睡・鰯聯灘をなし課置川」・灘醗勅・㌧て酷
のみを鋏肥せる北，束及び南の三方百に不規則なれど同心穂1並びに放勇耀こ配列を形成する．此湾察

’は本二世移畷二二磯目に筆下・探鑛」覇蜘脹に騰を與へたるとあにして，共後の蜘に倥ひ該

三三は愈汝三州實となりつ工ある傾向を示す．則ち鑛床分布纏域は瀧ノ澤本流の上中流及び其支流

離澤識音澤・黄金澤に亙り事蹟迄畷見雛たる露頭ば30カ所に及んで居る・。欝は毘　ね

．家の3群紛って稼馨れ，北部購育鐸鑛聯來部は三ツ嶋㈱難灘南部頗鐸繍群と

稽する，

　　（北部）萬能澤鑛床群一八朔籠，八年舖，
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　　凍部）三ツ山野鰭一テルノ嚇・三光舞第野瀬鉱瀧ノ澤錨鳥谷部劔潮ヒ劔

　　（南部）黄金澤押回群一一大豊鐘，妙高錘，i丁丁範，次豊髄，金盛鐘，明盛劔，第一繁盛鐘，第

　　　　　　　　　　　　　二繁盛鑓．

　　鑛脈の延長は概ね短く顕金澤ρ大豊側方鰺る約80Q「米価せるを最長とし，他は皆夫以下で

ある・脈幅は一一般に：2乃至3米のもの多く’時に10半に：肥旧せる箇所も見られる・齢して鑛脹の歌

況醇化は走向方面に：も傾斜方面にも極めて著しく，、帯締含有鑛物の驚難なると共に特徴と看倣され

る．且鑛脈は緑岩との境界明瞭を輝くを常とし，．屡疋1鑛化せる母岩に移化溝滅する　渡趣武男博士

は當由の鑛脈を写物成分及び相認封係より次の4型に大卸して居る．

　　①　含金，銀，銅，テルル，唖鈴，重融石，石英賑一（例）瀧ノ澤鑓，鳥谷部鑓，第三露頭

　　　　鑛，テルル鐘，南北鐘上部．

　　②　含綿，銀，銅，硫化物（方解石）石英賑一一（例）大豊鑓，繁盛鑓，金盛鑓．

　　（3）含金，銀，石英脈一〈例〉妙高鐘，薪盛鎌．

　　（4）鶏冠石（雄黄）輝安鱗マンガン，方解石・石英豚一一（例）次豊簸明盛鍾

　　以上の内，金鑛を主とするよりも寧ろ專ら銅鑛として虞理すべき藤野は（1）に黙する瀧ノ澤鑓及

び鳥谷部鐘並びに（2）に騒する大豊劔及び繁盛鐘の如きに多く見られる．今後之等の愚輩に就いては

釦智慧に關ナる注意が必要となるであらう．而して㈲に曝する鱗振は目下の堪も亦將來と難ども有
　　　』　　　　　　　　証　　　　　　’

三三伽）獲展性は期待薄であるが，鶏冠石の結晶が鑛脹鼎ζ一爾に附着し，弛の鑛石を殆んど混ぜ

ざる立派なる大標本を獲らる玉は驚異に値する．

　　鑛石豊野

　　鑛石種類　“酸性大黒鑛，，よJl　一一般に普通傷1謂“中性1胸麟，，と齢すべき迄産するのであって，　tt

上述の通り部分によ．！ては（：／）含金，銀，石英脈の如く全く“酸雛塊鑛。にして何等珍しがらざる金，

銀，銅，硫化物（：方解石）石英脈の如く寧ろ“基性硫化鑛，，に近き三石と翠微すべきさえ混じ，総罷一

的に軍純でない。當山の代表的鑛石を‘‘手轡型，，と命名し他産地に稀有の特徴を呈して居る．

　　含有鑛物　極めて多種多糖の鑛物を含即し，現在迄に覇明せるのみにて次の33腫を導べ得るt
　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

肖然金ペツツ鱗シルバニや鑛自然テルル，紅銀鱗リツ釦ルド鍍瓢欄鑛灘際，疏砒銅

鑛，ルソン鑛，銅蒼鉛，硫盤塗物（エンプレクタイト。クラブ㍑一卜鑛豹，輝安鑛，輝蒼鉛鑛，閃亜“

鉛鑛，方鉛鑛，黄濁鑛，白三界，雄黄，鶴冠石，石英，重晶石∴方解石，マンガン方解石一一以上

初生一自然銀自然錫擢鐡鵬酬ヒマンガン鱗酸化テ録鱗孔雀石愚湖鱗石鵡硫酸

鐵鑛物及び手稻石（tOCuTeO“，3CuSO426Hρ）一以上迭生．

　　當響町ルル及びカレル綴物を産する額醸に酩であ？て講に吉村激鰍銘の
手稻石なる葱鑛物の三見ば學術上大いに細目に値する．、顧して倉用鑛物として金，銀鑛と共に銅鑛

を相當量俘ぴ居るは吏に留意すべきであって，1將來銅産鑛由としての護展が期待されるのである。

　　脈石其｛也：全鑛脈には多少共に石英が主たる脹石であるが，重晶溺亦重要である．方解石も各

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　似
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，脈に見られるが，欲豊門及び明三三に殊に多い，マンガンお解石は三半鑓及び大豊鑓に少くない．

　共他母唐痔や粘土等を混ずる事比較的僅量である．

　　　含金歌態　寓然金は各鑛脈の何れにも貧富の難こそあれ含まれて回るが，一般に上部まり下部．

　に劣る傾陶が看取出來る．座タ繁盛鑓の如きには顯微鏡的大いさのものが，銅鍍に伴はるXと渡漫

　武男博士は注意して居るが，下低には之を伺ひ得ない。自然テルル及びテル♪し化金，鍵廣は局部的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　劇勿であって三軸第三肱テ・ヒ・畷・瀞澤鑓及び麟部鱗に殆んど限られ，專ら重留多き
　　　　　　　　　　　　　　騨
　部分に概ねSi，られる・而して之は最1二部には少からざる部分あるもs・下方に急に劣へ・日下其標本

　すら獲る事が困難であ豊．掬當山の問題は今後薩金と産銅との欺態が如何に嚢展：すべきかであるが

　産金が深部迄現在の儘三三すべしと考ふるより寧ろ塵銅に漸次移癒するなきやを疑はしめられる．

　　　鑛石構造一般に門脈総艦にlil三期蕉し麟榊購造を回す多も・富下部は二二稔構遇の篠靴な・

　　る蝕に謂ふ．‘呼縞泓，が代表酌である。局部的に角概轍の部分もあり，輪1伏や膠歌構造を示せる餌

　所恵ある．

　　　樽聯　概ねプロピライト化せる安山讃を母岩とし，次黒色頁岩（輕∫il頁岩・）を極く僅かの局部に

　見るのみである．偉岩を成せる安打岩は複輝石安艮1岩及び含石英角閃石（複輝石）二丁岩であって，

　鑛庫附近の墾野作欄はオ三二行はれ原岩と著しくタト槻を異にするものがある．該作用の比較的丁丁國

　　に及べるはプPtビライト化作胴であるが，鑛脈に接する部分は殊に甚だしい。3ぐ硅化作用をも同様

　　に鑛脈に接して深刻に受け，二三と母岩ゐ境界がく｛こ撚疫らざる箇所さえ丁々見受けられる．共他凝

　　次岩質贋石弓は高陵土化（粘土化）作用を蒙り，部分的に黄鐵鑛化作用も行はれて居る．♂

　　　　姉妹岩　二丁母岩を下せる安山岩類であらうが，爾醤の内の侮れか或は爾者共關係せるか不明

　　である．恐らく爾簿の門下時期は殆んど嗣隣なるべげれば，．二丁を姉妹岩と認むべきであらう．

　　　　探金概略　　　　　　　　『　　　　　　＼

　　　　採鑛　現在殆んど皆シ孔リンケージ採掘を行ふ．母岩三顧にし磁：概ね支お｛｛を要せすして保安上

　　好三三を有する．且現場は皆地方河川地糞以上なれば自然排水，唖然通風にて足り，瀧搬便利であ

　　る．　　馬　　　　　　　　・　　　肺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畦

　　　　野飼　手選後粉檸して浮濾懇鑛を行い，金，二三鑛及び金，銀，銅精鑛を造って居る。

　　　　二二穐前門鯨全膵二化法に」の製脚・後者の精鑛は二丁製醐に途蹴る・　・

　　　（19）光三三虜（藤田鋤と其金二三

　　　　ぜ立置　騰振國千歳郡弓庭村

　　　　蜘雛淺轍四二三管鑛脈の働髄三下蜷の・麟タ弓造回せる嚇底
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　型，，鑛石に類似する鑛石を産し，叉含母線塊片方解薦純白結贔質石英無縞大塊鑛も出る，前者の石

　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　じ
　　英も結晶質にして極めて低鴻liならざるを示し，富鑛ぼ寧ろ既“葱靡攣”の部分に：多く見られる。

　　　　窟地徴況．　　　　　・　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　コ
　　　　地灘北海道織道線患庭騨より西方約3◎粁の地黙に事務駈がある．漁現（・fザリガワ〉に溜ぴ，
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途中共支流ラルマナイ川を判り，更に又共支流金高澤の上流標高1251米の室沼雷の南々東麓町4

粁海抜300乃至500米の地匝に亙りて同床は騨ける・漁期｝ナ幽にありて騨と1耽間はyラ〃

を通する．地形は北北下方に塞沼鐵の聾ゆるありて東方に金山溜の漢谷開け，’概ね急峻なる山相を

呈する．

　　地質　新第三紀頁岩及び凝次居並びに新蒼四三の安由岩類の嚢達地域である．頁岩は硅化作用

を著しく受け，極めて硬質にして宛も置生代頁岩め如き槻を呈し，撒岩を成して居る．三次岩は僅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纒・
に一部分に見られるのみである，，安由岩類は大部分察沼三方聞より果たれる新期安μ1岩熔岩流とし・

て地裏を被覆し，下部頁岩中局研に古期プロピライト化安角岩を獲見するも鑛物成分又は組織甚だ

明瞭を鉄く。是，鑛床，と姉妹岩關係にあるべく僑ぜられる．

　　鑛床　淺熱水性裂錬充填含金銀石英脈であって，主要鍵瓢は4條である．走陶は概ね略k東一

西及び北δ0劇ミ瀬斜は75ノ運ξ0廉酪北e　70乃至εO度内日嗣とある．m下稼行中の警告2

條，其1條の鑛脈を1號脈と嘱へ，他の1條を2三脚と穂し，導者李回し，何れも軍縮の塗化著し

く、鰍幅3米なるも撫れ騨に藪粍の細駝なる踊して鵬1鍬となれば融も從ρて賄

となり，．独小になれば含金率亦貧弱となる傾向がある．　　　　　　　　　　　　’

　　鑛石性〃こ　　　　　　　’　『　　　　　　　　睡

　　鑛不獣類　標式型の酸性大回鑛として産し，鑛石は大艦一様であるが，中には含方解石の三白

結晶質石英平準の部分を交へ，富鑛は黒1美湘混解せる．“迷路”歌構遊を呈せる“恵庭型，，が大部分

を占めて居る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　含有鑛物　自然金，輝銀鱗，鋤輝国，角銀鑛，濃紅銀鑛，黄銅鑛，黄鐡鑛，石英，方解石．

　　諏石其他殆んど全部結品質石英であるも，後期上之の筑白色牛透明の石英及び方解石が不規
　　　　　　　　　　ザ
期なる弾歌或ぽ室隙充填物として漉する蝋石もある．他の混雑物は殆んどない．

　　割金歌態　鑛石中の含金駄態は一般に不均等にして富鑛と貧鑛との差が極めて著しV・．當山で

眠，中，下鑛に弗ナて居るが，夫ξの・蹴観る畝の如くで覇．

　　1號坑1號脈上期一・途500瓦銀1唄00瓦勝勢

　　同　　　　　　中野一・金・60瓦，銀　800瓦

一　・t ｯ　∬下鑛……金03瓦，銀　30瓦
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　2號坑2號脈上鑛一・斜晦乙，銀4，900瓦　　　t’　　ヤ
　　1號坑2號酒中鑛・…・・金30瓦，銀　400瓦　　　　　　　　　　　　、

　賦
　　鑛子1構造概ね規則固しい縞網構造は呈せすして鑛脈全野としては甚だ紐曲せる大柄の幽門を

示せる部分もあるが富上部の構造は殊に萱門である．所謂“銀甲”は米粒大に轍々として，或は多

沙蓮鎖形をなし，或は散在し1或は密集し，共闇随所に察隙が存する．室隙の配列は必ずしも鑛脈

の中心部になく，全く不規則に且無秩序にして蒲も大小形厭檬々であ叡故に鑛床生域當飢の欺況

を伺ふべき鑛灌上昇維路は殆んど不明であって蝕に謂ふ“迷路”珠構造を示すものであるt
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　　　回忌概ね第三紀頁尉であるがs嶺1化作期甚だしくして髄蓮の如く一見窃生代費罧¢）如竃槻をPt　t

皐する・

　　　姉嬬鑛聯駆び期に之門口認し得三門鵬ρ闘徽吉繊鼠階噛舷門騰
　しめられる．

　　　採金概略　　，

　　　聯馴購鱒らざる部分即ユ勅ドヂ欄を郷鱗鰯をカ1ふ
　　　選鍛i手選のみ・

　　　製錬其他小振製錬場へ逡鑛。

　　（20）恵庭鑛由（m本野業）陛下鑛石1

　　魔二丁振國予撫譲懇野村．　　　　　　　　　　　　一

　　　鑛石特性　淺熱水性裂鯨充璽石英鑛脈の酸性大門鑛として産するが，共構造は極めて特異性を

肥るものがある測ち窪鰭の線・く提唱せる“迷蹴1購瀧呈し錠麻蛾等時va於ける鑛液

　上昇繊酪は軍純なる縞欺を示す部分もあるが，富鑛部程複雑なる迷路を締余曲折して全く秩序なく

　随所に之亦無秩序不定形の塞隙が大小限りなく見られる．之塁塞隙は初生の三等は稀であって，殆

　んど二部後家的に溶解物質（ノ恐らく母岩の粘土化物）の溶解し去りし跡なるべく（一部残存せるもあ

　る）推定せられる．凹して脈石だる石英は糧粒結晶質より細紘結晶質に及び，無色透明なる申に乳

　白色牛透明石英なるを交ふると，著しく満俺を含みて汚れたるバラ色石英に曙黒色硅質酸化満俺が

　混臨ぜる如き鑛石。とある。共に野選上は相共通せるも色彩は甚だしく異な抄て，前者の研磨爾は外

　観概ね白色光澤を有する美槻を呈するも，後者は混黒光澤なき汚濁せる三石である．

　　　而して瀦縫門門鷹1にて棚によ咋鋤凍部畷石にのみ朧が視妬伽騨
嫡蝋縞凹凹及鰹に轍薩する箇所樋る・轍罐する附近に顯躯めて鍛髄る駄

　注同に値する．　　　　　　　　　　　　　　・　　　　一

　　　産地概況

　　　腿苫小牧騨より北西施距離名勺30粁の位置瞳る・撫三子製紙門門側蝿（約27粁）

　を利して支笏湖噂に到るを得べく，之より北北西湖上惑庭鑛山行定期舟艇k便乗約7粁，40分に

・して鑛出出入ロポPtピナイ荷役所に蓬し，トラックにて元山まで綾坂路（鑛山専用．）南方約6粁にて

　事務所に帯する・鑛嘩地域は海抜約60P米・湖面より約300米にして・．急峻なる1．Ll相ジ深刻せる漢

　谷，地上建設物敷地を獲るに：困難なる地形である．且雪割こよる冬期聞の地爽作業は容易ならざる

　を想はしめらる，

　　　地質　新第三紀贋・地帯なるべきも，地表には新羅期安山岩類の外，地表は極めて悲き火山噴出

　物堆積贋に環はれ他の岩涯撚露出し居らぬ．即ち奮期安目豪臆著しくプロピライト化作履を受けて
　　が
　大由塊をなし，共鯖の上位に比較的厚癬の湖畔方画ぺ添愛績斜せる火由次を主とする火山；岩々層の嚢

灘ると，共中酷床1賊購爵チ睡雄徽厳嶋の一部観る・鋤総プ吐ラi　1・化醐



70 謡　　蜜　　忠　　勇

　安山岩山塊内にのみ胚胎し，地質としては極あて輩純である．．　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　蜘ミ麟吟興鹸含鎌耳蝉臆して・跡働て1騨なる瞭の蝦固勲み轡
犠て鵬剣ち醐プ婬ライトイ脚」艶艶・に燵に・不割増と多数の方陣搬達し其

　石英鑛脈1條のみ臼下稼行償値が認められる．該石英鑛脈の走向は其「レ1央大部分眞の東一薩，其東

　端並びに西端部に到れば共に北70度画に屈曲し，傾斜は南方へ8G度，総郷長65◎米，走向東一西

　δ申央部の内270米が探掘に堪える．而し一（i其他は概ね方解石を増し，甚だしきは全く方解看の脈

　となる．爾叉其東方には満十分潤しく混じ解り，鑛顎は著しく曙黒に汚色せられ，割目は光澤を失

　へるバラ色含石友硅酸質部分と，帯紅黒色部分と1筆者の謂ふ迷路歌に入り観れ，極めて特異性あ

　る三石を饗する．其西方も北70度亟に：屈曲せる部1秀よ）1方解石脈となり含金…率は全く問題となぢぬ

　此外，各方向へ総延長数粁に及べる探鑛坑道が合理的に切られあるも，幾多の無含金方解石脈を獲

　見せしのみにて，之等が皆野く北70度西に走れるは興味ある事實である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　其脚兄は正に開床生唆當初蝉づi｝群群に於ける比較上大裂辮こる現獅主難鞭の走両国噸tt

　纐の概ね中央部’2箇所に東よりε0度回方斜めに含金銀硅酸濃鑛液上昇し（後述‘‘含金歌態ノの泥中

　富即題の落し参照），其周縁部に漸麹炭酸壁外容液を増し遷りて裂干の淺翻を充隣したるべく認めしむ

る∴?冊籔峨匠捌す・に第一翻に㈱・編粉糊第粉糊後聞骸謎蹴
　叉は輪歌に：含金銀細粒石英の獲蓬があっセ，奥に其後方解石は品洞を填め，疫除の閥隙に入り込み，

　走向70度西の中小裂簾に方解石脈を形沸せる事實を裏書し屠る．則ち現在の採鑛現場たる東一酉範

　の部分は當地域鳶職生威の中心部にして，而も最初に近き含金銀石英職級の構域され細るものと着

　徹し得べく，之よ抄遽かるに從ひ含金銀乏しきか全く惜無の方解不1脈（麸悔国際に石英の存するもあ

　る）に柳・此孫搬以上に限ら戯外目き騰糊しめられる・触に金粒に後れて期臨

脚嚇せ磯瑚ら西郷て解なる三期糀當鰍に嫌のである・
　　　鑛剛性歌

　　　鑛石種類酸膨大塊鑛として産し，室隙多きにも拘ら押死ね竪硬なる種である．大部分筆者の

　唱ふる“迷路，，歌構造を呈する猫特の“野庭。型鑛石に際する．

　　　含有野物　自然金，輝銀鑛，黄三半，満俺鑛，石英，方解石．

　　　胆石共他　石英，方解石及び瀧俺，石英は走向東一圏の主要鑛脈申央部のみに存し，共東方に

　平郷を混じ，早早端には方解石を増し，”共他の脈は方解石めみ．

　　　含金状態　主脈申央，走向東一西の部分の内，東：方に延長100米の富聯帯あbて束へ80度の落

　　し，品位雫轡型17乃至18瓦，銀150乃至160瓦，西方にも延長100米の富細帯がある．之も東方。、

、部と落しの方向及び角度全く湧檬であるが，品位は梢々劣って金8乃至9瓦，銀45乃董50瓦である．

　而して最上坑道上155米坑より下105米，即ち下90米坑までは品位が不定であるが，其下部は概ね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めら　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　
　均等になり次第に低下する傾向を示す．：是金鑛床に於ける初生と二次攣化の現象をも示すなるべ

　ぐ想はれる．則ち地表より下90米坑ま庵は酸化作用が旺盛に螢まれて，「或部分は麹生のシxウトに
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カ！はるに二次射法作用を以てし，或部分は初生のシユウトなく，且溶解作用など行はれて不均等たる

ならむ．然るに其以下犠夫々の七化少く，全く初生的旧識のみに：淺され，金鑛離の常として下部に

品位漸滅郵）傾向を呈するにあらざるやと察せられる．要するに之等は正に他の1魔葦床に：も妊参考資料

として以で味ふべき纂實たるを失はぬ．
　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　セ

　．斑講造鰍罐郷に膿嚇言己せる如く回し訓・獺あ粥獅・見られ・之樺辮殊

更“迷千慮縫と新しく銘した次第である・庇構愚に關しては既に腱せし通瞬るを以て蝕

には省略するも組由ρ鑛石（｛列へば光縫鑛山産鑛石）にも之に類似の構造を獲見し，今後更に此構i
トロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

乙名は高く使用さるべ毫可能性わるを僑じせしめられる．街簡箪なる勤樗縞1瑠i罎逡を呈するものも

少くな、く；稀に｛二輪鑛薩する．輪鑛は主要鑛側芝一二鋼・央晒方勧蜆られ，其附近極

めて富面部である．減点登葎春は輪鑛の塵する部分には其浸種の侮たるに乱せす孤島なしと僑じ，少

くとも鑛液の盤富にして其．晶出i嚇なる部分に溺｝片を中心として轍／こ紙誌するなるべきを

設き漏るが，當山に於けるも正に其好適例なりと認める．

　　・母岩　當鑛由の鑛床は：全くプ誓ピライト化奮期安山；岩内にのみ獲達し居れる故，興母岩・たるや

實に簡輩明瞭である・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’　　　　　　・

　　姉妹岩　之亦プロピライト化磐期安山岩以外に考へ得られぬのである．”

　　採金榔略

　〆採鑛概ね上向階段掘を探用し，無品翼，無支柱にて専ら機械掘による．期ちコ／プレ・ツサー

2i墓，共振探鑛坑道掘邊1に1’まS49を7藁，低温に：はCA隣を：U藁，其他を使用しつつある．

　　指輪坑口にてブ（塊を乎凱て通道1昧をベル］・　＝rンベ7’一vaて運び・凄聯に手職行ふのみ・

　　鵬洪無品製錬場話し，全品著化灘晶晶2000頓，gs均毎・頃金3瓦，鋤0ノ狸7◎

瓦の鑛肩を心理し，金6％，銀28¢6程度の澱物を獲て居る．温言牧率金90％，銀66％の由．澱物

は田立製錬場へ塗りつつある．　・　　　　’

　（21）　　千諺～鑛1！1　（千毒麦鍵珪L［t季朱式會航1：）　と夢キ金鑛石　　　　　　陶・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癒
　　位畳瞭振鯛千歳総廠裁村　呼　’　　　．

　　蛭石特性鴨淺熱水悟三底心皮霜含金銀灘英鑛脈の酸性天三三として産するが，當鑛山産三石の特

牲として第1に血書歯面欺況が尻適法に：著しく磁化に：富む事を學げねばならぬ．則ち鑛脈の膨縮常

ならすして，品位亦各1ヲ1に於いて甚だしき差異がある．第2に繕造が概ね大柄磁心にして殆んど非

調面的である事も特徴である．故に“千議璽製”鑛石としてかエる型式の代表とし潅のである．而し

て蝕に注意すべきは縞歌梢｝造が比較的大柄のものまり細き程父様岩の攣質甚だしく，且揉めて其聞

に不規則に三三をなす部分が含金銀1瞬立優良である．而して所謂“銀黒。は輝銀鑛より寧ろ含銀綱

鈴鑛大部分にして下部に到り物來更に銅鑛を増力llすべき傾向を期待される．術分窟の結果アンチモ

鵡一礁出瑚題とせるも是罰鰍1に含まる・城分と霜倣すべき程望毅量であるが，稀購安鑛

の細針款結晶群を見る：琳もある．



　72・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“’脳　　　冨　　　急　　　男

・　産地概況

　　勉理苫小牧騨より王子製紙會庭回便勅磁27粁を利して支笏湖湖騨に到る迄は前蓮恵庭鑛山

に於けると同様である．湖噂よb千歳鑛由行定期舟艇に乗り約13粁，．約1時間にて湖上を東岸より

西岸へ縦断して鑛由瀞畔事務所に達する．之より鑛山專用軌道にて引目澹ひに更に西方約7粁を走

りで鑛山中央事務所に：着する．鑛床地帯は海抜：400乃至GOO米の由地，3地堺に分れ，地貌概ね急峻

ぞなく■魑所に畢坦地が見られる‘

　　地質　新第三紀諭告母岩地帯であるが，斗出の露出は地表には明瞭に見えぬ．奮期プロピライ

　ト化安山岩の滋獲に，i新岡安1響岩熔流及び：岩脈と河沫附近の第四紀土砂礫贋の畿達が殆んど全載を

占めて居る．期ち支笏湖周縁の悪山火由を初め三期安出岩類の熔岩乃至畷繊物は海抜400米程度の

平原に近き緩斜台地を形難し，湖心に向って水蝕開析せる漢谷によって台地下部に隠され居允る奮

期安山岩等が之亦蝕摩作用を受げて愈々共深部を露白し，内部に胚胎せる鑛廉を露頭せしめ居れる

猷態である．

　　鑛騰標式的の淺熱水守門舞充填含金銀石英鑛脈であって，3鑛床群¢分れて，各々数條平行

脈が一種の醒覚欣に配列し，何れを主朕と総し，叉何條の構外と判然と数へ能はざる賓欺にある．

則ち鑛脈は蓮綾性に有り得るとも亦之無しとも言ひ鹸ねる如き断績常なく，取締の差甚だしく且品

位の優隣し縄の働るので鵜屡・肉眼的大醗噂するを以磯回～姻・雛には締の鑛

石と穏され居り，1％以上の含金部分も往々見られるが，叉全く無含金部分も少くない．

　　鑛右回朕　．　　　竺

　　鑛石墨類　酸性大塊鑛として産し，大柄縞歌購逸の．蝕に謂ふ“千歳型”鑛石の部分が特徴であ

る．

　　含有静物　自然金，輝銀鑛，角銀鑛，濃紅銀鑛，淡紅銀緯，鋤銅鑛，黄銅鑛，黄鐵鑛，石英，

方解石等と極微量の輝安鑛．

　　脈石其他　概ね石英のみであるが，無色透明石英，紫水品，孚L白色不透明石英（孚結晶質）まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タある．方角祐騨ろ錦であるカ1，プ・ぜうれ化安山岩の響町片襯弗翻ありて，塾其

母岩塊片は脱色して白色凝友軍と誤認せしむるさえある．

　　、含金川態　前脚の如く鑛三舞達歌況の欝欝に富めると共に，含金率の部分によりて甚だしき差

異あるは當鑛寓産鑛石の一特性と看緻すべき事蜜である一■則ち1％以上に達する高州位の輝石を産

する部分あるに反し叉頗る低品位にして稼行｝こ堪へざる部分も少くない．縦って鑛：量を保つ爲に如

何様の麹梅も可能である．

　　鑛石構輩大部分縞厭構造を呈し，概ね非麹稻である。而して大柄なる“千厳型，，を多く見る

も，三位緩秀なる鑛石は逝謂．“銀黒，，筋太く且密接して白味少く，概ね複雑なる構造の箇断に多く，

産する乙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　…

、　縁岩　プ惚ピライト化奮期安由岩及び局郵的に線色凝衣岩を母：騰とする、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞭
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　　　　　　　　ぶ
　、　姉妹腸　母岩を成せるプ雛ビライト化薔期安由尉を嫌妹岩とし，新期安山岩は鑛庫生域後の獲

　三物たる事明瞭である‘’

　　　採金概略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　　　撒專ち上麟段掘なるも識妙刈ンケーヂを棚ける・機械掘に鰍駿せしめ似

あるが，唱三三の細が少くない凋ミに三部の採雛於いて三晃する．　　．

　　　聯鉱石の融三等な鶴融優秀な・細剛鰐な紬三等な襯分・崩
　片多き部分は簡軍なる手選を行ふ．目下機械選鑛場建設申である．

　　　製錬馳從淫乱25噸宛瀟琶製錬場ま磯楓汽車積にて杁入を以て三二しつつあったが

　自象選鑛製錬場設立申にて属下三三し，更に低品位鑛（5瓦程度）の虞理を計霊して居る．

　　（22）　洞爺≦酸出（財民業）と其：金魚石

　　　位置　二二國虻E避郡洞爺村

　　　鑛石特性　軍純交代の不規則帯欺黒鑛二二中黒鑛として産し，臨急及び硅鑛の部分は極めて少
メ

　量にして採るに足らぬ堂である一而して共黒鑛は軟弱にして殆んど小塊鑛乃至粉鑛として産し，紐

繕高く試論態である・概ね黒色含三二鵬聯附編の郷琶粉挫とし・方三二及び重備

　並びにご次的生成の鷹膏の細粒結赫を交へ金艦として僅に白色粉を混ずる黒色鑛石である．’・

　　　産地概況．

　　　地理　二輪線躰周騨より洞爺湖電車或は乗合自動軍にて洞爺湖温泉に回り，洞爺湖湖上約40分

　禰磯動機船にて洞爺村洵洞爺に蓮する．之より東方約8粁にしそ由元に藩する．共聞道路挙坦に近

　き緩傾斜トラックを通する．山勢は湖山の圓味ある丘脚血帯の相貌を呈し，極めて箪純なる地形を

　示す．　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ
　　　地質　蒋第三紀二次腸を主とし，之に石英三三岩及び安山居泌入し，表面大部分は火由確屑物

　にて被覆さる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　，　、

　　　二二　鑛沫は石英粗面岩に接近せる三次回申に胚胎し不規則なる三伏を呈し，走向及び傾斜共

　に一定し居らぬ，：甲三三晒金10瓦内外，銀50Q瓦前後を含商し，銅は甚だ少h．　α

　　　三石性ナ伏

　　　三石種類　塞雛三小塊鑛乃墓彩｝鑛にして，黄鑛及び三三を多く灘ぜぬ黒鑛部分のみ・

　　　含有二物　肖然金，銀鑛（輝銀鑛より含銀鋤銅鑛が大部分），閃亜鉛鑛，労鉛鑛，黄鐡鑛，黄銅

鑛，重晶石，不二；（土次生成＼

　　“脈石其他贈品石，石壽及び粘土を混ナるも，鱗糊二1心部鑛石には石膏，粘土Q量極めて少量．

　であ為．・　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴

　　　含金歌態　金の存在を槍討する事顔る困難なる條件にありて，．分析の結果に櫨らざれば殆んど

　不明の款態である．然し鑛石として比重大なる程，含金率高き傾向を認め得るが，是比重比較上小・

，なる石膏，粘土等の不純物が多く混ぜざる部分を意昧し何れの箇所に含金するやは判然とせぬので
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げある．則ち鑛朱周縁の不純物を混ずる附置しき部分は含金四位低しと雷ひ得るのみ．

　　餓石溝造　前述の如きを以て鑛右の構邊は諸野物の縞結晶難の集塊粉歌を呈し，多少共に鑛液

上昇の加縢知し得三二不≦i・蹴る鋤醐を早・・撫其揃は全く碑胚定にて鰍

的でない．

　　母岩鑛床の購は繊岩であるが1殆んど全部粘雄剛響けて居る・

　　姉妹岩　石英粗衝岩に關回し，安山岩亀存在するが，薪期安山岩にて問題とするに足らぬ。．

　　採金概略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　採鑛　露頭より手掘をLLiて探鑛しつS探鑛を進め居ると，淺き坑濫掘を以てする1

　　選鑛　無恥鑛に等しき手引のみ．・　　　甲　・　　　　　　　“．

　　製錬其他　殆んど阿漕の儘，臼立町山製錬場へ逡る．

Ut（23）禮丈鑛由（日本産金振興）と其金鑛石

　　位置　謄振國虻田郡豊浦村　　　　　　【　　　　　　．　　　　　　　’

　　二三鍛蔑麹噴門銃填二丁郷英郷の特に加鮪三下鞭多く灘鞭獣鐡著と
して薩する，後述“静狩型，，に属する非鋤欝大柄縞状を呈し」鑛石内の方解石の互晶群と帯肉色母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ岩（睨色凝灰岩が満俺にて染色されたるもの）の不規期塊片を交へ1夫等の嗣橡に太き所謂“銀黒，野

帯と紫水晶獲達し，更に其外皮（後期診｛：澱物）に細粒犬歯歌及び葉三方解石附’着するド

　　　　　　　　　　　〆　　産地概況

　　地理　長輪線禮文尉の北：方約3粁，地勢築場にして運転交通至便である．

　　地質　新第三紀安山岩質角礫凝次岩及び安働岩類の護蓬地帯であるが，地表第四期火山友に概

ね被覆せられ・樋て駆である・幽 @　・　　　　　．　　「
　　鑛床上記凝朗及鞍嶋の裂髄充殿る淺前回三三蕨撫にして・多麺酸備
俺及び方解石を混じ，不下期なる大柄縞欺構造は“千歳型，，にも似回る部分あるも，概ね‘㍉樗狩型，，

燭し・欄“銀黒，；の鰯附く糊艶呈する・殊硅醐或は炭酸鋼観似期漸最も含金品

位良好である。而して所謂“銀黒，，ぱ殆んど全部含銀多量なる三三鑛なる事本道弛金鑛石に於ける

と同様である．主要鑛脈5條，・内本鑓と稽するは最も優勢にして走向北50慶爾，傾斜65度南，脈

幅1乃至5・6米早撃2米・富鑛部2米にて梢連績性がある1他の鑛脈も亦走向60度乃至70度西・

傾翁65度乃至80度南を示せるZF行脈系であって，脈幅（）．6乃至ユ．8米である．　　　　’　　．一

　　鑛石匪欣　　1　、　　　　　　　　　　　「　　　．　　　　　．一

　　鑛石種類　構造上より下れば大柄縞状の“千歳型”を呈すれども，瀧俺及び方解石を多く下する

黙は寧ろ“静狩型”に鵬すべき酸瞳大塊鑛に類する．則ち全罷的に爾饗の「｛4聞をなす鑛石と稽し回る．

　　含有鑛物　自然金，輝銀鑛，三三鑛，黄鐡鑛，娃酸銅鑛，炭酸銅鑛，、酸化満俺鑛，石英，紫水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
晶，方解石，含満俺：方解石．

　　瓶石其他結晶質無色透明石英，紫水編，方解石，舗艶方解石，麟紛（白色ノ運肉色）．



牝海濫産金簸石の羅涌地質學醜研突α） ws

　喬金1血忌“銀黒・留口絨購囎鉾高く謙減分eePtk’Xi＃せる部分品油壷である・

富鮒は本鑓に二二搬存筏ナれど・落し。の樵棚で擁t・／

　　山石機不規則鶴大棚獣1継鐸し随廉鵬伽琶榊心緯徽浪1購造槻らit・

る・更豚中心部畷山鼠石詰享購菰湛タ披三三糠繰湧！晒瀦・焔，翻獄鰍
或は三二方解石群後達して中央晶洞が蓮綾して屠る．

　　母岩薪第三紀鋤顯角礫徽岩及びプ婬ライト化安山岩を母岩とし，瀦陳加ナる鑛

・脈は散臨し易く且方解石混交多く，後記に於ける夫は概ね纏まりて上金漏位も挙均する傾向がある．

共に鑛脈との盤離れは不氏ならざる．も坑道維持は好回忌と言ひ得なV・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tA　　　姉妹岩’プロビライト化安山隠と認むべく，趾附近類似三二脈と同系と三二さる．

　　　採金概略　　tt　、　　．　　　　”　　・

　　　感心　各鑛脈の錨押探鑛を行ふと共に一部上向階段掘叉は抜掘採鑛なし，全部素掘である．

　　　選鑛　大回鑛は三軍なる二選をなしs、レ｝1塊以下は洗鑛槽1個口木製沈澱槽3個と¢よウ，水洗

　小粉鑛等を選別する．　　　　　　　　　　　　、　　　　’“’tt・　　t・・　　　　　　　．．

　　　製錬共他・從來三三二化製錬場ありしもt．現窪は選鑛後静猫鑛由に邊鑛し居る．

　　（24）小鉾牛1蜘11侮牢産金振興）と其金二三　　　　　　　　一　　　　、　　　　．　．

　　　位置　品品國虻田測1豊浦樗　　・　　　　　　一　　　　．　　　　　　　　　　　、

　　　繍雛卿に豊鰭は蹴の二二失し・蜘素本のみ瞬匠言己齢る雄憾とするも、

；職置及騨鑛鑛階齢よ購言罐二郷捷後述灘獅勲との聞に勧て爾鱗山乱言山石va酷似し

居る論定し得る・三三鑓上‘‘微型・噸する大梛翻鑛zaに・加怖及蝋陛多く回る

黙1樽山型，，に薦し禮交三石と共通である。唯大いに異なるは脈石たる石英の大部分が低盗生域牛

二三質石英三三不純物多藁＝含有の三三硅酸である．“銀黒，，の太目三線部分には毎頓金300瓦，銀1500

三三寝の品位であって，三二宜しきを得ば侮放棄すべき三関にあらざるも，李均品位は極めて劣等

な徽三下休業購の三態vaて活況を著しく歓き居恥の珈くで鴎・爲に筆者の踏査も亦鑛

　田側¢）望むところならざる模様なれ賦之を噺念ぜる次第である．

　’（25）静狩鑛山回本1察金振興）と共金鳥石　、、　　．、　　　　　td’　．　t

　　　位置　山回國肉越上長萬部村　　　　　　　・　　　　1　　　　　　　　　，

　　　郷雛麟雄山充囎二品籔の舗鱗壕髄三石と・弊辮撒備髄多
　量に混交せる“雌二型”と筆者が呼稻する特種の鑛石とを産する．後者の鑛石は專ら東方並びに北

労に劉るに從ぴ：鞍増す傾向籾て前記小鉾牛或は禮交三山方面にも之と類似の鑛石を見る．當肉

に於ける富鑛部鑛石は脹石たる石英のみか，方解石のみか1氷長石のみかが灘稔なる鑛脈状を呈す

　る部分にはなく，所謂“銀黒，，叢しくは之に磁似（多く備俺）の斑瓢，條線黒精等が織灘に揉めたる

如蔀粉畷見さる。麹閉こ宛も波ゆ崩れたる摸様観するを以て窒葎者は“鰍。形不規則縞釈

と命名罐のである．両して鰍雌受或は灘醸等の噺ヒ鑛物暇葺蝶せる部分は之亦極めて蘇位
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　の二次金を産し，銀も多量に含まる．又方解石結鹸群塊内部には含金銀せぬが，其周縁部は大いに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「癬
　注意を要する．

　　　塵地概況　　　卿『

　　　地理長輪線騨狩群北方僅に歪粁籐にして事務所に：達し，地勢全く李坦，運輸交通極めて至便

奪である。該国務夙よりは駅前に慶範の平原と内浦躍の青海を眺み得て，獣肉として實に快適の脚結

　に恵まれそ居る．期ち風光絶佳なる上，飯場，病院，學校雪鑛山施設物敷地充分にし、て；．農作物魚

　介類の供給豊富である。鎖床は此の挙原よ夢数段丘歌を呈して麺に：峻瞼なる北方山地に入りて脚達

　する．低位段fr．は10乃至4Q米，此闇に事務所，製錬場，融宅，倶樂部等建設せられ，中位段丘は

　100乃至140米，高位段丘は200乃至250米，其上位に：畢坦颪不制明なる段旨存在し居る．當鑛由

　地域はかくの如く海蝕段丘獲達し，鑛床生成後歯底下に波せし瀬頭あるぺければ，露天化作用等に
　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　註する地表よりの影響が他と異なる筈にして，鑛石樵討上にも此考慮の忽せにし得ざるは言を挨た

　ぬ．現に正しく巌頭附近に共讃左を顯著に着取され，女話上のみならす急熱問題と「して注意すべき

　ものがあみ．

　　　地質　新奇ξ紀の中新世訓縫統，鮮新世黒松内統及び源繊統ξ第四紀の專ら段斤上面前期堆積

　暦並びに河川流域海南等に神積暦機痛し，安山岩系無類の擾獲典範に亙って居る．

　　　訓鰍臨鰍の殆んど鰍の奉徽なし諏糠雨聯弥噸1疑端服鰍辮あ
　りて，基性よ．妙酸性に移攣せる傾向が兇受けられる。本銃の上位に八薯統の來るべきに：此地域には

　之を全く歓き，輝石安山岩及び含石英輝石安山岩（共にプロピライト化作用を受け〉長尾，佐々爾氏

　の駈謂“後八雲火山活動期泌磯？，，が訊血統を貫き，之等の後作用として露霜を構域せしめて居る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支
　のである．

　　　黒松内統の當地球に於けるは黄駕色砂礫質葉塊岩及び白色凝荻岩魚であって，r般に著しく厨

　位混臆し，之を貫いて石英安碁器，石英角閃石安山岩・及び角閃石安山岩箸の謎爽（長尾，佐々爾践の

　所謂「後黒松内火山活動期と同期の地攣」にオ月當すべく信ぜられる）が特に來馬験東方及び海岸地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
徽瀦である洪後陶川畑活動期」に一致すべき複輝礁蠕及び其勲喘の大難観・

　蝕に當地域大艦の骨儲が形域せられたと想定される．

　　　瀬棚統の當域内に於ける分布は概ね局部的であって，共下部が恢立貝薦化石等を含める砂礫暦

　として1厳守川重別澤に・共議朗；が姫炭薄層を挾維ぜる軟弱砂居及び泥質砂岩を主として極力1汰より

　静狩用上流に見られるのみで，上部は不明である．則ち恐らく洪積世石禽喰出物たるべき火山弊屑

　物の厚贋と腹輝石安山岩等の大小含塊砂礫粘土の三園結贋がi禰狩川上流及び金越川方面を被覆し居

　れる歌語である．之よil先，訓縫初i明より海技，海渡，海退を少くとも2同以上繰り返し，第三紀

　沫三瀬捌期後陸堆上昇を績けて海濱河岸に数段の段逢は形成され，噴火鶴の陥渡興り，現世に到り

　たると思考される．．

　　　而して結職庫に直接閣係せる地質は言1腱続の諮種凝雄｝の羅と，プ・ピライト化輝石知



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　鐘ヒ晦選産金強熱の聴棚難際的研多乞（1＞　　　　　・　　　　　’　　7㌢
　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

階及び同作用受けたる含：脊英輝石安山岩とに限られ，之等1‡皆母岩たると共に後：二者は姉妹岩でも

ある．されば鑛床の生野は八雲町にありて當塘域が恰も陸地として存左ぜレ條件の下に完了し，黒

松内期及び瀬棚期に淺海底に水渡せし誰左歴然たるものがある故，鑛床の露天化作用其他二次的三

門考察上此黙の注意も泌要であらう．則ち露頭附近溶解性下物に就いては殊に着隅せねばなるまい．

　　『鑛床下熱水性下学充城門金銀；石英門脈ρ標式塑であるが，殊に：方解石及び酸化満俺を多く漉

灘せる鑛石（“静狩型。）鷲を産する事と，北海道内農も多数鑛厭の群在する車と特筆に値する。則ち現

在迄に知られ允る主要鑛丁数は20條内外なるが，之等に附随せる小鑛脈は極めて多数に干し，内稼

行中大なるもの9鋒，・就中本劔と稻するは最大鑛脈にして三三3方至12米，豫想延長1000米に及

、ぶ．磐要大鑛脈の三幅，豫想延長，走向，傾斜並びに、附の概要を蓼詠すれば次の如くである・

。鑛　　朕　　名 　臨㈱瞬娠・養・走 向 傾．@斜　　・金品位（瓦）

へ丁

丁

．，本

暦

tt

濟i

盤黍

旭

籾

作

袋

老

樋

門・

鑓

四

脚

1．5－12，1

1，S一　6．0

？，．O－12．1

0s　一　4．　or

O．9一　1．5

3．0一一一　6．0

’　O．9一　3．O

e．　c，　一　2，4

0．3一　1．2

600

750

］ooo

450

300

600

600

40ro

？，oo

1

北80度東　　　　　80度北

同　　　　」二　　　　　　　　651蔓：捧∫

轟i　　　」ヒ　　　　　　　　86ノ隻Mヒ

牝70甲西　】　80度北

国　上　1　同上．
瞬　上∵　同上

樋門17鍍南策闘、担　s。度北

北60脚Lf　｝　70度北

2－3

5一］5

5－10

．a－s

3－4・

Z－2

5一ヨ5

5－15

4－10

　　　以上の外，全般蘭に槻察するに三熱総意隊は大騰3期に分れて獲達せL形跡を示し，夫々西海

に差異を認められる。則ち初期にあゆて南一丁に近き小丁丁を丁丁の局部的に生じて丁丁上昇充填

　を大膿発了し，“申期に東一西及び之に近き数多’く且慶範に大小裂録を殆んど全鑛床地域に亙りて生

’じて大部分の鑛脈生威し，最後期に以上に概ね45度に交叉する鑛二丁來て完了し丁居る．期1こ況は

励期の南北劔群僧階の束西鋼群に雛薪され，更に最後期の4磯矧門門等を切り，各交叉鐵には夫

　　　　　　　　　ゆ
夫子謂“落合直利，，が兇られる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　野山に於いては探野上の都合より轡型を3瞳に分って居る・第一暉は静狩元山重別澤及びノ邑方

面に分布する大雪璽酉鑓と南北範であって，主要大鋤底は金作鐙，中麟鰺本四，新旧，諏別鋸及び

七號鐘共他堰方面の僧門が下する．第二麗は野馬，布袋方面の諸脈であって，大膿北40乃釜60度

東の走向にて南方よ學概ね放射欲を呈して居る・之等の内最大なるは十五麟及び三號罎であって脹

㈱米燵するところ肥る・淋ども前門糊して下下の大いさ徽して鋤下機の多きと

相噂し居れる塑禍られる・擁して一軸瀬酸化1縫と有孔癬f英の回せる槻弓髄

金牽高き部分を見鳩す男：垂は留意すべきである．第三麗は域の北東部，幌加朱太三々頭，壽老澤，回

天澤及び第嘔の北部を赫る地方に←て・一般に束醗・撫北方3米劔よ北80度束の走向で

ある，　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　～　　　　。
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　　鑛石性駄　『　　　・　　　、嶋

　　鑛石種類　酸性中洲鑛ノう至小時鑛として産し，泥質酸化満州を混ぜる曙黒褐色汚泥小序鑛と多

く粘土厭織岩粉とを交ゆる．從って開通乾燥淡白色酸性鑛と外槻を異にするものがある．

　　含有鉱物　自然金，輝銀鑛，濃紅銀鑛，野州鑛，・黄銅鑛，晦三塁，与野鑛，孔雀石，黄鐵鑛，

白鐵鑛・褐鐡鱗三州鵡野馬掩鱗野瀬掩撃黒蝋獅鑛・満下土，湯～酬幽幽閃亜鉛三階安

堵，石英，方解石，含満俺方解石，氷長石・

　　今製錬所建設輝輝戦時及び其後各所の鑛石を完全分析せ’る結果は次の如くである．

品分陣・・r…A1・・漁・・1・・Zn

～学
　象

　亦

　重

　小

（1）

番

脅

・帥・S1　1　…獣塑「α・3E’1”r．挫

ia43　1　o．oi　1　o

・．・・．瞬・

i．4s　1　olo2　1　o

l．21　　　0．02　1　O

司・・8・

’””’@l
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袋
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牛
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，？．40．，
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o

o

o
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2・0010・12
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O．21

0．40

1．74

0．3］

O．33

0．2S

o

o

o

o

o

ユ．49　　．

2．62　’

27A2

1．79

2．79

　　是等は翠に参考たるに過ぎぬが，銅及び亜鉛の常に含まれ居る事ぼ泣目に値する．（1）は普通＝ご

般三石分析結果である．

　　脈礁他蘇を国防鰯及び脹石に韻総粘欝を欝る石夢押部田崎
ならすして完全結晶質より寧ろ乳白隙微晶質乃至非結晶王髄質多く，光澤を歓ける不純飴色含水硅

酸及び膠脚崖酸に富む．：方解右は長さ3糎程度の1窪晶の群在するあれど，長さ1糎以下の犬歯厭或

　　　　　　　　　　　　ゆもは葉欺細結晶のものなど所を異にして挾狂する．一般に域の東方に回るに從ひ方解石の量を櫓加すゴ

回向鶴鉢鰍ぴ燦共嬢嶋たる醐よ錬部の鐡耕1魔入るや俄畷齢糺同
寸金方解石のみの細脈となって濡滅する．氷長石獣母岩の氷長石化と共に石芋と共癌し，極めて細．

粒結赫幽して量的に多くない．

　　含金剛態　當地軸の鑛石は奔般的に含金工i高くなく，2ド帯解位は極めて低級である．然しなが

ら局部喚脈論購存在し・其鑛石を混合して大難醗蝿！しつつある・貝脇初継成の南北欝

は灘讃弱にして，剋1腱域の束酢には鑛脈の大なるものあると共に随祈に富鱗附しま齢優

秀なるが多く，最後期三蔵の45度鏡群は鑛脈の大開展を見ざるも課、位の黙に於て前鶏皆の中ttu　va

位し・來馬雛に効て鞭騨鑛雛とされて居る・

　　當触域鑛深は地質の項に蓮べし如く，海底下に海浸，海部の洗禮を受け，其爲重日聖なる影響が

現在め含金町態に及ぼし居るかは學術上興味ある課題たるのみなぢす實際閲題として注貝に憾する。

されば筆春は特に此難に閥し鋤1賊衛奢に注意を促すと共に卑らも殊更當地方は愼1咋踏査研究せ．

る次第であるぷ，共結果の概要は次の如くである．淋　　　　　吊　　　　　　　　　　　一

　　露頭部一一一…現在海濱に近接せる地帯に於いて低位段丘海抜ユ0乃至．40米，中位段虎100乃至140
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米，滴位段氏200乃至250米の：雫三面上には露頭獲見されすして解択せる專ら漢谷閥に之を見幽す

事が嵐詣るが，共地表よ嫌瑳ね10米以下迄は幽幽富めて低詩感にして不毛帯となって居る．然るに

三冠に接する上訴の表土たは探琶垣1に値する程度の出金赫褐色土層厚さ約3米存在せるを知り得た．

但硬位段廊下に施て鋤とする・ρうつて最上艶雛を除き禰1割賊以て該辮肥搬の

露天掘を本論，中鋸盤め窟頭部に開始せしめた．此土鱗内には含金銀石英鑛脈の細紛片を多く混じ

居りて一種の原地融点壷床である．擁して：方解石．硫化物等頑一生物質妄語をど獲って居らぬ．

　　不露出論結r髭地炎給米以Fは金晶位概ね良好で平均三位毎頓金6瓦前後を保って居る．然る

に典下方に到るに從って含金低下し，地鼠よ）1240米地謡に：ては約1瓦程度となる．則ち約230米

の隅倒繊疏髄求鵬る．以上麟塩素に勤る齢骸にて局二品棚韻三って
規則配しく律する事は勿論繊來ない．唯大膿の傾向を知ウ得るに過ぎぬが，鴻鼠舞温血の如塗と，

當高州の如凌海岸温床と比1愛檬討上の釘参三続資料たるぺければ本論に二二を更に詳論する．

　　繍騨脚蜘畑糊1こ髄婬ずるが・知の累糊1夫況灘論点鵬しく配論る
部分は寧ろ少く，大針秩序は乱れ勝ちにして殊に富鑛部の鑛石に於いて筆者¢5呼稻する‘晶晶，，歌

を呈し，労解石，満俺等を湿じて特種の“静狩型，，三石が見られる．其他角礫状，輪鑛欣，晶洞朕，

歯牙三等構潰も部分的i？1存ifr三し，種タ構造の溌合せる箇燐亦少くなVぐ

　　　　　　　　　　　　ノ　　母宿　當由α母1鴇は地質め項に前述；せし頗く，晶晶統の諸富次岩山とプcrピライト化輝石安山

岩及び岡露霜三論輝石安由岩であるが，凝賦払類の七化作用を受けたる部分は多少硬質にして鑛脈

の獲達もよく叉坑道保持も凡そ馬丁二二に恵まるしも，典柔軟化して粘土質となる部分は寝言も細く，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き幽幽総して繍・茎灘盤・鶴如岩の囎た・繍融羅鞭獅ある贋レ・プ、
・ビラ認ト化の’yF，1籔織頁と共に二化粘土化或翻く擾石化作用を受け癖｝る部分がある．之等

ρ個1ど罎加にて鷹だし轍酬翔搬羅闘乱・≠嚇後瞬け駒て郵1の鵬は・鰯

の部分が一般に多い。

　　姉妹岩　訓縫統を貫ける恐らく八雲火出活動期に於けるプロピライト化輝石安山岩及び溝化含

蘇安醗繍脚ま謝豊られ・撒雌の熾岩嫌1欄係なしと僑ぜら編・

　　採金概略

’・・ ﾌ遠田藩論なる糊多醜以て・か蟻部分は斜充難・解1嚇懲を用ぴ・煽麹八百
4）読振なる箇所には小規模なる詑ユリンケー・ヂ法を行ひて其採掘跡は民部虚しくは…1プロツク羅に

携石，面面の充魔なして居る・忍探油漉劇購」適場面をなし，劇論跡も努めて効輪

行ぴつ与ある∫從って他三脚に於ける如く採鑛後大回洞の淺れる，を殆んど見る講が綴來ぬボ

　　1蹴辮1が王蓮の如く飢！野晒搬多く，粉糠鱗との性質を著しく異にし儲㈱は

郷㈱よ端位髄磯ζすμば粘鰍雛多く取扱纈と勧・選鑛健に騨殊し鋸
る．「循ρて水洗を行ひ，ち賎鑛は贋砕して製錬に附する．

　　製購馳有寂製鋤暢にて全泥青イヒ法にて澱物を作の，後秘綴とな1。て造幣局に途って居る．



ge　　　　　　　　　　　　　　　’　鵬　　冨　　忠　　男

　（26）　順境島山（田中鑛業）と婆冬金野石

　　位置　後志國余市郡赤井川村

　　滑石特性　阿附水性菅野充塀含金銀石英鑛脈の一舷に汚れたる酸性大，中，小肥鑛として産し，

各脈種々猫特の性釈を有する．則ち野山産隅石は大腿δ種の夫々異れる特徴ある型に分類し得べく，

各鑛脈粒子に差が見られる．σ）の型は殆んど醒酔の鋤白色石英大門として一見何等金騰物を含まざ

る火打石様鑛眉であって，含金品位は優秀ならざる種である（卓越脹等）．（2め型はFl鴻三舞型”に

類して母岩片を縞歌に配列し，脈石たる石英は母岩を熔融混入せし如き牛透明乃至不透明なる荻，

禍，白，黒雑多の迷彩を：施せる頻き陶器様にして構造全膿誰然たる種であって金35瓦，銀1700瓦

程度を含んで居る（優越幾等）。㈲の型ぼ帯留白色の不透明石英と暗褐黒色土歌（大部分満封土）の

数條の間に品位著し《高き含黄銅鑛“銀黒”が1ノう至2糎太さの縞歌を呈し・宛も極微粒：の砂壁暦

の如き概を示して居る（秀越脈）．（4）の型は帯紅白色陶器輝石英と曙褐色含土質塘英と“銀輪，，が頗

る細き縞駿に幾多ZF行配列し，宛然紙を重ねたる如き槻を呈して居る．即興由に於いて最特異性あ

る三石なれば“轟型。鑛石と命名する票としk・（5）の型は曙黒色酸化満俺に汚染せられたる小塊片

として産し，外槻悪質小塊炭の如き金鑛石なるが，贔位は金100乃至1000瓦嘉，銀数％に蓬する．

此（5）は静狩鑛由の高漏鉢開に著しく類似し，當山最東端の秀越賑にのみ産じ，（3）の型の局部的産歌

’である，、脈脊には方解石を混じ，国華縁部には金銀の濃節せる傾向ありて，其内部には全く不毛欺

態である．

　　産地概況

　　地理函館本線銀山騨の東方約24粁にて車興研に糊し，其聖母由專用輕理解道の便がある．甲

山地域は余市岳の急峻なる山蕪地帯を白井周及び其支流溶深刻せる漢聞であって，諸施設敷拙を需

むる事頗る困難なる現場である。併しながら銀山騨に到る約1粁緯距まで第三に近く，其間は多少

遽距離なれど緻台測馳並に殆んど水r・の下鈎配の・i鎚を利し得べく，糾弾夙瞳れば，物資

の蓮搬のみは索道に依って居る；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　地堺當地域は石英粗面岩類及び安山岩矯飾の火脚の灘顯著にして，其問随所に辮三紀

贋が露等し，河川流域地表に第四紀贋之等を被覆する．

　　新第三紀暦は凝望岩を主とし，頁岩及び砂岩を交へ，不良褐淡薄膳を介在して居る．褐炭贋は

厚さ30糎程度にして其上位の頁岩中には木葉化石の破片彩しく存し，梢々完全なるものにFagu　i’．

・p域ばPhylli・・r・p・等溜め得る・羅は融よ北方へ10度i脇の緩傾斜をなし汰翻芝一管の走

向であるが・融1的悶ヒ10乃至60噸叉は北60姪70度束の走向，西方へ12姪50庚の傾斜

をなして居る．當地域は前晒せし如く，火山岩の獲達顯著にし℃第三紀層・中白色肩英粗齎岩質凝友

鳥と看倣さるXものN内，或は角礫状破砕石英粗面岩の多孔質にして回瀾せるをも包含せるありて

麗別甚だ明瞭を鋏くが如きも，石英粗面岩質角礫岩と稻すべきもあって，本iff堆積申石英粗面岩の

艶機旺盛勧しを物語って居る・而憂．て期機は恐らく訓脚1の海浸の頃行はれ）セ如も當地方新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀



　　　　　　　　　　　　　　　北海道齢鑛石の翻地回騨概究（1）　　　・　　　8S　一
　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慢

第三紀累騰も專ら鍔期中の堆積笹野と信ぜられる．，．・　　．　　　・　　　　　　ド

　　眉英粗面岩魚は外回上より3檬に分7eれる．．其（1）は眉英斑晶顯急なる種と，其②1‡石英斑晶

を肉叢的瑠め得な噸と洪β）は前瀦の蠣獣のものとである．醐・川ライオン橋下灘於い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げヒ
て（1）及び（2）の爾摩に著しき獲蓬を見，鑛1！1内に入りては概ね（3）の角礫歌石英粗面岩が同質凝荻岩

と混交し，二等の剛噸る騨写る實タ既呈する．三石は」二二二二う動二二は少し情

味を帯び竪硬緻霧の石基申に石英及び長石の斑晶が散黙して居顧其石英は多く粒歌をなすがジ往

汝結晶形判然たるものある．寒聖歌を呈せすして硅化作用を受け，帯紫色緊硬緻密なるは宛る硅岩㌧

の懐き外観を呈する竜のがある．角礫歌石英粗画岩は著しく硅質にして遊だ硬きものあるは前謁石

英髄激騰岩撫懸りて，糠が華麟講ずる綱軸騰にゆ破瞬猟勧調』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　魯

1性質岩漿によ？て膠結せられしもρである．

　　安山岩小櫃次の如き2種に分陀れる．（1）郵緑岩檬輝石安由岩（プロピライト化安山岩）Ptと，（2）

複輝石幽翠岩．、

　　（1）の輝線岩様輝石安山岩・は角礫状石英粗面岩叉は第三紀謄を貫ける岩脈として露はれ，プPピ

ライ・化翻を受け・嚇依は鰍荻働卿麟徽を卑齢騨方解徽聯礁曙、
群聚腿を含み，製籐に赤褐色酸化鐡の充填するが愚痴輝石安田岩にして緑色叉は緑荻血中軟質な

るありて榔麟理臥するもある．前者の一部と灘される／　　　　’＼

　　（2）の騨無知撚麹方に於ける最曝し獣嶋であっ陥阿鱒乾瓢高鵜とす6r

叡備方鰍なる繊砧め洪岩ノ酵は溜糖隊効て雌30回り鼠4米に及ぶものが翫と

混じて高地卑賎随所に無く分布する．鏡下に検する舛細注質流晶質（孕石息差蕉普通輝層及び紫蘇輝

石の薪鮮なる斑晶の散黙するを見る．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　鑛床臆病ガ（性裂纏充鎭含金銀石英鑛脈の標式的の給のにして，大有余市川の支流たる白井川

の海岸に概ね1粁の聞に同川を挾んで獲達し居る．大小18條，一般に走向東一西に近く，南方へ急

’超するものが多い．今夫等の走肉傾斜，挙動鑓幅及び最大磁鵬を表示すれば次の如くである．
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越
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　　一般に鐘幅慶く・最も狭き紳車止にて築均30糎，目下盛に稼行中q）秀越鐘にて．2米・西大優越

鐘の如きは・10米最大19米に及べる部分がある．而して鐙脈は迂曲少く，概ね嶋脇正しき特長ある一．

も・走向叫傾斜にも著しき延長に欄耐旨なるは多く恥・潤下採鱒の鑛厭は秀越西大優越

及び優越にして，夫々．¢）含金，銀昂位及び出鑛量割合を示せば次の如くである．　　　’

秀Ltlilg・．1含響幅禦！「攣㌦魏魏繋
　　西’大’．優越　　　　　12．0　　　　　450　　　　　】8　　　　に比して著しく幽鑛量多き

　　鋒＿四品，黒＿。＿』黒＿＿　．鉱＿のみでなく，鮒ゆ灘上
共一部に：極めて興味ある系統を見出すので南る．則ち秀越本鍾と海亥脈との關係にありて，其等の

分岐せる間が普通と甚だしく趣を異にし，同支脈が山脈に接近せる部分は極めて小規模ながら一種

の“馬尾歌，，系統を呈して居るのである．甲州秀越錘iは支脹を範禅坑道にて進みつXあったのであ

るが，此支脈は幅40乃至50癒に過ぎざるも，論銀品位夫々千瓦窒，萬瓦燈に蓮する部分少くなく，

亙る貴勲る鑛緩怠して居たの纂ある・黙るとeろ嬉嬉先が急に震姻1ち勅へ融するem

時に幅2糎以’下の細腿に分散し，其細脈の侮れも漸次愈々離れ離れとなって此先掘進を如何にすべ

きやに就き揮（元搬三群峰士に添証し來ρたQである・共蹴　は1脚2鞍勧しと記憶せ

るが・三浦氏は筆勢して行かしめて調査の上善駕すべき雛融臨打零したのである・汐めて筆

者は翻身夜中着癒して翌朝入抗する手筈を定め，寝に：就きて闘もなく乗の急報に接して直に入抗す
　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

る韓なった呼る・購瀧備2糎蜥の纈の1一三醐靴雛し居たるに卿搾
全面が俄に鑛石らしきに攣化し疫りと云ふ，弊部一同敢敢えす覗察する爲仕度中と聞く．筆者來由

の臼豹は此聞題解決にある故，直に同行して現場に認り允るに，報告通りであった．穣討の結果別

鑛脈の側面へ當り疫ると認めたるを以て，其儘滋藤を績行せしむる事として三夜は引上げ，曉犬を

仰ぴて一睡に入った．翌朝より現場にて愈ズ本格的吟味を開始し，数β後次め如き事實を確認する

事が出出た．夫は現在本脈と看繊すべき厭編戸2米の蹟画へ寸寸歌分散細鑛脹が流れ込める歌態を

呈し，其間に断三等の不蓮績面なく，一睡の落舎様相を示し居るのである，以上玉かる實例は正に

極めて稀有の鑛脈系銃にして》筆者自ら親レく夫等の掘進磯展を図回し得たるを今以て欣ぶと共に

滋に追憶を薪にして當山鑛床に就いて特記すべき一事實を附撫せる次第である，　’　　　　ヤ

職
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　　　　　　　　　　　　　　　諸購達騰金鑛石ρ油壷駅學的研究（1）　　　”　tt　　　83

　　　鑛不1性1びし　　　　　　　　’

　　鑛石種類　甥御の鑛石は皆酸性難笈に饗し1酋解せし如く5種の型に分ち得るが，脈石たる石

英及び方解石の純慶が士1やせば鑛石としての領骸劣へ，逆に母岩片理は粉を混じ叉は熔融せる如き陶

器鋳iになり，更に満俺等を交へて複雅化し，“銀黒，，の縞歌豊かなれば，優秀なる種と看徹し得る，

流て採鑛に物林野鑛ホリ・槻鎌到硝然灘詳々媚英嘩漉する不逆心の轍は乞昆刃臆に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な曹よりて専ら亥配獲れ，一覧極めて瓢多なる鍍石種類を解する．然れども銀鑛以外，硫化物極めて少

　く，概ね酸化満俺多きを特徴とし～殊に細き序歌鑛は頗る特異性を有するを以て1妓にe「轟型，とし

　て表現する車とし陀のである・　　　　　　　　　一　　　　斡

　　　含鳴贋物　自然金，輝多蹴著，野州鑛（優越），角銀鑛（誓事），響銅鍍，黄銅鑛，黄鐡鑛／硬満俺

鱗，軟三遷鑛，溝俺土，菱漏侮鑛，硅酸二一鑛，薇擦郷石，眉英，．含3騰俺方解石，方解石等あるが，

各課服び知㊧上欄係に瞬寒擁碑しく黙する・今耀豊の鑛物存麟態を回すれば如

・如くである。
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・”型鋼一朧の姻耀鶯民に勘爆な糖・礁瀦土物質（淡馳駆灘臥そ繍輝
石凌　群群方脇：皮び嚇肋嚇を混秘事がある三越鑓の如総殆んど粘土脈である・

　　含釧樵「般に繍の飴銀優良にし糊塗醸鱒傾向ある酪蜘底共通である・且脈幅

も勢門おな勢て塗に採鑛に堪えざる歌聖となり，概ね探掘可能深度の淺きを愚憾とする．而して其

採掘可能深度の割合は各鑛脹に於いて夫々異り，堅甲の影響は著しからざるも，纏撃墜と麿徹さる

る鰹纏灘面劉の腰台竃蜘絞鰍である1．辮ども本1燦期礁筆戦る松野越
階にありて上部峠角礫jlJこ石英ll価濟を母岩とし・下部は第三節婦輝輝砂岩・頁岩等なるも・鑛輝

旧き靴なき伽もある．是獺郷騒騨髭男糊しぐ，そ曜翁蓑が珍らしく礪瞭群小

とならすして品位高き鑛液の上昇1鴉荏なりし爲，骨屠の影響大ならぬと思考せられるt■　’a叉品位と脈

」li・eの關係回るに酬榊には面諭絶細面な雛期激は二三の麟を癬搬する

事他卿iに於騰嗣灘レて二酸化灘の存在補鈴せ鰍｝奉睾の鞍三二ろ鰍である・
款的富花作用は露頭以下30米乃郵Q米の地並に往硯出され，秀越本抗及び四＋米坑に明力1

なる如，〈s灘蜘雛有する｛爾所は硬漸繊，軟満傲難びに瀾吐等の黒色魏多く・所言胃‘銀、

’　唱
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・黒”は爲に不馴なるも含金銀昂位一般に高く，下部に鋼ウて薄紅色薇藷輝石尋び菱旧記鑛並びに自

色石英等に．“銀黒。の黒色鰯芝ある鍍石となれば中位に，更に下底白色石英及び方解石となれば貧

鑛となる・礁のみの鑛鷹下方に雑及び縣の劣願事慰して齢嚇馳大岬町種期
する・今簿記況を1糊するに次の躯である・μ下概ね殆んど族のみの鑛脈である・

　　　中越鐘一露頭附近良好にして其下方釦米の百六十米坑，30米の百三十米坑，50乃至70米の

W米堀M米獅端7・米のル昧坑にて知金撒18瓦4瓦㌧1・3　zi　1・0瓦塀つτ・、

　銀品位は245駕」60瓦・、ζ6瓦；10エ乙と逓下し・露頭下150米の鵬翼坑（二『ルドラ．F’一転）に於いて

醗く低品位ρ石英のみである・而比疵鑛灘プ蛇ラ朴化鋤瀧騰し八＋米坑以下は

　勿論之と百四十米叡聞も採鑛に値せすして其以上は採掘され，岩脈め存在も鑛床晶紘に封ずる影響

　を認めしめて居ない・

　　　優越鐡＝之も±一部良好にして百ニナ米坑にて鑛懸へ雌金6瓦，郷瓶となって以下稼

　行し得ぬ厭態となる．’　　　　　　　　　“

　　　大越饒一上部孟母招和4年肇手均傘．15瓦程度の鑛石を1：｝1回せし如きも，百米以下鱗況嚢へ，

　採鑛を申比し居る！　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉　へ；

　　　西大優越鑓一百五十米坑以上にて金20乃至：16瓦，銀700瓦，首三十米‡左附以上にて金20乃一f’．、

　至10瓦，銀6σ0瓦，百十米坑にて百萬分豪となる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　東大優越帰一露三三にて採鑛に狸〔し百七十米抗響五十米坑等柵な延長効て探鑛され、

　あるも金3：瓦密事にて稼醜し得なb．

　　　かかる歌態にして秀越鐘の如き異例を除き上述の如く，下部に鑛況比較白勺淺く衰ふる通弊を本

　由一般に認められる．　　　　，　　　　　　　　　’　　　、

　　　鑛石構造　種々の構造を呈する鑛右を産する事は本由の特色である．、就申帯紅白色陶器檬石英

　と曝擢魚含土質石英と“銀黒”と幾多尋行に：細き縞欺配列せる“轟型”鑛石は弛郡山に類例少き構

　造を示して居る．

　　　肺角灘石難岡岩の外，鵬として第三田端焼塩頁物恥紛プ・ビラそト
　化安山岩にも鑛脈は見綿される．舞岩の硅化作用を受けたる部分多き一も，他の馴化は殆んど認めら

　れない．

　　　姉妹岩西部糖道には珍らしく石英肇一蹴系に郡県鮪ナる。而して本岩が翫岩とレ磯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　蓮せる鑛床は東部北覇道の夫を除き既附近に集り居りて其種類も含金銀石英鑛脈と限らぬ．今共例

　を翠げれば次の如きがある．　　　　　』　　　　　　　　　．　　　　　　、　　　　　　叩　　．
　㍉

　　　黒鑛鑛嘩　　明治畷掬）國富膝隠（専ら銅）等．　　　　、　　　　　　　霊　　　　・

　　　鑛　　脈　　轟鑛山，豊男鴉鷹藤傳ら鉛，亜鉛）等．．

軸　採金概略

　　　撒上鰯天雛行侃簡あるも・專ら講畿撮妊離段郷なし主として禰

　　　　炉　侭　　　　　　　　　　　　　　叩囁叫　’　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　鱈



　　　　　　　　　　　　　　　誘ヒ海道産金鑛囲め臨用触質歪饗的世盛r：（b　　　　・　　tt　　　　Ss5

三輪擁諭し居る，・・　t・　　　　ttt　’一　　　』1

扇面2囎斜欄・によって粉と塊とに麗肌，醜鑛は・1麟榔て鋤評論イ軋，～捧

，・ンペや戒て拙して妙の蘇礁心し濃錬蹴に途露る・’昌 @　駄
　　　製錬共他全泥青化法にて製錬をなし來つ潅が，田下鍛大1：1：1鑛．しつxある秀越蝿の三石の如糞齢

樺髄鋤咬へ晶晶の糊ミ藩論悪臆は極強り一雨・胤齢霜覆さ煉醗
　銀の果して此式製錬に適せざるか否か爾研究の絵地あるべ澄であらう．　　　　　　　　　　　　　　＿

　　E（27）大金鑛山（刻本融業1ζ共金壮心

　　　位置　後志國療治瓢li憂目頭重

　　　鑛石特性淺熱水性面面埴重油金銀石英重晶面諭脈の酬生大蕩鵬として産し，叉綿鈴1聯

　等の硫化鑛物を俘べる亜酸鴻大塊乃至申性小塊鑛も議する．露頭部の鑛石ぬ大驚普憩の含金銀無縞

ナ妬英にして・靴撚琳睨ら無い・剛て裂獅に併慮る難の獅藩論に輝撚
　Q三編色土面面不規則に附滅し居れる無色透明石英細結晶群のみ，然るところ露頭下約30米附近の

　鑛石より‘‘銀黒，，の縞瓶構造現はれて含金銀量朧密となり，下部に到りて硫化蹴物の滉交三々多く　　．
　　　　　ポ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へけ

　な、る傾薗を示し識に謂ふ當山耳鮪の“大金型。なる亜酬獣‡論議する一編下翻ヒ蜘勿1・，

銀を除きて他の鍋鉛亜露台の鯨も夫々座論目的として稼孝了し得る齪碓罎撚織・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．強　　　畑地概論

　　　地理融測線黒松内騨より分岐ぜる瀦羅髄の幽幽磁束：右約11粁，朱太川の支流金ケ澤J！」の

上流海抜約300米の畷にある・湯別心り作開村碓て～・隣面谷，磯谷織す麹融融

　道心4粁にして鑛山心用道路に諭する．面詰用道路は約4粁勾配10分の1にしてトラックが蚕醸し

　得る・津よ鋤3粁は急峻なる鑓にして導諮所に到砂・物魏搬は封樋に依って居る・棚脈

　省線上目回忌より約12i粁の11日道にて露務所に達し得る．鑛庫地域は上言己の如く標高800米内外の山

　　　　　　　　　　　横附近にあって漢谷闘に開磯せられ痴る三山と甚だ共趣を異にする．期ち北護方比壽都騰疎調ヨ本

　海を遠浅し，．西方に金ケ澤川方面のZI三地を眼下に見下す外，他の秀向には由地を蓮るも翰低く，急．

臨御測・の梱晶晶し嚇蓮勤嚇殊の滋証すべ醜籔渾愚慮購に騨ろ晒　・
　きが如くである．
　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

　　　地質　新第三紀凝友岩類と安画岩系火由岩質とより構成せられデ地表には後者ダ）獲達極めて顯

愉して・瀦雌綱鋤に適せるのみなるも秘坑儒撫て之を徽き遡逼る・

　　　鐡纐湘南尾・佐禰氏9謂調i腱椥中親艸榔）略すべ輝にして譜通の緑色

　凝次回と角礫凝次岩とに分ち得られる．共に宙憔斜長石を多く含める安山岩質なるを鏡下に認めし

め，鑛床附近vaありては灘聯！1脚瑠しく鑛糊し居る調レて緑色融岩は下低轡瞳となり・

町下騨鰍鍬羅なる・加のま段下髄12ρ親警睡塊珈後麹旅て撚し聯
土化し，膨脹して坑道維翔鎖る園惑せし膿る耀である・然るに鋤ミに簾せる部分に蹴化

　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　ゆ

　作用を受けて硬化せるありて麟押坑道にては吸水膨脹の現象を殆んど認め；馨い．角礫は’茜ま鞭基性
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安由墳及びプロピライト化安田岩を交ゆるも，多くは黒鯛岩懲身の角早歌塊片であって，塞隙には

蛋白屑恥しくは沸石類を：こ＝次的に．生爆ぜるもある．　　、　　　・　　　　　　　　　〆　　　　㍗　⑳

　　　　　　　　　　　　オ・’

w縣輝輝プ叫・イ砒知衆強球晦調｝轍嶋と穣安醐凝詐纈鱗
屠とがφる．プ・ピライト化安山岩量揃記離鞭嬬の上腋御，瀦の開脚くの類蠣観

るも，之は角礫歌を全く呈して居らぬと毘に凝荻岩では除い．鑛床の大部分は本革「鉾に賦存し，母．

岩たると共に共掛篭岩と看微される．則ち坑内に於bて，60米地並以上は皆同質岩であって，鑛廉　tS一

附近に多少絹雲倒ゴ化されたる部分及び鞍土化せる局部もある．叉：黄鐡鑛を多く含めるもありて，・長

石類は分解し有色幣物は緑泥石化して居る．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　呪、

　　含紫蘇輝石輝眉安戦記は上記プロピライト化安山赫の周縁榔に廣く分布し，爾者は漸攣的關係

にありて新鮮なる部分程黒色緊緻であって當由にては「黒色安i鵬」÷i！昌へて居る・坑内に於いで

薬毒坑の零米地並は殆んど本岩のみにて，北盛坑下部探鑛九牽兼坑にあわても同様である．、幌別頚

回の本岩を樵帯するに斑歌構造著しく，長石及び普遇輝石の財界1多く，稀に紫蘇輝石が普通輝石と

瓢する慰められる課琳か・以・ミツ騨晶アがイト灘，・聚片双三示しラブラド

・・長石と確認さる譜騨徽僅絞ゆる紫細石と共に翻の外廓・騨蜷受けて鰍騰び，

且前年は後遭を取並みて牽環構造を呈する事があるボ而して前述の如く後音は僅にして副成分程度

の存在なれば履輝石安山岩と燃し難い．プロピライ「ト化作用著しくなれば上記プロピライト化安山
　　　　　ま　　　　　よ
岩として鑛床胚胎上：重要性を帯び，然らざれば鑛脈の獲i露も貧溺となる傾向あるは常山に於いて判

然として特に注同に値する．

　　石英事由岩は前置を翁脈欣を呈して貫き，肉眼朗には硅化されて黄白色なれど調膨面は帯緑色

を呈して甚だ堅緻である．石英微賑無数に走り居る部分あるが，初生の石英登は鏡下に辛じて嚢草

する骸のもの移い碑石の磁鷹められすして課構・髄を示せる中性斜長石のみ多く孫ぎ

色三物は殆んど分解し早し，角閃石と与しき形骸を散見するも決定し難場ノこ態治ある．，

　　熔麗1野草岩は欝地方火山岩類の最上位を占め，極めて麟鞭1に分布し，北1蛎天狗i訪面よ

朔紡へ印て鞍浦成しつ写方へ騰馬へ嫁はプ寵酬『化熟【1岩の直鵬或聴第
三紀異端の直上に・之等磁覆して噺L灘壁を成し；到る所に｝鰍是を作り・飛騨懸臥登降全

く不能に近からしめて居る．本岩現在の獲達は併し寧ろ増床地帯より遠くジ且重趣表近くにあり，舞

茸内には周く見られすして鑛脈は此中に胚胎しない．岩；塊は昏晦歌を呈せる黒色緻密なる安野岩で

㌍る！郵。勲輝く；縄1髭蹴の鰍蝦鍋事も鵬其程層の膠雛・購継して更1聯
繋性安r」階系である・つまり薇H幽晦せる熔岩の凝三三され，メ樋附近の熔騨膿藻｝も交へで・

騨綴織灘撃て麗翻雄氏翻峨じて押し流されつ購遡る熔顯卿瞬鯨ば・當捗

．方前記糊塊も癩三三して遠回眩で蓮ば慮るべきも鑛鴛姓三三糠る離實である・’

　　爾和閃有安山岩々脈及び玄武岩岩脈が熔岩質集塊岩を更に切れるあるも鑛床に歪く無關係な

　　　　　　　　　　　F　　翻れば省略する・



f

　　　　　　　　　　　　　　　愚
　　　　　　　　　　　　　　　北海滋産金三石の燃用1醒£學蘭研究①　　　　　　　　　　S7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4’　　　s

　　　鰍ミ淺轍訟訴囎金銀石英輪語漏貼て2誌面曜るも酒2働1鍍古論・
　8條が之に亜ぎ，他ぱ目下稼行に値する程威と探査せられて胤らぬ．二等の身布は二一共距型に交　“

　回し，殆んど総てプロピライト化安山岩申に胚胎して居るへ僅に一部角三三三三にも磯蓮するが，

　劣勢であ，・　　　　　帖　　　　　　　、　　　　　　’

　　　則ち主要鉱賑たる本四並びに旧事躯と三等に切られ或は之等より分岐せぢ三態を示詰る「號　　確

　鐘i，二二簸，三三簸，四三鍾，五三鍾，九二銀，十九三三i及び南谷四回忌の内，南谷四三1銀iのみ倣

三二蝉2米歌の爾備1繊｛四三噸嬬を醐とし魂は・IE　7e’・喫・化知榊

　に賦存する．然し夫等鉱厭群も下翻に於いて角礫凝荻岩内に入れるあるも三三は急激に嚢へ，含金

　銀品位著しく低下して無贋値の1伏態になる通勢が明瞭に認あられる．　　．　　　　　　　e

　　　本鑑の走向は大膿南一一北，傾斜は殆んど垂直に近く，走向二二約450米，幅員は弓勢圧盛なる

　　　や　部分に於“て2米前後，『工均1．5米を下らぬ．當111最大の二三にして，稼行のpl；t心をなして居る．上

　部に於ける含金銀品位峨頗る高津箇1術ありて，往々肉1礎を以て容易に：認め得る自然金を産するも，
　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　キ

　下部60米塊華に於V・て丸幅甚だしく挾く漁り・品位も頗る不良と蹴る・’概して本鐘には重晶石少く

殆んξイ挾のみであるが・6錫ぐ地並邊よ，踵晶晶照蔽櫓し來抄・蜘糀鑛及び方鉛鑛と僅なれ

　ど閃亜鉛鑛を混じてくる．鴛0米地誌に乱れば脈幅は返って多少鑛大し居る愚，含金銀品位は憂ぐ．

　稼行に：：ll伐すなウ，浦俺は菱満二二として存在し，方乱淫よ妙閃亜鉛鑛の量を湿し來る．

》1二二梅唖ぎ謎剛ヒ50麟・灘1・牒へ等幟・蘭籔約250米…ii韻1耀3米・
　本鐘より稽下部まで獲達し居る．30米地回と60米地並の聞に優秀なる富山帯が存在し，方二三を多

㊥・狽狽ｭ見る・60米地並肝には∫欄二三しく幌じ・子L繍1墜麟絞へて居る・刻1正論膿紅

　銀鞍及び線鉛鑛を認める．而して下部程閃亜鉛鑛と重i箆1石との量を増し，軟満掩鑛が菱漏俺鑛とし

　て二目ずる．’90米勉並に到穿しば含金銀品位は愈々不良となり，含黄銅三三距鉛鑛鑛石として三三ず

　べき状態となる．　　　　　　　．　・　　　〆

　　　畷二二の聯随角に切られ，｛嚇1北方岱7◎嵐三廻憂20味に及・ぐるも三幅は僅に

…姪1面して・噸鋤も少く・飴儲位も織でな回也無二亦融悪・〈’・　・（．li：」S・記

　，す疲嚢事項なけれげ省略する．・．

　　　鑛石性歌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　　　　　　　　。

　　　鑛：∫ll種類　上都の鐵眉は純然たる酸性大回鑛であるが，中部以下の夫は硫化忌物を多く1‘ドぴ，

三諦臆増し隔て濡話大鳥鋤翻物」・l」g鑛とし確する・殊に噸購の“大霜。郷

　は金鑛眉とし七、“手三型，，に似て非なる狸特¢）種である．　”　　　　　　　　　　　　　　　　　紗

　　．含有鑛物・肖然金，輝銀鑛，濃紅銀籏，鋤銅鑛，黄銅籏，藍銅鑛，孔雀石，斑鋼鑛，黄鐡鑛，

・：方三三ジ線鉛鑛1閃亜鉛鑛，軟漏俺鑛，菱浦俺鑛，不1英及び璽晶贋．

ρ　脈石共他大部分斜渉ミにして重品石之に麗ぎ，共四緑器より愛化せる粘土を　育んど常に盤際に

混じ回る・醸に顧絶透明の長さ1糎内クゆ緬彫を有すると，回覧・形鮪せざ：る他形1蝋と・



　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦

　　88　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　噛　　　　　　　添轟㌃　　　窒；ぎ　　　、題玉　　　男　　　　　 竃

　　隙徴晶質のものより非晶質¢）玉髄に驕さしむべきもある．低温生野硅酸鑛物は爾盤に近く見られ，
　　　　　　　　　　き
　　脈の申門外洞には絡蹴多判然馨る餐存在する．。叉銃敷晶も西磁鷺60米地墨齢！心としで認められ，

　　結晶形を有する・重雑石は概ね下部に肉弾を増し』と縄墨の詩形を呈し，石英は其先成ど後域とある．

　　　　倉繍態轍に単眼黙劇猷鞭て鯨取る傾離懸樋であ予・糠零米蝉．
　　ゆ趣璃照醗粒の存継るを認むる驕鵬顯磯叫之霞継得蝿程度の微細である・

　　上部にありては輝銀鑛を俘ひ，中位以下にては力鉛鑛及び黄鐵鑛附近に含金多く，下国重晶石及び

　．閃亜鉛鑛の量堀力1せぱ全く稼行債値を失ふは當出に於ける溝意すべき事實である．而して満俺類が

　　酬ヒせ融り蟻朧鑛触竣存し居れ麟榔賄望と融ご得馳，轟

　　　　大膿に於いて當由の節欲製麺は低く・．寧ろ含銀華が高い・金・録の上ヒ肝均1・5乃至ユ・15

　　であって，西谷鑓零米地並の初生富鱗幣の如きは1：40乃至蔀100である．而して出金李均届位は

　　＆9耀・甑繊にして食郷均晶鵬ρ2姪452励醜貌繰である・欝以下の康和贈

　　由に於V・て採鍍に値せぬとし，可能限珍6疵以上の三石を目的とし居りて，富鑛都の夫を加へて7

　一乃至8瓦を標準粗鑛として居る，然るところ本簸にありて上30米坑より零米，零米地並よ砂以下30

　　米地並まで，商谷鋸に於いて零米地並：よ夢以下80米地点までは金鑛石と・して取扱ひ・得るも，一90米以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　下ユ20米地並に到れば金銀共に殆んど含有し居らざる蝋画となる．而して本鍬にありて3Q米以下80

x米地並の聞酒糧に於いて・30糊下120米地並醐に強頑固除く硫繊物，則肪温容黄銅

　鱗閃亜鉛鑛・両輪煎鍋め量稽多きも，之等を主要目的物として探嘉するには何れも品位不足の欣

　　態である．且要請鐘の閃亜鉛鑛と黄繊鑛とを除きジづ冷及び銅の如きは100米地並以下に磯達劣へ居：

　　る傾向である．　　　、　　　　　　　り　　　　、　　　　　　・　　　　　”　　弓

り　　窪石構造　完全なる翼稽縞歌構造は見られざるも，硫化物が石英申に不規則ながら鑛液上昇の

　形歌を呈する．大藩上部にありて蕪縞の石英及び“銀黒．，の多少戯歌構造を示し，中部硫化管物を
　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　ノ

　4瓢箪Dて期鑓僻撚とし，下部に到れば麟蹴態となる唄肛ち鑛床啓上鰍鑛即急轍明す・

　　る細部畷倣撒釣るのである・該中部嚇磁“櫓縄調即髄納容鰍を轍
　せるものとして注意すべき℃ある；，

　俘　　骨鋸’前述の如く大部分プロピライト化安由岩であるが，乱部分はプロピライト化作用の及ば

　　ざる「黒色安ψ岩」申に鑛脈の獲蓬を見る，3ζ南谷四韓紅ゐ如く，徹頭徹尾角礫凝荻岩内に賦存せ

　　るある外，下部が同岩に入れるを認める．然るとごろプロピライ1・化安山岩以外にては鑛脈の歌態

　劣貌なる報ゆ旨搬る麹にして，雌緬に湘嘆妬此轍は殊に北海幹域に亙り、
　ゼ少くとも含金銀石英遅脈の鑛石に就いて一とし七例外なきを知らしめら亨tるのである．t、，，

　　　姉妹戦前蓮せし如くプ・ビラd5イヒ知岩たる事1纏である脚本馳孝來含紫麟右輝石

　“安山岩，則ち常lhにて鵜する「黒色安由岩」と移攣的關係にあれば，之亦姉妹岩たるべく，石英安

　由岩内の石英細脈及び佳言作用も金鵬物を含まざる硅酸璽類上昇の蓮績を物語りて廣義の姉妹岩だ・ご

　　らん．然れノども含金銀石英鑛脈に直接關係し蓮鑛岩として霜倣すづき緯プロピライト化安山岩であ’



　　　　　　　　　　　　　　　　叛騰巌鎌癬f曜1露地腿適職：（1）rl　　　　　　　＄9
　　　　　　　，　ノ

　　つて，要するに安山岩系火蜘岩が姉妹岩允るは毘に了然回るところである．

　　　探金概略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
　　　下網　露頭は本鰻及び滋谷下の外辞めて少を故，採鱗を鹸ねで探鑛坑道掘の要を大いに認めら

・魑・購鰯及磯械掘齢ト慌て門門嘩として手掘上向叉肝向階段灘行ひ，坑外土砂

　藩しくは引門門を以て採掘跡の充塀をなして居る・牛田坑道は各30米毎に二上り，上30米，下30

　　米毎紳野州醐坑して各坑蹴帯し，15米肝管に鑛礁け穏瀞陸作購る．．

　　　　選鑛四半の入唐にLO，1．1米の水挙格子を装｛醒しあり，之に依b籾鑛中の大望を分け，大割

　　して10糎以下とし，4聯の3糎グリズリーにて3糎以下の粉精鑛は直に紛漏∫1・に貯鑛ぜられ，3糎．

　　以上の塊鑛は手下を行ひて耕を除き，塊精鑛として管下される．葡して之等粉塊精鑛は適宜軍門架ゆ

　“塞索道によって製錬場ぺ逡らる．

　　　製簾其他　全溌霧化法によりて製錬を行ふ．其様式は日本鑛業會就～様にして特記すべきを認

　　めぬ．

　　　　（28）　大勤鑛ti．1　ω罰」ニイ木太喪iS）　と其金鑛石　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt。

　　　　紘塚後志國歌楽三熱孚附　　　　　　　　　　　　杁

　　　　　　き　　t“’t鑛眉特i生翠純交代鑛床の“黒鑛”として銅を採取目的とせざる噌黒色含金銀中一丁鑛乃簸野冊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ
　　である．前記洞爺鑛由三半石と全く類似し，優良鑛は方鉛鱗閃亜鉛鑛及び重麟石を主として含金，

　　銀率高きある馬，粘土等の不純物を混ずる下鑛も膳して晶位一定し難い．部分によりては黄鎌鑛及

　　び黄銅鑛の量納多く，銅鑛として稼回し得るあれど，鉛或は亜鉛と共に共探取主要鷺的には隅下虞

　　理されて居らぬ．

　　　　塵地概祝

　　　　地理．、函館本線上旧名騨北方約3粁，日名川支流比鑛山事務所がある．二二よう野道線路沿ひ

　　の2粁普日名川：支流沿ひ約1粁の道路は共に鑛崩野州にして，馬車（冬期間馬観）を通する．上目名

　　騨臆は鹸の外に燃，商店等多く，。食料，瑚繍など樋僑は酩にて髄便じ電燈なく，

　　電語のみ上目名と鑛山窮務所聞に私設電話を以て通話し得るのみ’

　　　　地引　新粥三紀凝荻：費と石英粗面岩乃蓬石英安山岩と集塊器との地帯にして，趣表に第四紀水

　　嶺騨1特色畑野が之等を不紮合に凹して居る’一

　　　　凝響岩は普懸線色町荻岩と角礫凝次岩とに判然と分たるも，共に訓縫統に厩すべ逢と認められ

　　る．曲者は本鑛庫の周縁及び東北部に露白し，鑛床附’近は白色粘土化され，甥部は鑛石として取扱

　　ひ嬢ぬる程度の貧騨なる硅鑛檬に著しく硅化されて居る．後者は其下位に，鑛庫の南東より東部方

　　面に獲蓬し，稽緑虜三叉は三次趨色を呈して，線色凝次岩塊，安山岩塊或は硅質岩等の角礫塊を混

　　じて著しi劉爲贋をなして居る．
聾

　　　　石英粗闘尉及び石英安霞岩は嗣…茅｝漿より遜嚢せしもの玉姻く漸嶽：i勺にして，萌者は主として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　鑛床の南酉部丸竹澤方面に廣く分布し，後膏は鑛旅附近緑色凝荻岩一．k．に之亦相當範園の地積鮒1め



ge 濾　　鋸　　趨、　勢

て鵬騨域の三三1岩陥英嚇鞭る大f・eas　bて從繍難胤継戯・勲る喋
石英班鼎の小粒になるに從って長石類は斑晶眉のま迭減じ、途に中性斜長石のみとなって石英安泌岩

に移化する．山回大高の境界あれど測然と分割するは掴難なる歌態である．蒲三、て鑛床附近は後考

に鵬し七プ・ピライト化作用を受け黄・舞鑛の観蜷魑しく含んで認る．最下部坑道萬卓坑に初セ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　
は，此プロピライト化安由岩が憂に著しく磯化され回れるを亮る．集塊岩は三三の北西方高波綴に

あウて，前違メ磯鑛山の南部に蓮れる襖輝破蝋質勤膿に回する．黒色総贋安由岩の角礫を

含み，黒松内統上部の亀のに相帯すべ費である．

　　鑛床　軍純交代鑛床に薦する標式朗の黒鑛鑛床であって，凝次岩中に多少南北に麺び疫る不規

期なる塊1伏をなして賦存する．未だ探鑛よく及ばざる爲，一一塊の鑛床膿大玖澤本鑛床のみ磯蒐され，

他には見當らぬが，本鑛床は大平最大輝さ5G米，最大幅約25米，最大1渠さ約25米程度にて，上都

は酸化して‡欝欝夢，’臓は細脈歌紛散しτ尖鰯購糊して居る・胤て本鮪床の顯は黙

鑛鑛床特有の粕土に白色甥御石瀬交へ酔夢て，此種鑛床としては比較納明腺である．本鑛床に於い

て殆んど‘1黄鑛”及び“珪鑛，，として特別に取扱ふべき部分を鰍き，“黒鑛”のみ嚢捺するは注属に：値

する・但し上部の現在“土盛。と癒∫隠線ヒ部が“細鱗，懸りしやの劉鋤泌る。麺ち麟靴瑠郷

の“土曲部と“1鱗。帯との境界は鋤禰燃海るのみなら曳各醐賊著しく異にし＿蹴の

前者は南砂の七二糟米程の楕園筒な篇に，下位の後編は急激に膨大して瀞北約50米に延び飛る大

丸歌を呈する．術して夫々内容の異れる事勿論である．獣肉膿の外，鐘南方丸尋なノ澤上流の石英釈爾

岩に塗笠化せる箇所あると，共北方ボン篤毅澤上流の僅かの立メ＼内の凝次馬に羅灘鑛化せる部分

籾て欝雛結せば轍床の断層と共に噸備梱趨確る曝欝地詮般鰍髄線0胴
と大略一致し居るを融るのである．然れど懇脱海i溢試験場i霧菱床下ぞ1都河田英技師の電探に櫨れば，

・本鑛床の爾方に有望畿勲を獲見せるを報じ，其方繭の探峰町係；中で㍉ある．，今後の獲展を期待して止

戴な）・。

　　附石性1伏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　鑛眉種類　黒門下床中の“雲鋤蓬，，にして，概ねノ1塊鑛混り粉鑛及び中塊鑛として簾し，純然た

る鞭塑臨靱である．躯鑛床上部の・蝦。も亦含金，銀旧き三二は三石として取撚．．

　　含有鑛物　自然金，輝銀鑛，二二鑛，黄銅鑛，黄鍬山方郵蹴，閃亜鉛鑛，酸化亜鉛鑛，淡酸

亜鉛鑛，璽晶右，石英，費1二1；．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 r

　　脈石其他　重晶石，石英，石脅の外，粘土を多少共に交へ，粘土宜しければ從って貧鑛とな

る．

　　含金駄態“黒鱗・懸に於ける含金議矧誼は旧観1二等：箏を分かつ嘉頗る困難であるが・先づ粘

土等の不純物多ければ貧鑛たるはτ1継；・力如くである．回して金慶鑛物籔集せる部分は一般に高率な

るも，土鑛にあ夢ては必ずしも然ると限らぬ故，分析の結果に嬢らねば醐明しなレ・．今露頭附近の
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銀24櫛漁る励て鋤融徽る悪くkV一，．　iV〈に四輪鈴灘同鐵して翻す遭で

あって，かかる三石の大規模なる三三を期する爲，三七を愼震にし，今後愈々入念に三門に努力せ

ねばなるまv・．
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